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　序章　闇やみの恐きよう怖ふ　Fear Of The Dark






　コティペルト王立フリン図書館。先代のコティペルト王国国王であるフォグラス・ピスロメン・コティペルトの肝きも煎いりで設せつ立りつされた、コティペルト王国最大の学がく術じゆつ施し設せつである。

　コティペルト王国自体の歴史の浅さもあって、蔵ぞう書しよの量や質しつに関しては他国の図書館に一歩譲ゆずる。しかし、利用者の快かい適てきさを追求した設せつ備びの数々や、煩はん雑ざつな手続きを極力排した貸かし出し制せい度どなどが高い評ひよう価かを受けており、一いつ般ぱん層そうを中心に愛されている。





『繋けい詞し専せん用ようの単語──いわゆる詠えい吟ぎん名詞は、詠唱の中での「便利屋」として使われるのが一般的である。確たしかに詠吟名詞は様々な局面において非ひ常じように有用であり、使い勝手も良い。だが、近年キャロライナ・トモティーらカイヌライネン王国の詠唱学者が明らかにしたとおり、詠吟名詞そのものが持つ属ぞく性せいが詠唱に作用するため、軽けい率そつな使用は詠唱本来の性質を歪ゆがめることにも繋つながりうる。たとえば、『赤血の空ブラツドレツドスカイ』などで使用されていることから有名な「仮か借しやくの灼しやつ禍か」という詠吟名詞は、詠唱に絡からめると微び量りようながら炎えん浄じよう寄よりの性質を与あたえることが数年前カンス公国で確かく認にんされ──』

　そのフリン図書館の片かた隅すみで、モーリス・コントスは分ぶ厚あつい本と格かく闘とうしていた。

　一文字一文字を睨にらみつけるようにして読み進む。どんな見み逃のがしもないように、注意に注意を重ねて内ない容ようを吟味する。

　王国詠唱士を目指して、早二年。そろそろ、結果を出さなければ辛つらい時期に入りつつあった。

　鮮せん魚ぎよを売ることを生業なりわいとする父は、最近しきりとモーリスを港へ連れて行こうとする。理由をはっきり話すことはしないが、自分の跡あと継つぎとするべく教育を施ほどこそうとしているとしか考えられない。

　それだけは受け入れられなかった。子こ供どもの頃ころ、通っていた詠唱教室で初めて詠唱を成功させてからというもの、モーリスの人生設計は詠唱士を軸じくにして組み立てられ続けてきた。今いま更さら魚屋のオヤジに収おさまるつもりなどないのだ。

　閉へい館かん時間が近いのか、図書館の中にはほとんど利用者がいなかった。静かな空間に、頁ページをめくる音が意外なほど大きく響ひびく。

　今後の自身に関して不安がない、と言えば嘘うそになる。しかし、ここ最近彼には希望が芽め生ばえ始めていた。

　何と言っても、組合の講こう義ぎで披ひ露ろうした自作の詠唱が高い評価を受けたことが最も大きな理由である。

　最近の詠唱の流行や試験で評価される重要点を徹てつ底てい的に分ぶん析せきした上で、自分なりのこだわりを織おり込こんだ自信作だっただけに、同じ級の仲間や講こう師しから誉ほめられたのはとても嬉うれしかった。

　その喜びは自信に姿すがたを変え、彼の中で確かに息づいている。体の底から力が湧わいてくるようなこの感覚は、本当に久ひさしぶりだった。

　まだまだいける。自分はやれる。そんな言葉が、何度も耳の奥で響いている。

『以上の理り論ろんは近年発はつ掘くつされたばかりであり、詠唱士界においての認にん知ち度どは低いと言わざるを得ない。しかし、あえて断だん言げんすれば、これは第三次世界動どう乱らん時代に提てい唱しようされた「階かい層そう型がた詠唱理論」に匹ひつ敵てきしうる大発見であり、筆者としても力を入れて広めて行きたいと──』

　そこまで読み進んだところで、モーリスは肩かたを誰だれかに叩たたかれた。

「申し訳わけありませんが、そろそろ閉館時間なのです」

　振ふり返ると、そこには一人の老人が立っていた。この図書館の司書である。

「ああ、すいません」

　モーリスは本を閉とじて小こ脇わきに抱かかえると、老人に頭を下げて立ち上がった。

「いえいえ、勉強熱心なことはよいことですよ」

　老人が温和な笑えみを浮うかべる。

「では、失礼します」

　その老人に会え釈しやくすると、モーリスは本を元の位置に戻もどすべく本ほん棚だなへと向かった。





　外は、歩きづらいほどに薄うす暗ぐらかった。月が雲の後ろに隠かくれ、朧おぼろ気げな光しか投げかけてくれていないのがその原げん因いんだ。

　人ひと気けがないということもあって、通りはまさに死んだように静まりかえっている。

　モーリスは、この雰ふん囲い気きが苦手だった。静まりかえった闇は、心の奥おく深ふかくに潜ひそんでいる根元的な不安を呼よび覚ます。

　何が違ちがうというわけではない。理由もないのに、耐たえ難がたいほどに恐怖心がかき立てられるのだ。

　このまま通りにいると、きっとよくないことが起こる。モーリスはそう確信した。──早く、逃にげないと。

　視し界かいが、薄く煙けむる。霧きりがかかっているようだ。

　──クレメンテ通りに霧がかかったことなど、あっただろうか。そんな疑ぎ問もんが、モーリスの脳のう裏りに淀よどむ。

　行く手に、人が座すわり込んでいるのが見えた。浮ふ浪ろう者しやの類たぐいかと一いつ瞬しゆん思ったが、よく考えてみれば、最近王国警けい察さつが住所不定の人間をまめに取り締しまっているのでその可か能のう性せいは低い。

　となると、突とつ然ぜん体調が悪くなった人やら飲み過すぎで酔よいつぶれている人かもしれない。客観的に見ても人がいい部類に入る普ふ段だんのモーリスなら、助け起こすまでいかなくても側そばによって話を聞くことくらいはしただろう。しかし、今は勝手が違う。得体の知れない怯おびえが、彼の人じん格かくを著いちじるしく変えてしまっていた。







　彼は足早にその場を通り過すぎ、その転がっている何かに──背せを向けた。



    

  
    
      　第一章　一いつ攫かく千金大逆転　Money






　あまり知られていないことだが、クレメンテ通りから少し入った住じゆう宅たく街がいのど真ん中に一つの古ぼけた建物がでんと鎮ちん座ざしている。

　この建物は正式名めい称しようを『旧きゆうティモンズ子し爵しやく別べつ荘そう』という。しかし、近きん隣りん住民からは簡かん潔けつに『がらくた屋や敷しき』と呼よばれていた。確たしかに外見はかなりおんぼろであるが、がらくた呼ばわりはあんまりである。一いち応おう内ない装そうは前期貴き族ぞく時代の様式を色いろ濃こく残しているし、使用されている建けん築ちく材ざいも高級品ばかりなのだ。実に過か小しよう評ひよう価かされている建物だと言える。

「──というわけだから、この詠えい唱しようはとても失敗しやすいんだ。今から一度先生が発動させてみせるから、よく見ておいてね」

　その『がらくた屋敷』の庭で、クラウス・マイネベルグは杖つえを構かまえた。

「偉えらそうなこと言って、失敗するんじゃないのー」

「ほんとだほんとだー」

　彼の前に居い並ならぶ子こ供どもたち──シーパース詠唱教室の生徒たちが、わいわいと騒さわぐ。

「こらこら。先生をあまりバカにするんじゃない」

　苦笑混じりにそう言うと、クラウスは精せい神しんを集中し始めた。

　今から発動しようとしている『黒幻水ブラツクウオーター』という詠唱は、実を言うとかなり難なん易い度どの高い詠唱なのだ。成せい功こう率りつは八割わり程てい度ど。微び妙みような線である。

　詠唱教室の講こう師しとして、失敗は決して許ゆるされない。教室の威い信しんに関かかわるし、第一とんでもなく恥はずかしい。

『命を孕はらむは黒の水、死の地を祓はらうは虚うろの地図』

　詠唱を始める。子供たちの視線が、自身に集まってくるのが分かる。口では失敗するだの何だの言っている彼ら彼女らだが、本当にクラウスがしくじるとは思っていない。シーパース詠唱教室の生徒たちにとって、クラウスは『詠唱の達人』なのだ。

『無味の大地が抱いだき持つ、海の解かい知ちを砕くだき落つ。黒こく水すい遼りよう化か、独どく粋すい良りよう架か』

　詠唱を組み上げ、杖を勢いきおいよく振ふる。

「わぁぁ、すごーい！」

　子供たちが歓かん声せいを上げる。

「ふう、上う手まくいったか……」

　クラウスは安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　彼の少し前の辺りの地面から、黒い色をした水がぼこぼこと湧わき出ている。成功だ。

「はい、これが『黒幻水ブラツクウオーター』で生み出された魔ま力りよく精せい製せい水すいね。成分はほとんど普ふ通つうの水と変わらないから、こんな色してるけどちゃんと飲めるんだよ」

　クラウスの説明を聞き、子供たちは一様に目を丸くした。

「うっそー。なんかどうみても毒だよ」

　こわごわと水を眺ながめながら、一人の子供が言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。色が黒いのは、土の魔力を変へん換かんした時の副作用みたいなものだから」

　元々、広大な砂さ漠ばくなどで水を出来る限かぎり大量に補ほ給きゆうすることを目的として編あみ出された詠唱なだけに、『黒幻水ブラツクウオーター』は見み栄ばえその他は二の次というつくりをしている。子供たちが不気味がるのも無理ない話ではある。

「この詠唱を発動させる時の注意事じ項こうについてはさっき話したとおりだから、次は発動させてからの扱あつかい方についても少し話しておくよ」

　そう言ってから、クラウスはおもむろに杖を振りかざした。

「このまま水が出るに任まかせていたら、魔力の無む駄だ遣づかいになってしまう。だから、ここで少し工夫をするんだ」

　口の中で呼こ吸きゆうを計ってから、噴ふき出す水の中心辺りに振り下ろす。

　すると、水の勢いが徐じよ々じよに弱まり、それまでの半分ぐらいの量になった。

　これは、詠唱に供きよう給きゆうされている魔力を減げん少しようさせる『魔力漸減サプレツサー』と呼よばれる手法である。詠唱というものは全すべて魔力を原動力として様々な効こう果かを生み出しているのであり、その魔力の量を調節すれば効果の程度も自じ在ざいに操あやつれるというわけだ。

「今やったのは、詠唱に使っている魔力を減へらす方法。どうやるかっていうと──」

　クラウスはそこで言葉を切った。『魔力漸減サプレツサー』は大変感覚的な技ぎ術じゆつであり、果たして子供たちに理り解かいできるよう話せるかどうか自信がない。

　しかし、だからと言って適てき当とうに済すませたら講師失しつ格かくである。何とか分かりやすい言葉をひねり出そうと努力してみる。

「自分から詠唱に流れ込む魔力を意い識しきして、それを自分の中に閉とじこめたり出したりする感じだよ」

　我われながらまずい説明である。これで理解できたら天才かもしれない。

「わかんなーい」

「難むずかしいー」

　子供たちの間から、当然とも言える反はん応のうが返ってきた。クラウスががっかりしていると、「そんなことございませんわ。今の先生の説明でわたくしは十分理解しましてよ」

　一人の少女が進み出て、予想だにしないことを言った。

「ほんとかい、ターヤ？」

「ええ」

　その少女──没ぼつ落らく貴き族ぞくの跡あと取とりであり、クラウスの教え子の中でも一番の実力者であるターヤ・パシコスキ・トルネは、自信満々に微笑ほほえんだ。

「先生の教え、しっかり実じつ践せんして御ご覧らんにいれましょう」

　ターヤは透すき通った声で詠えい唱しようし、あっさりと土から水を噴き出させることに成功した。

「むっ……」

　完かん璧ぺきと言っていい。一度目からこれだけ詠唱を使いこなせれば、教えることはほとんどない。

「次は、魔力を減らすのでしたわね」

　落ち着いた様子でそう言ってのけると、続いてターヤは水の量を三分の一程てい度どにまで減少させた。

「いかがですか、先生」

　いかがも何もあったものではない。あんな説明でここまで使いこなせるのなら、クラウスに教えを乞こわずとも自分で魔ま術じゆつ書しよなりなんなりで勉強した方がよっぽど上達が早そうである。

「……やはり、まだまだですわね」

　ターヤが浮うかない声を出す。ここまで見事に発動させておいて、何が気に入らないというのだろう。

「御覧になって下さい、先生。水が止まってしまいました」

　ターヤが地面を指差す。なるほど彼女が言うとおり、先さき程ほどターヤが噴き出させた水は綺き麗れいさっぱりなくなってしまっている。

「ああ、『魔力漸減サプレツサー』が効きき過すぎちゃったんだね」

　最初のうちはままある失敗である。『魔力漸減サプレツサー』は一度使用すると際さい限げんなく魔力を減らしていくので、頃ころ合あいのいいところで解かい除じよする必要があるのだが、慣なれない間はそこまで気が回らないのだ。

「こう、なんて言うのかな、一度魔力の流れを閉じてからまた広げる感じかな。『魔力漸減サプレツサー』──というか、魔力を減らす方法っていうのは、一度使うといつまでも効き目が続いちゃうから。うまく操れるようになれば、最初のうちは魔力の弱いままで詠唱を発動させておいて、それから徐々に強めていったり、その逆に発動させてから魔力を集中させるって方法もある。こっちは『魔力漸増ブースター』っていうんだけどね」

　何か例たとえになるものはないだろうか。周囲を見回してから、クラウスは一つ思い当たった。

　手早く二回詠唱し、二つの水を生み出す。

「いいかい、これが『魔力漸減サプレツサー』」

　魔力の流れを意識する。片かた方ほうの水が、その勢いきおいを弱めた。

「で、これが『魔力漸増ブースター』。減らした方の魔力をこっちに注そそぐ感じで」

　どばっと、もう片方の水が突とつ拍ぴよう子しもなく強きよう烈れつに噴ふき出した。

「きゃっ」

　ターヤが驚おどろいて頭を覆おおう。

「はは、そんなに怖こわがることないよ」

　口ではそんなことを言いながらも、心しん臓ぞうがばくばく動いていたりする。実を言うと匙さじ加か減げんを間ま違ちがえてしまったのだ。あそこまで派は手でにやるつもりはなかった。

「……まあ、こんな感じで。複ふく数すうの詠唱を同時に使ったりするとき、その力を調節するために使うためのものなんだ。詠唱士の技術の中じゃ、基き本ほん的で必ひつ須すなものの一つかな」

　クラウスの言葉に、ターヤが不安そうな表ひよう情じようを見せた。

「わたくし、きっちりと使いこなせるでしょうか……」



    

  
    
      「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。分からなかったら、分かるまでしっかり教えてあげるから」

「あ……ありがとうございますっ」

　ターヤが嬉うれしそうに微笑む。とりあえずこれでいいかとクラウスが安心していると、

「分かるまで、教えるってぇ、やっぱりぃ『こじんじゅぎょう』ってアレなのかなぁ」

「おおっ！　教きよう師しと教え子が遅おそくまでいちゃいちゃとイケナイお勉強に耽ふけるアレですね！」

　とんでもなくとんでもない内ない容ようの会話が耳に飛び込こんできた。

「パルミっ！　コニンっ！」

　動どう揺ようを隠かくすべく大きな声を出す。

「わわっ、聞こえてたみたいだよぉ」

「あの慌あわてぶりからみて、心にやましいところが大ありって感じですね！」

　二人の少女が、怯ひるむことなくそんなことを言ってきた。

　パルミ・アイネズとコニン・グレイヴス。いずれも、ターヤの親友である。

　語ご尾びがたるんでいていかにもぼんやりしているのがパルミで、言葉の節々に必要以上の力が籠こもっているいかにも好こう奇き心しん旺おう盛せいなのがコニンだ。これで、言こと葉ば遣づかいがやたらと丁てい寧ねいでいかにも育ちのよさそうなターヤを合わせて三で割われば丁ちよう度どいいのではないかとクラウスは思ったが、そうしたらそうしたでかえって突とつ然ぜん変へん異いしたよく分からないものが誕たん生じようしそうなのでやはりこのままがいいのだろう。

「というかそんなことはどうでもいい。二人とも、子こ供どもがそういうことを言うものじゃあないよ」

　言ってしまってからクラウスは後こう悔かいした。子供を説得なり納なつ得とくさせるには、最も不ふ適てき切せつな論ろん法ぽうである。

「ふむふむ。子供だ子供だと教え子に高こう圧あつ的な態たい度どを取って反はん論ろんできないようにしつつ、気に入った生徒を手込めにする、と」

　途と方ほうもないまでに飛ひ躍やくした論理が聞こえてきた。こんなたわけたことをほざくのは、問もん題だい児じ揃ぞろいであるクラウスの教え子の中でも一人しかいない。

「ギルビー。お前は書き取りの宿題を他の人の五倍だ。覚かく悟ごしろ」

　クラウスの通達に、いかにも悪ガキ風ふ情ぜいな少年が顔色を真っ青にした。

「ひ、ひどいや！　くそ、気に入らない生徒には酷こく薄はくな仕打ち……これは断だんじて許ゆるせない。クレメンテ通り一帯に知らしめねば」

「ふざけるな。お前のお陰かげで俺おれは道行くおばちゃんとすれ違うたびに白い目で見られるんだぞ」

　クラウスはその悪ガキ──ギルビーを睨にらみ付けた。『歩くデマ噴ふん霧む器き』である彼に情なさけ容よう赦しやの類たぐいは一いつ切さい必要ない。

「いいか。俺がおばちゃんに白い目で見られるたびにお前の宿題は倍ばい増ぞうだからな」

　頬ほおを膨ふくらませてギルビーが黙だまる。デマ噴霧器とはいえ所しよ詮せん子供、宿題の恐きよう怖ふからは逃のがれられないらしい。

「あ、あの……先生？」

　クラウスが鼻を鳴らしていると、ターヤに袖そでを引かれた。

「なんだい？」

　聞き返してから、クラウスはたじろいだ。ターヤの顔が、風か邪ぜでも引いたかのように真っ赤である。

「本来、その、婚こん前ぜんの交こう渉しようというのは貴き族ぞくの道に悖もとる行こう為いですわ……。でも、わたくし、先生となら、ああ……」

　こちらはこちらで派は手でに勘かん違ちがいしている。クラウスは、事じ態たいの収しゆう拾しゆうに多大な労力と無む駄だな時間を必要とすることになったのだった。





　どうにかこうにか騒さわぎを収おさめ、生徒たちに一通り詠えい唱しようをさせてから、クラウスは授じゆ業ぎようを終しゆう了りようさせた。

「はい。それじゃ今日はこれまで。皆みなさんさようならー」

「先生さようならー」

　溜ため息いきをつきながら、子供たちの背せ中なかを見送る。

　元気の塊かたまりを相手にする以上疲ひ労ろうするのは致いたし方ないところだが、今日はことのほかくたびれた。それこそ絞しぼり倒たおした後のぼろ雑ぞう巾きんのようである。

「先生、少しよろしいですか？」

　クラウスが掃そう除じ道具にまで落ちぶれた己おのれの身を嘆なげいていると、後ろからターヤに服をつままれた。

「ん、なんだい？」

　ターヤがこういう風に話しかけてくるときは、まず間違いなく自分の中の矜きよう持じと格かく闘とうしている。

　聞きたいことがある、しかし聞くのは恥はずかしいしみっともない、でも聞きたい。大方、そんなところだろう。

「えっと……」

　しばらく視し線せんをふらふらと動かしてから、ターヤは決心したかのようにクラウスの眼めを見つめてきた。

「わたくし、どうしても『魔力漸減サプレツサー』を使いこなしたいのです！　どうぞ秘ひ訣けつをご教授下さいまし！」

　決心にまで必要とした時間とえらく強い語気のわりに、やたらと些さ細さいな願望である。クラウスは苦く笑しようしそうになった。

「うーん、そうだね……」

　しかし、彼女にとっては非ひ常じように重要なことなのだろうから、いい加か減げんに対たい応おうするのは悪い。何とか努力して、彼女に理解しやすい説明をしてやらねばならない。

「魔力を操あやつろうと躍やつ起きになるから駄だ目めなんだ。魔力を直ちよく接せつ外に出して操そう作さすることは本来不ふ可か能のうだからね。体の中にある力なのに、自分の意思ではどうにもできない──それが魔力ってものなんだ。ほら、いつも動いている心しん臓ぞうを止めようと思っても止められないでしょ。同じことさ」

　そこまで話してから、クラウスは自分の言うことが必ずしも正せい確かくでないことに多少の後ろめたさを感じた。

　魔力を直接自分の意のままに、それこそ心臓どころか呼こ吸きゆうを気まぐれに止めたりするような感覚で操ることが出来る人間は存そん在ざいする。しかも身近なところに。今いま頃ごろその人物は、仕事先のパブでエルガの豆でも挽ひいていることだろう。

「……まぁ例外はあるけど、大体はそんな感じ」

　クラウスは話を続けた。ああいった特然変異を考こう慮りよに入れてしまうと、根本的な論ろん理りが成り立たなくなってしまう。

「だったらどうすればいいのかと言うと、流れに乗るようにして自分の魔ま力りよくを感じるんだ。詠唱っていうものを間に挟はさむと魔力をいじれるようになるから、それを逆さか手てにとる。詠唱に使う魔力を頭の中で取り出して、それに注意を払はらえば、自然と減へらすことができるんだね」

　ターヤの目が、みるみるうちに輝かがやいてくる。分からなかったことに到とう達たつするまでの道みち筋すじが見えた、そんな目だ。

「ありがとうございます！　次回の授業までには、必ず使いこなせるようになってみせますわ！」

　力強く、ターヤが言いきる。おそらく、彼女は本当に次の授業までに『魔力漸減サプレツサー』を自分のものにしてくるだろう。

「……しかし、先生には感服させられますわ」

　妙みように熱を帯びた目で、ターヤがクラウスを見上げてくる。

「詠唱に対する深い知ち識しき。それを使いこなす実力。詠唱士の名にふさわしい腕うで前まえと存じます」

　過か大だい評ひよう価かもいいところだ。

「わたくし、いつか先生のようになりたいと思います」

　あまりに低すぎる目標である。

「それでは、次の授業を楽しみにしておりますわ」

　礼れい儀ぎ正しく一礼すると、ターヤはクラウスの前から去った。少し離はなれたところにいるパルミとコニンの元へと、優ゆう雅がに歩いていく。

　自分も帰ろうと歩き出したところで、クラウスはいきなり眩暈めまいに襲おそわれた。

「うーん……」

　倒たおれそうになるのを必死でこらえる。

「先生っ!?」

　クラウスの異変に気づいたのか、ターヤたちが駆かけ寄よってきた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、大丈夫だよ」

「でもぉ、先生明らかに顔色悪いよぅ」

「そうですよ。よく見るとなんだかやせてますし」

　パルミとコニンが、口々に言う。ターヤなどは、よほどびっくりしたのか口元に手を当てたまま何も喋しやべらないでいる。

　そんなターヤの頭をぽんぽんと叩たたくと、クラウスは無理に笑え顔がおを作った。

「何ともないよ。なんか体の調子がいまいちなだけだから」

　しかし、子こ供どもたちの顔から不安の色は消えない。

「心配いらないから、今日はもう帰りなさい」

　反はん論ろんがしにくいよう、強い語気で告げる。こうすれば、とりあえずは帰ってくれるはずだ。

「でも、そう大人しく引き下がるわけには参りませんわ」

　これっぽっちもひるんだ様子を見せず、ターヤが言う。自分がいかに迫はく力りよくないのかを思い知らされたようで、クラウスは内心少し落ち込む。

「先生、何か辛つらいことがおありならどうぞわたくしにお話しになって下さい。微び力りよくながら、お力ちから添ぞえを致いたしますわ」

　ターヤが、両手を胸むねの前で組んで言った。何となく、嬉うれしい。

「安心して帰りなさい。先生も帰るから」

　笑顔になりながら、クラウスはやや強ごう引いんにターヤたちの背せ中なかを押おす。

　ようやく、不ふ承しよう不ぶ承しようといった素そ振ぶりを見せながらも、ターヤたちは帰っていった。とりあえず一いち段だん落らくである。

　さて自分も帰ろうとしたところで、

「……う」

　クラウスの体に異変が起こった。

　ぐう、と腹はらが鳴ったのだ。

　つまりは、そういうことだった。





　クレメンテ通りの一角に、日頃と異ことなる妙に物々しい空気が漂ただよっていた。

　一いつ般ぱん人じんの立ち入りを禁きん止しする意味を持つ、張はり巡めぐらされた魔術縄ミサントロープ。辺りを鋭するどい視し線せんで警けい戒かいしている、制せい帽ぼうをかぶった警官。何事か調べている様子の、ローブを羽は織おった詠唱士。数人いる詠唱士は、いずれも首から鈍にぶい輝きを放つ重そうな鎖くさりを下げている。この鎖はコティペルト王国から正式に認みとめられた詠唱士であることを示しめすもので、『愚者の鎖バスタードチエイン』という名前がつけられている。

　数ある資し格かく試験の中でも最さい難なん関かんと言われる王国詠えい唱しよう士し試験をくぐり抜ぬけてきた者にはやや不ふ釣つり合いな名めい称しようだが、これにはとある由ゆ来らいがある。

　現げん在ざいの国家詠唱士制せい度どを整せい備びした二代前のコティペルト王国国王モルテス・ピスロメン・コティペルトは、自身も凄すご腕うでの詠唱士として知られていた。特に第二種攻こう性せい詠唱に関する深い知ち識しきと洞どう察さつ力りよくを有し、彼の著あらわした『黒風、火か焔えん、そして鋼はがね』という分ぶん析せき書しよは、出しゆつ版ぱんから五十年ほど経たつ現在でもなお第一級の解かい説せつ書しよとして攻性詠唱士たちに読み継つがれている。

　そんなモルテスは、生しよう涯がい学究の徒としての姿し勢せいを崩くずさず、七十三の年でこの世を去る直前に、「詠唱を志こころざす者は、いわば鎖に繋つながれた愚ぐ者しやだ。なんとか自身に巻まき付く鎖をほどこうともがき、もがくほどに縛いましめを自ら厳きびしくしていく」という言葉を遺のこした。

　モルテスの死後、彼が生涯を通して力を注いだ詠唱士選せん抜ばつ制度が完成し、当時の王国詠唱士制度推すい進しん委員会が、モルテスの功こう績せきを称して彼の言葉を元にした魔ま術じゆつ具ぐを王国詠唱士の証あかしとした、というのが大体の成り行きである。

　その『愚者の鎖バスタードチエイン』を下げた詠唱士たちは、みな一様に真しん剣けんな表ひよう情じようで、手に持った小さな石のようなものを地面に置いたり、空中をさまよわせたり、建物の壁かべに押し当てたりしている。

「先生方、いかがですか？」

　一人の男性警察官が、詠唱士たちに近づいてきた。

　制帽をかぶっておらず、警察官らしからぬほどにしゃれた髪かみ型がたが露あらわになっている。誰だれの目にも美男子だと映るような顔立ちをしているが、同時にどこか軟なん派ぱで軽い雰ふん囲い気きも発している。

「やはり、『八つ裂ざきオーウェンス』の再さい来らいでしょうか？」

　警察官が問いかけた。その顔には、深い憂うれいが浮うかんでいる。

「現在の段だん階かいでは、まだそうだと断定する証しよう拠こは揃そろっていません」

　一人の詠唱士が、フードを外しながら進み出た。未まだ年とし若わかい、幼おさないとさえ表現できるような顔つきである。しかし、その目は真剣であり、子供と馬ば鹿かにされることを強く拒こばむような光に満ちている。

「この『魔精石グラインダー』から得られている反はん応のうからすると、その可か能のう性せいが一番高いように考えられます。しかし、犯はん人にんがわざと誤ご解かいさせるような証拠を残して捜そう査さを攪かく乱らんさせようとしているとも考えられるので、より慎しん重ちような調査と判はん断だんが必要だと思います」

　その声も、まだ声変わりする前の少年のそれだった。いかにも高こう価かそうだが体たい格かくと少々不釣り合いな杖つえと、首の周りを彩いろどっている『愚者の鎖バスタードチエイン』がなければ、誰からも詠唱士だと信じてもらえなさそうである。

「分かりました。上の方にもそう具申しておきます。引き続き、調査をお願いしますね」

　そこまで言ってから、ふと警けい察さつ官かんは表情を緩ゆるめた。

「年もお若いのに、見事な判断力をお持ちでいらっしゃる。これほど立りつ派ぱな息子むすこさんをお持ちになって、ご両親もさぞかし鼻が高いでしょうな」

　何ということのない、機き嫌げん取とりとさえ呼よべないような一言である。しかし、詠唱士の表情はさっと曇くもった。

「それでは、私はこれにて」

　詠唱士の変化に気づかなかったのか、警察官は手を上げるとその場から去っていった。

「……うぅぅ」

　眉まゆを下げて、詠唱士が呻うめく。先ほどまでの凜りんとした空気はどこへやら、いきなり年とし相そう応おうの顔つきへと変化している。

「僕ぼくってやっぱり……あーあ」

　溜ため息いきを一つつくと、詠唱士は調査を再さい開かいしようとし、次の瞬しゆん間かんなんと自分のローブの裾すそを踏ふんで転んでしまった。

　あまりに鮮あざやかすぎる転び方だった。野や次じ馬うまやら他の詠唱士やら警備中の警官といった目もく撃げき者しや、その全すべてが息を呑のみ注ちゆう視しするほどである。

　ややあってから、詠唱士は体を起こした。

「……うぅぅ」

　周囲の注目を浴びまくっていることに気づいたか、詠唱士はがっくりと肩を落とし、

「僕ってやっぱり……あーあ」

　再ふたたび深い溜息をついたのだった。





　授じゆ業ぎよう終しゆう了りよう後ごには眩暈めまいを起こすほどに衰すい弱じやくしていたクラウスだったが、丘のてっぺんにある自分の家に帰り着く頃ころにはすっかり元気を取り戻もどしていた。

　鼻歌交まじりの軽い足取り。まるでこれから恋こい人びとに会いに行くかのようである。

　とは言っても家で掃そう除じ炊すい事じ洗せん濯たくに余よ念ねんがなくおまけに手て編あみのマフラーを椅い子すに腰こし掛かけて作製中の可愛かわいい女の子がいるとかそういうわけではもちろんなく、クラウスがご機嫌な理由は一いつ般ぱん的に見て遥はるかに大したことのないものである。

　自じ宅たくの屋根が見えてきた。クラウスの機嫌がますます上じよう昇しようする。

　ほとんど小走り状じよう態たいでだだっ広い庭を突つっ切り、古ぼけた物置の前に立つと、クラウスはその扉とびらを思いっきり引き開けた。

　ぼっきんと鈍にぶい音がして、扉の蝶ちよう番つがいが勢いきおいよく弾はじけ飛ぶ。クラウスの胸むねに暗い雲が立ちこめかけたが、どうせ物置の中には大したものは入っていないのだから扉などなくても問題ないのだと思い直す。

　外れた扉を適てき当とうに物置へともたせかけると、クラウスは物置の中へ体を滑すべり込ませ、次の瞬間に飛び出した。

　その手に握にぎられているのは、ところどころ錆さびの浮ういたじょうろである。片かた手てに杖、もう片手にじょうろを持った青年の姿すがたというのは言い訳わけのしようがないほどに奇き妙みようなのだが、クラウスはまったく気にもかけていない。

　もはや小走りどころか疾しつ走そうといった趣おもむきでクラウスが向かった先は、庭の端はしの柵さくで区切られた一角だった。

　弾はずむ息を抑おさえると、クラウスは柵の側そばに置いてある口の広い壺つぼからじょうろで水を汲くんだ。じょうろが満タンになったところで、柵の内側へと水を注ぐ。

「早く育てーすくすく育てー」

　水は、地面に吸すい込まれていった。その地面からは、何やら植物の芽のようなものが吹ふき出している。

「ふふふうふ」

　嬉うれしさをこらえきれず、不気味極きわまりない含ふくみ笑いを漏もらしてしまう。

　この柵で区切られた区画は、クラウスのクラウスによるクラウスのための家庭農園である。日光の当たる角度を計算し、慣なれない農業詠えい唱しようをなんとか使って植物の成長にもっともふさわしい土ど壌じようを準じゆん備びし、柵もとんてんかんてん自分で組み上げたという、まさに心血を注ぎに注いだ代しろ物ものである。

　どうしてたかが家庭農園にクラウスがここまでこだわっているのかというと、単純に彼の食生活の未来がこの農園にかかっているためである。

　ここしばらく、クラウスはまともな食事を摂とっていない。元々大おお食ぐらいな方ではないが、さすがに五日で二食だと健康面に色々支し障しようが生じてくる。

「育て、育て、育て……」

　じょうろを傾かたむけながら、クラウスは一心不ふ乱らんに念じる。

　クラウスが貧ひん困こんである原げん因いん。それは、何よりもシーパース詠唱教室の給料が安いということが大きい。法ほう律りつで定められた必要最低限げん度どの額がくは保ほ証しようしているというのが経けい営えい者しやの言い分だが、法律で定められた必要最低限度の額が保証されているからと言ってただちに人間として最低限度の暮くらしが送れるわけでは決してないのである。

　少し考えてみれば分かることだ。人間生活していれば、ときたま急な出費というものがどうしても避さけられない。必要最低限度の給料だと、簡かん単たんに底をついてしまうのだ。

　そして、クラウスは最近、ふとしたことから急な出費を余よ儀ぎなくされてしまった。もちろん家計は底をついてそのまま地下までめり込んでしまっている。

「このくらいかな」

　クラウスは水を注ぐのをやめた。若わか芽めの先に水すい滴てきが溜たまり、見るからに瑞みず々みずしい。

　このクラウス農園には、植物を促そく成せい栽さい培ばいする詠唱である『茫漠の草木デザートプレイン』を幾いく重えにも張はり巡めぐらしている。『茫漠の草木デザートプレイン』には作物の味を著いちじるしく低下させるといういまいち洒落しやれにならない副作用があるのだが、背せに腹はらは代えられない。

　クラウスの計算が正しければ、数日後ないし一週間後には収しゆう穫かくの時期が訪おとずれる。空くう腹ふく地じ獄ごくとも、そこでおさらばというわけだ。

　うきうきした気分のまま、じょうろを倉庫に戻そうと振ふり返ると、そこに一人の少女が立っていた。

　空腹でへろへろ、そうでなくとも日ひ頃ごろから健康とは言い難がたいクラウスとは対照的に、その全身から活力が溢あふれ出している。頬ほおに残るそばかすが、どこか成長しきらない印象を強めていた。

　そんな外見だから、引っかけただけな感じの男物の服が妙みように似に合あう。贔屓ひいき目めに見ても道行く男に声をかけられたりする確かく率りつは低そうだが、おしゃれであることには違ちがいない。

「おっす。相変わらず不健康な面つらしてるわねー」

　イルミラ・ハンネマン。クラウスが行きつけにしているパブのウェイトレスで、クラウスとはまあ何というか喧けん嘩か友達のような関係である。少なくともクラウスはそう思っている。

「イルミラじゃないか。どうしたんだ、こんなところで」

「んー。なんとなく様子を見に来ただけ」

　言いながら、イルミラはクラウスの隣となりでかがむ。

「おっ、何か育ててるの？」

「うむ。その通り。実はな……」

　クラウスは、空腹脱だつ出しゆつの壮そう大だいな計画を話して聞かせた。

「……へぇ」

　さぞかし感心するに違いないと思いきや、イルミラの反はん応のうは限かぎりなく微び妙みようである。クラウスの計画のどこに問題があるというのか。

　イルミラは、ひとしきりクラウスとクラウス農園とを見み比くらべてから、溜ため息いきをついた。

「いや、さ。何というか、痛いた々いたしくて」

　失礼極きわまりない。クラウスは本気かつ必死かつ切実なのだ。それを痛々しいとは、言ごん語ご道どう断だんにも程ほどがある。

「ひどいな。俺はこの農園に命運をかけてるんだぞ」

「……あぁ、うん。すごいね」

　イルミラが乾かわいた声で言った。非ひ常じように腹が立つ。

「くそっ馬ば鹿かにしやがって。あーもう帰れよ邪じや魔まだよどっか行けよ」

「な、なによ！　最近店に来ないから、ちょっと、見に来てやったのにっ」

　イルミラがむくれる。

「金がないから行けなかったんだ。仕方ないだろ」

　クラウスの反はん論ろんに、イルミラはなぜか下を向いた。

「何よ、顔見せるぐらいいいじゃない。倒たおれたんじゃないか、とかって、少しだけ……」

　口調が、急に弱々しくなる。

「失礼な。そりゃあ体力ある方じゃないかもしれないけど、簡単にばたばた倒れたりはしないよ。……まあ、誰だれかさんみたいに鍛きたえ上げられた頑がん強きような肉体と精せい神しんを所有はしてないけどね」

「なあんですって！」

　イルミラは、顔を赤くして拳こぶしを振ふり上げた。

「ふっ。所しよ詮せん霞かすみを食って生きる格かく闘とう馬鹿にはクラウスの苦労などわからんのだろうな」

　その拳がクラウスを打ちのめした次の瞬しゆん間かん、別の少女の声がした。

　地面に叩たたきつけられ視し界かいを揺ゆらしたままクラウスが声のした方向を向くと、そこには一人の少女が腕うでを組んで立っていた。

　流れるような金色の髪かみ。幼おさなさを色いろ濃こく残しつつも、内面の強さがにじみ出た顔立ち。

　思わず見とれてしまうほどの、美しい少女である。

　着ている服は、露ろ出しゆつの少なめな上着とロングスカートだった。取り立てて派は手でではないが、その分少女のどこか浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きを邪魔しない程てい度どに上う手まく演えん出しゆつしている。

「エルリー、どうしたの？」

　クラウスは、金きん髪ぱつの少女にあだ名で呼よびかけた。

「むー。なんとなく様子を見に来ただけだ」

　そう答えると、少女はクラウスの傍かたわら、丁度イルミラとクラウスを挟はさんで対たい称しようの位置に座すわる。

「早く育つといいのう」

　無む邪じや気きな表ひよう情じようで、少女がクラウス農園を眺ながめる。

　そんな様子だけだとごくごく普ふ通つうの女の子に見えてしまい、毎度のことながらクラウスは戸と惑まどってしまう。

　彼女──エルリーフォン・メルドガイド・シャグラッドは、その外見からは想そう像ぞうもつかないことに、千年前に封ふうじられた史上最後の闇やみ魔ま術じゆつ士しである。

　彼女と出会ってからしばらく経たつが、クラウスは未いまだに心のどこかでは信じられないでいる。証しよう拠こなら、いくらでも目まの当たりにしているのだが。

「む。お主、なにやら詠えい唱しようを使っておるな。力場が柵さくの内側と外側で微妙にずれておるではないか。無理に成長を促そく進しんさせるのはあまりよくないぞ」

　たとえばこれがそうだ。詠唱に対する、桁けた外はずれの分ぶん析せき力りよく。

「大方『茫漠の草木デザートプレイン』なのだろうが、あの詠唱はまれに悪あく性せいの突とつ然ぜん変へん異いを引き起こすはずだ。繋けい詞しの機き能のう不全からくる障しよう害がいだったと記き憶おくしているが、今の時代では克こく服ふくされておるのか？」

　初耳である。おそらく、エルリーがかつて暮くらしていた時代には発見されていたが、その後の激はげしすぎる歴史の流れのうちに忘わすれ去られてしまったのだろう。

「まぁ、大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

　クラウスは内心穏おだやかでなくなったが、平静を装よそおった。今さら詠唱を解かい除じよするわけにはいかない。起こるか起こらないか分からない突然変異より、明日の食しよく糧りようの方がよほど大事である。

「ふむ、それならば問題ないが……」

　思案顔のエルリー。まだ何かあるのかとクラウスが不安に思っていると、

「ちょっと、エルリー」

　イルミラが、クラウスとエルリーの間に割わり込んできた。

「なんだ。命を育はぐくむ詠唱の話題など、血と闘争に満ちた毎日を送るお主には果てしなく無む縁えんのことであろう」

「……えらく挑ちよう戦せん的かつ無礼ね。あなた、詠唱の蘊うん蓄ちくの前に人間としての礼れい儀ぎを身につけた方がいいんじゃないかしら」

　一気に二人の間の空気が冷れい却きやくされていく。

「待て、いいか、待つんだ」

　危き険けんな兆ちよう候こうを察知し、クラウスは直ただちに仲ちゆう裁さいを開始した。この二人は犬けん猿えんの仲であり、規き模ぼが不必要に大きい小こ競ぜり合いをするのは日にち常じよう茶さ飯はん事じである。最近それに半分慣なれてきているクラウスだが、今この場所でやらせるわけだけにはいかない。

「大きなお世話だ。そんなことはどうでもいいから、用とやらをさっさと言わぬか。まあ、どうせクラウスとわしが仲なか睦むつまじく話している様に──」

「ふざけるのもたいがいにしなさいよー」

　臨りん界かい点てんが、手の届とどく位置まで来ている。自身の顔から一いつ切さいの血の気が失われていくのをクラウスは感じた。

「よく聞け、いいか、争いは何も生み出さない、冷静になれ、早まるな、」

　思いつく限かぎりの言葉を並ならべ立て、なんとか最悪の事じ態たいを回かい避ひしようと試こころみる。

「落ち着け、深しん呼こ吸きゆうしろ、気を確たしかに持て」

　必死である。その切せつ迫ぱくした様子が何とか伝わったか、エルリーの表情に変化が現あらわれた。

「まぁ、お主がそこまで言うのなら、その筋きん肉にく馬ば鹿かと和わ解かいしてやってもいいぞ」

　はたして本気で和解するつもりがあるのか。果てしなく疑うたがわしい。

「覚かく悟ごはいいかしら」

　イルミラが構かまえた。一分の隙すきもない臨りん戦せん態たい勢せいである。魔術格闘の心こころ得えがある彼女がこの構えを取ったということは、事態が最終局面を迎むかえたということである。

「やれやれ。わしの方から仕方なく歩み寄よってやったというのに、どうしようもないな」

「よくそんな偉えらそうな態度が取れるわね。……あっ、そうだそうだ。クラウス聞いてよー、こいつったらねー包ほう丁ちようで野菜がろくに切れないんだよー。五等分に切ってくれって言われたのに七つに分けちゃうんだもん。しかも大きさはまるで測はかったみたいに全部ばらばらで──」

「お主！　それだけはクラウスに話すなと言ったであろう！」

　エルリーが顔を真っ赤にしてイルミラを睨にらみつけた。その体から、とんでもない量の魔力が流れ出す。

　空間に放出された魔力は、まるで何かに操あやつられたかのように一点に収しゆう束そくし始めた。普通ではありえないことである。

　魔力を直ちよく接せつ操あやつることが出来るという、特例中の特例。長い歴史においてもほとんど類を見ない、反はん則そくに近いとさえ言える能力。

「頼む、後生だからここで暴あばれるのだけは……」

　最後の望みを捨すてず、クラウスは哀あい願がんした。もしかしたら、まだ聞き入れてくれる余よ地ちがあるかもしれない。

「料理など、練習すれば上達する！　お主こそ、少し前まで殺人的にまずく有毒なエルガを淹いれていたのだろう！　レシーナさんから聞いたぞ！」

「ぐっ……姉さんたら余よ計けいなことを……。でもねエルリー、そりゃあ確かに昔のあたしのエルガは飲めたものじゃなかったでしょうけど、今は美お味いしく淹れられるわよ。あんたは現げん在ざい進行形で野菜切れないじゃない。一いつ緒しよにしてもらっちゃ困こまるわ。いつだったかお弁べん当とう作ったときも、あんた包丁使わなくていいおかずばっかりにしてたでしょ。ばれてんのよ」

「ぬ、ぬぬぬ……」

「散々人のことをおとこおんなとか筋きん肉にく娘むすめとかいって馬鹿にしてくれるけどさ、実のところあんたの方がよっぽど女らしさに欠けてるんじゃない？」

「許ゆるさぬ！」

　収束していた魔力が暴ぼう走そうを始める。

「粉こな微み塵じんにしてくれよう！」

「望むところってもんね」

「抑おさえろ、待てまうわあああ!?」

　クラウスの絶ぜつ叫きようとともに、彼の食生活の未来が跡あと形かたもなく吹ふっ飛んだのだった。





「やれやれ……何の騒さわぎだろう」

　売り物の椅い子すを磨みがく手を止め、ニコラス・ベイカードは店先に目を向けた。

　普ふ段だんならただ流れているだけの通行人たちが、ことごとく足を止めては何かに見入っている。

「……まさか、喧けん嘩かじゃあないだろうな」

　ニコラスの胸むねに、憂ゆう鬱うつの雲が垂たれ込こめる。

　仮かりに店先で喧嘩があったとして、ニコラスや彼の経けい営えいする雑ざつ貨か店てん『ベイカード』に被ひ害がいが及およぶ確かく率りつは大変低い。

　しかし、どうにも不安である。生来の性しよう分ぶんか、荒あら事ごとは苦手でしょうがないのだ。

　突つき出た腹はらを揺ゆさぶるようにして店の入り口まで移い動どうしてから、おそるおそる外に顔を出す。

　通りには、人ひと垣がきができていた。やはり喧嘩かと、ニコラスは更さらに肝きもを冷やす。

　しばらく様子を窺うかがう。喧嘩にしては、怒ど鳴なり声やら罵ば声せいが聞こえてこない。となると、一体なんだろうか。

「お、ニコラスのおやっさんじゃないか。相変わらずしけた顔してるな」

　いきなり横合いから声をかけられ、ニコラスはびくりと硬こう直ちよくした。

「……な、なんだルドルフさんでしたか。驚おどろかさないで下さいよ」

　振ふり返ると、そこには軟なん派ぱな顔つきをした王国警けい察さつ官かんが立っていた。

「どうしたおやっさん、そんなにびくびくして」

　警察官はニヤニヤしながらニコラスの肩かたに手を回してくる。

　この警察官、名前はルドルフ・シェンルーという。行きつけのパブで知り合ったのだが、このとおり大変馴なれ馴れしい。初めのうちは辟へき易えきしたものだったが、しばらく付き合ううちにすっかり慣なれてしまった。

　元々悪い人間ではない。

「大方、通りで喧嘩でもあるかとか思ったんだろー。まったくおやっさんは小心者だな」

　少々口が悪いことをのぞいては。

「ほっといて下さいよ。苦手なものは苦手なんです」

　ニコラスはルドルフの手を払はらった。大したことのない反はん応のうのようだが、実はニコラスがここまで強い態たい度どを取るのはこの世界にルドルフくらいしかいなかったりする。

「やれやれ、おやっさんは正直だな」

　苦く笑しようすると、ルドルフはニコラスから少し離はなれた。

「何の騒ぎです？」

　ニコラスは質しつ問もんしてみた。王都の治安を守る王国警察官なら、この騒ぎがなんなのかも知っているはずだ。

「例の『八つ裂ざきオーウェンス』騒そう動どうだよ。聞いたことくらいあるだろ？」

「ああ、なるほど」

　一昨日だったかその前だったか、点灯詠唱ホーリーライト用のランプを探さがしに来た客がそんな話をしていたような気がする。

「しかし……『八つ裂きオーウェンス』ねえ……」

　ニコラスは首を傾かしげた。

　大げさではなく、コティペルト王国に住む者なら『八つ裂きオーウェンス』の話を一度は聞いたことがある。

　ただし、それは住人にとって昔話の類たぐい──『四番目の神宝フオース・レガシー』とか『魔獣の国ワイルド・サイド』とか『攫い人アブダクター』といったものと同じ次元の話である。

「俺おれも半信半はん疑ぎなんだがね。詠えい唱しよう士しの先生方によると、その可か能のう性せいも十分あり得るらしい」

　ルドルフが、やれやれと溜ため息いきをつく。

「どんな犯はん罪ざい者しやでも、相手が人間なら対たい処しよのしようがあるがな。百年以上前に死んだはずの殺さつ人じん鬼きとあってはお手上げしたくもなってくるさ」

「そんなことでどうするんですか。市民の安全を守るのがあなたたちの仕事なのに」

「とほほ。おやっさんは手て厳きびしいな。……さて、それじゃ俺は仕事に戻もどるわ」

　しんどそうに肩を落としながら、ルドルフは人だかりの中へと消えていく。

「はいはい、頑がん張ばって下さいよ」

　その背せ中なかに適てき当とうな激げき励れいを浴びせると、ニコラスは店へと戻った。

　ルドルフがああして動いている以上、通りに事じ件けんが起こっているのは間ま違ちがいない。しかし、いまいち実感が湧わかなかった。

　身近な人間が負ふ傷しようしたわけでもなければ、現げん場ばに居い合あわせたわけでもない。所しよ詮せん、自分の目で確かく認にんしない限かぎり、人間は何事も現げん実じつのものとして把は握あくできないのだと思う。

　ニコラスは、作業を再さい開かいした。得体の知れない事件より、店の掃そう除じの方がずっと重要である。





「クラウス、機き嫌げんを直さぬか」

「ふんだ」

　鼻を鳴らすと、クラウスはシーツを頭からかぶった。癒いやしがたい心の傷きずが、クラウスの精せい神しん年ねん齢れいを一桁けたまで逆ぎやつ行こうさせてしまっていた。

「そう怒おこるでない。今、お主の部屋を掃除しているところだ。ほれ、見違えるほどに片かたづいたぞ」

　シーツの上から、エルリーがぽんぽんと手を乗せてくる。

「ふんだ」

　クラウスはシーツを握にぎり直した。見ろと言われても、顔を出す気にもなれない。

　脳のう裏りに、完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいされた農園の様子が浮うかんでくる。むごい、あまりにむごい仕打ちである。いったいクラウスになんの咎とががあるというのか。

「あぁ、もうダメだ……終わりだ……」

　クラウスが世を儚はかなんでいると、枕まくら元もとが少し下がった。

「……のう、クラウス」

　エルリーの声が、シーツ越ごしに顔の上辺りへと降ふってきた。どうやら、ベッドに座すわりながら話しかけてきているらしい。

「本当に、悪かった。反省している」

　そんなしおらしい声を出しても騙だまされるもんか。クラウスは小声で毒づく。受けた心の傷は大きいのだ。

「のう、そう怒おこらないでくれ。……お願いだから、のうというに」

　エルリーの声が哀かなしそうなものに変わる。

「…………」

　クラウスは無言のままシーツから頭を出した。

「まったく……あまり不安にさせるでない」

　エルリーの顔が視し界かいに入ってくる。その表ひよう情じようは、安あん堵どに緩ゆるんでいた。

　拗すねていたことが後ろめたく感じられる。もちろん、今回の被ひ害がい者しやは間違いなくクラウスであり、そんな気分になる理由はどこにもないはずなのだが。

　まあ、いいか。自分に言い聞かせるように口の中でそう呟つぶやき、クラウスは今回の件を水に流すことにした。

　体を起こして、周囲に目をやってみる。エルリーが言ったとおり、部屋は随ずい分ぶんと片かたづいていた。

「あれ、イルミラは？」

　部屋には、エルリーしかいなかった。イルミラの姿すがたは、どこにもない。

「物置の方にでも行ったのであろう。さっきそのようなことを言っておったからな」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、イルミラが部屋に入ってきた。

「よっこらせ、っと」

　何やら巨きよ大だいな物体を抱かかえている。見た感じでは、何かを入れておく壺つばのように見える。「……ん？」

　その壺だが、何となく覚えのある形である。はて何だったかとクラウスが首を捻ひねっていると、

「ごめんね、クラウス」

　壺を床ゆかに置いたイルミラが、手を合わせてきた。

「お姉ちゃんに食事まけてくれるように頼たのむから、ね？」

「あぁ……うん……」

　結局、謝あやまられると許ゆるしてしまう自分がいる。もう少し怒ってもよさそうなものだが、どうしてこうも甘あまいのかとクラウスは苦笑いしてしまった。

「もういいよ。ほら、そんな顔するなよ」

　微笑ほほえんでみせる。まぁ、農園に関しては別の手を考えてみよう。きっとどうにかなるはずだ。そう自分に言い聞かせる。

「ありがとう！　やっぱり、クラウスはクラウスだねっ」

　イルミラが笑顔で言う。何となくこそばゆくなり、話題を逸そらそうとクラウスは視線を彷徨さまよわせた。

　片付けられた部屋には、とりたてて話題にするようなものはない。ばねが弱り気味のベッド、古ぼけたクローゼット、曇くもり気味の姿見、二人の少女、謎なぞの壺。

　謎の壺。

「……ふうむ。何だったかな」

　丁度いい。クラウスは壺の横にしゃがみ込んだ。

　見たことがあるのは間ま違ちがいない。しかし、それがかなり前だったので、どうにも記き憶おくが曖あい昧まいなのだ。

「中には何が入ってるの？　随ずい分ぶんと重たかったけど」

　イルミラが聞いてきた。

「開けてみようか」

　クラウスは、壺の蓋ふたに手をかけた。木もく製せいの、どうということのない蓋である。

「よっ……なんだ、蓋のくせに重いな」

　姿し勢せいを整えつつ、蓋を床に置く。

「……なにこれ。お金？」

　いち早く壺の中身を覗のぞき込んだイルミラが、怪け訝げんそうな声を出した。

「うーん、どれどれ」

　壺の中には、いつの時代のものともしれぬ貨か幣へいがぎゅうぎゅう詰づめになっていた。刻こく印いんも装そう飾しよくもすっかり色あせてしまっている。かろうじて元が金貨だったことを推すい測そくするのがやっとだ。

　その金貨を眺めているうちに、クラウスの頭の中で嫌いやな記憶が明めい滅めつした。

「これか、この壺か……」

「何を一人で納なつ得とくしておるのだ。わしらにも分かるように説明せい」

　エルリーが口を尖とがらせる。

「えーとね」

　この壺は、以前クラウスの家の床が轟ごう音おんとともに突とつ然ぜん抜ぬけたときその下から出てきたものである。ちなみに、その時抜けた床は未いまだに修しゆう繕ぜんしていない。このまま冬場を迎むかえたら冷気が吹ふき込んでくるのではないかと大変不安である。

「まあそんなわけだ」

　クラウスは端たん的てきに説明を終えた。

「しかし……この家が老ろう朽きゆう化かしておるとはかねがね考えておったが、まさか床が抜けるほどとはな」



    

  
    
      「この家が年代物とは前々から思ってたけど、まさか床下から埋まい蔵ぞう金きんが発はつ掘くつされるほどとはね」

　二人とも、なかなか言いたいことを言ってくれる。

「……俺だって、できたら引っ越こしたいさ」

　クラウスは悄しよう然ぜんと呟つぶやいた。

　丘の上に位置しているという交通の便の悪さ、庭が無む駄だに広いのに二部屋しかないという間取りのまずさ、そして床が前まえ触ぶれなく抜けるというおんぼろさ。手放す理由には事こと欠かかない。実じつ際さい、食うものに困こまるような経けい済ざい環かん境きようにいなければ、こんな家とうの昔に引き払はらっている。

「やっぱり先立つものがないとなぁ」

　結局結けつ論ろんはそこに着地する。わびしいものである。

「……あのさ、ちょっと思ったんだけど」

　おもむろに、イルミラが口を開いた。

「この金貨みたいなの、お金に換かえられないの？」

「無理だろ」

　言下に否ひ定ていする。

「どう見てもぼろぼろだし、古こ銭せんってよっぽどのことがない限かぎり二に束そく三さん文もんのはずだよ」

　コティペルト王国は、さして長い歴史を持っていない割わりにその法ほう律りつや体たい制せいがころころ大おお幅はばに変わっている。そのため、時代時代の法律書など歴史の遺い物ぶつとでも言うべきものが多数ある。古銭などはその最たるものだ。こんな重い壺を骨こつ董とう品ひん屋やなり役所なりに持って行くだけ、骨折り損というものだろう。

「ふむ。それは確たしかにそうかもしれんが、物事試ためしてみねば分かるまい」

　エルリーがイルミラの意見に賛さん同どうした。

「うーん……」

　複ふく数すうの人間から一度に勧すすめられると、なんとなくそうした方がいいような気がしてくる。意い志しが薄はく弱じやくな証しよう拠こである。

「それじゃ、そうしようかな」

　いまいち気が乗らないながらも、クラウスは首を縦たてに振ふった。

　どうにも面めん倒どうで億おつ劫くうだが、まぁパンの一つや二つ分くらいの端はした金がねくらいにはなるに違いない。





「……もう一度、見せて頂いただけますか」

　そんな心づもりで骨董品屋に持ち込こんだものだから、提てい示じされた金きん額がくにクラウスは人生観が変わるほどの衝しよう撃げきを受けた。

「はい、どうぞ。こちらがビョーラー金貨の百枚まい当たりの相場。こちらがビョーラー金貨をお求めになっている方の一いち覧らん表ひよう。そして、こちらがお見積もりです」

　クラウスは思う。この福々しい笑え顔がおの骨董品屋店主は、クラウスを騙だまそうとしているのではないか。

　クラウスが持ってきたのは、どこからどう見てもぼろぼろの古銭である。歴史的価か値ちも資し料りよう的価値も特に見いだせないように思える。

　そもそも、今となっては使えない大量の貨か幣へいを必要とする人間がいることが解げせない。一体何に使うのか。

　金貨を探さがしている人間は、肩かた書がきはコティペルト王国指ゆび折おりの企き業ぎようの長だったり有名な学がく術じゆつ機き関かんの研究員だったり王族だったりする。ようするに上流階級の人間ばかりである。

　金持ちが道楽で役に立たないものを集める、その行こう為いについてはなんとなく理り解かいできる。しかし額が半はん端ぱではない。クラウスがのんびり三年は暮くらせるような額である。

「誠まことに恐おそれ入りますが、先方とのご連れん絡らくもあるので一度に全すべてを買い上げるというわけには参りません。というわけで、手付けということでひとまずこれだけのお渡わたしとしたいのですが、構かまいませんでしょうか」

　骨董品屋の店主が、紙に金額を記した。ひとまずこれだけなどと言うが、クラウスの金銭感覚からすればありえないほど破は格かくだ。どうやら、担かつごうとしているわけではないらしい。

「どう、しようかな」

　口の中が乾かわいているせいか、言葉がもつれた。

「何言ってるのよ貰もらっておきなさいよ」

　隣となりでクラウスと同じように呆ぼう然ぜんとしていたイルミラが、クラウスの脇わき腹ばらを肘ひじでつついてきた。力がこもりすぎで痛いたい。

「ふむ。よかったではないか。貧ひん困こん生活脱だつ出しゆつというわけだな」

　エルリーは落ち着いたものである。金額が把は握あくできていないのか、金銭に対する執しゆう着ちやくが全くないのか。多分両方だろう。

「いかがなさいますか？」

　このくらいの金額のやりとりは日にち常じよう的なのか、余よ裕ゆうの表ひよう情じようで店主が訊たずねてくる。

　迷まよう。交こう渉しよう次し第だいでは、もっとつり上げられるのではないだろうか。しかし、無理を通そうとして商談が流れてしまっては元も子もない。とはいっても、やっぱり貰もらえるものならもっと沢たく山さん貰いたい。

　クラウスが欲よくと理り性せいの間でもがいていると、イルミラが再ふたたび脇わき腹ばらに肘を入れてきた。さっきよりも更さらに強きよう烈れつである。気のせいか、骨ほねが軋きしむ音が聞こえたように思える。

「……わ、わかりました」

　その少々洒落しやれにならない激げき痛つうが、クラウスに決けつ断だん力りよくを与あたえた。

「それでお願いします」

　こうして、クラウスはあっさりと貧びん乏ぼう生活から脱出したのだった。





「はい、おまちどおさま。『悪女の微笑みヴエノマス・ヴイクセン』ですよ」

　クラウスのかけているテーブルの上に、いくつもの皿が並ならべられた。

「ああ……素す晴ばらしい」

　感かん極きわまってしまい、クラウスは目に手を当てた。本当に、泣き出してしまいそうだった。『悪女の微笑みヴエノマス・ヴイクセン』。クラウスが通っているパブ『ハンネマン』の中で最も値ねの張はる献こん立だてである。『ハンネマン』に通うようになってかなりになるが、目まの当たりにするのは初めてだった。

「久ひさ々びさに作ったけど、結けつ構こう美お味いしくできてると思うわ」

『ハンネマン』の主あるじ、レシーナ・ハンネマンが、クラウスの対面に座すわりながら言う。

「わざわざありがとうございます」

「いえいえ、お客様に頂いた注文にはこたえないとね」

　クラウスの礼に、レシーナは温あたたかい微笑ほほえみで返してきた。

　この笑顔を見るたび、クラウスは不思議に思う。これだけ人格が立りつ派ぱで優やさしい女じよ性せいの次に、どうしてあんなに暴ぼう力りよく的かつがさつで女らしさに著いちじるしく欠ける妹が生まれるのか。まったくもって解げせない。

「暴力的かつがさつで女らしさに著しく欠ける妹で悪かったわねー！」

　イルミラの拳こぶしが横っ面つらに抉えぐり込んできて、クラウスは派は手でに吹っ飛ばされた。いつの間にか口に出ていたらしい。

「ほらほら、ほどほどになさい。お料理が冷さめちゃうわよ」

　少々ずれ気味の注意をしてくるレシーナ。この一連の流れは、すっかり『ハンネマン』の日常になってしまっている。

　クラウスはイルミラに文もん句くを言ってやろうかと思ったが、とりあえず椅い子すにかけ直した。今は、食事が先である。

「さあ、どれにしよう」

　改めて、テーブルの上に並ならんだ皿に目を向ける。

　蒸むされた肉、焼かれた肉、炊たかれた肉、とりあえず肉が豊ほう富ふである。値ね段だんが高くなるのもうなずけるというものだ。

　それら肉を囲むようにして、色とりどりのサラダや果物くだものの盛もり合わせ、普ふ段だんクラウスが食べているものより数段質しつが上なパンやスープなどが所ところ狭せましと並んでいる。

　見ているだけで幸せだった。この料理全すべてを自分が食べることを許ゆるされている、その事実がこの上なく嬉うれしかった。

　迷った挙あげ句く、クラウスは結局もうもうと湯気を立てている焼かれた肉から食べることにした。こんな高そうな肉を食べるのは、いったいいつぶりだろうか。

「いただきます」

　ナイフで切り、フォークを突つき刺さす。この一連の作業からしてなんだか懐なつかしい。

　フォークに刺さった肉をしばし眺ながめてから、クラウスは一気に口の中へと放ほうり込んだ。

「ぶふぉ」

　行ぎよう儀ぎの悪い声が出た。まずかったわけではなく、その正反対である。舌したから快かい感かんが体中に染しみ渡わたっていく。

　だらしなく弛し緩かんした顔で、肉を咀そ嚼しやくする。肉の味は、そのまま幸せの味だった。

「ああ、生きてきてよかった」

　肉を飲み込んでから、クラウスはしみじみと呟つぶやいた。人生の意味、それを教えられたような気がする。

「うふふ。そんなに喜んでもらえたら、作った甲か斐いがあったってものね」

　レシーナが嬉しそうに言った。

「大げさねークラウスは」

　イルミラが、別のテーブルから椅子を引っ張ってきてクラウスの隣となりに座る。

　その出いで立ちは、クラウスの家に来たときとは異ことなり、半はん袖そでのシャツに短めのスカートというものだった。『ハンネマン』のウェイトレスの制せい服ふくである。

「仕方ないだろうまいものはうまいんだから」

　クラウスは料理を平らげていく。肉がうまい、野菜がうまい、果物がうまい。スープがうまい、パンがうまい、全てがうまい。

「そうだイルミラ、美味しいご飯が作れたらクラウスくんを喜ばせられるわよ」

　そんなクラウスを眺めていたレシーナが、ふと思いついたように言った。

「なっ!?」

　イルミラがテーブルを叩たたいて立ち上がる。

「お姉ちゃん、それどういう意味!?」

「さぁ、どういう意味かしら」

　すっとぼけた表ひよう情じようで、レシーナは首を傾かしげる。

　クラウスは取り合わずナイフとフォークを高速で移い動どうさせた。確たしかにイルミラがクラウスを喜ばせてなんになるのかよく分からないが、そんなことより今は飯である。

「そうでしょ、クラウスくん。やっぱり家庭的な女の子って男だん性せいから見て受けがいいと思うんだけど」

「確かにそうですね」

　パンをエルガで押おし込みながら、クラウスは答えた。

「あれだ、料理で男釣つれよ。一人くらい騙だまされて嫁よめに貰もらってくれるかもよ」

　今後予想される展てん開かいとしては、クラウスがイルミラに殴なぐり倒たおされる、エルリーが便乗してイルミラをおちょくる、脈みやく絡らくなくルドルフが登場するという大体三つである。これまではその三つの事じ態たいがだいたい六対三対一の割わり合あいで発生してきた。

「あらあら」

　しかし、今回に限かぎっては全く違ちがう流れがクラウスを待っていた。

「だったら、クラウスくんが騙されてくれないかしら」

　レシーナが、なんでもないことのように、そう言ったのだ。

「ぶふぉ」

　炊いた肉が胸むねにつかえた。げほげほと何度もむせる。

「お、お、おおお姉ちゃん！」

　イルミラも、何やらとんでもなく動転しているようだ。

「何、なに、なにを……」

「いえ、クラウスくんだったらイルミラを任まかせられるかな、なんて思ったのよ」

　食事どころではない。

「レシーナさん！　その、からかわれては、困こまります……」

　なぜか最後の方の語ご尾びが弱くなってしまう。これはいきなりレシーナがとんでもないことを言い出すから、少し驚おどろいているだけだ。自分にそう言い聞かせる。

　ちら、とイルミラの様子を窺うかがってみる。

　イルミラは、クラウスから顔を背そむけるようにして立っていた。どんな表情をしているのかは窺えない。分かるのは、耳が真っ赤になっていることくらいだった。

　なんとも言えない沈ちん黙もくが『ハンネマン』を包んだ。クラウスの他ほかに客がいないこともあって、その静せい寂じやくは耳が痛いたくなるほどである。

　クラウスがどうしたものかと困こまっていると、

「お取り込こみ中失礼するぞ」

　突とつ然ぜんどしんという音が静けさを無む造ぞう作さに叩き壊こわした。

「レシーナさん、これらのチラシなのですが」

　音の発はつ生せい源げんは、エルリーだった。クラウスたちのテーブルの空いている部分に重そうな紙の束を置き、その上で頬ほお杖づえをついている。

「整理しようと思ったのですが、取しゆ捨しや選せん択たくに難なん儀ぎしまして」

　会話の内ない容ようからしてレシーナに話しかけているはずなのだが、どういうわけかその視し線せんはクラウスに向けられている。

「どうしたものでしょう」

　しかも、やたらと冷たい。視線に、相手を問答無用で射い竦すくめるような重じゆう圧あつが込められている。

「あらあら」

　レシーナは、何事もなかったように微笑ほほえんだ。





　食事が終わってから、クラウスはなぜかチラシの整理を手伝うことになった。このチラシは全すべて『ハンネマン』に送られてきたものであり、一いつ介かいの客であるクラウスが手伝う道理はないのだが、まあ世の中そんなものである。

「裏うらが白いものは覚え書き用に使うから置いておいてちょうだい。後はそうね、割わり引びき券けんのついているものも捨すてないで取っておこうかしら」

　ひとしきりそんな指し示じを出すと、レシーナは今こん晩ばんの仕込みがあると店の奥おくに引っ込んでしまった。

　いきおい、店の中にクラウスとエルリーとイルミラが残される。

「…………」

　何だろう、この重苦しい空気は。

　しばし竦すくんでから、クラウスは急いで作業を開始した。

　根こん拠きよは判はん然ぜんとしない。しかし、とにかく、この空間に長なが居いしてはいけないような気がした。間違いなく寿じゆ命みようを縮ちぢめることになる。そんな確かく信しんがあった。

　レシーナの言った基き準じゆんに従したがい、チラシを選より分けていく。

　何の技ぎ術じゆつも必要としない単たん純じゆん作業なのだが、妙みように中ちゆう毒どく性せいがある。徐じよ々じよに、クラウスは選別に没ぼつ頭とうしていた。

「こんにちは。……ふむ？　どうしたクラウス、貧ひん困こんに耐たえかねてついに下働きもいとわなくなったか」

　だから、こんな下らないことを言う声が聞こえてきても全く気にもならない。

「あれだな、そのうちいかがわしい店の呼よび込みやらその手の店のビラ配りにも手を出すわけだな。ああ凋ちよう落らく人生」

　だから、こんなたわけたことを言う声が聞こえてきても全く気にもならない。

「そして最後には、浮ふ浪ろう者しやとして王国警けい察さつに捕ほ縛ばくされるわけだな。心配するな、取り調べの時にはマルムス丼どんの一つでも出してやる。ありがたく思え」

　気にもならないわけがない。

「いい加か減げんにしろこの腐くされ警官」

　クラウスはチラシを放ほうり出すようにして振ふり返った。

「おお、聞こえていたのか。仕分けに没頭していて気づいていないと思っていたのでつい本ほん音ねが」

　丁度クラウスの真後ろのテーブルに腰こし掛かけたルドルフのへらへらニヤニヤとした笑顔が、否いや応おうなしに視し界かいへ飛び込んでくる。

「喋しやべるな。不ふ愉ゆ快かいだ」

「断ことわる。愉快だ」

　らちがあかない。クラウスは一いつ切さいの意思伝達を諦あきらめ体たい勢せいを元に戻もどした。相手にすればするだけルドルフを喜ばせてしまう。無視するのが一番である。

「あらルドルフさん、いらっしゃい。最近あまり来られませんわね」

　上う手まい具合に、レシーナが顔を出した。

「ああレシーナさん。そのお顔を拝はい見けんできただけで、激げき務むに打ちひしがれた僕ぼくの心は深く癒いやされます」

「お仕事が忙いそがしいんですね。ご苦労様。今エルガを淹いれますから」

「できればそのお声をいつまでも聞いていたいものです。昼も──できることなら、夜も、ずっと」

「あらあら、その言葉はこれまで何人の女じよ性せいに向けられてきたものなのかしら」

　あっさりとルドルフの求愛をいなすと、レシーナは再ふたたび店の奥へと消えていった。

「……さて、暇ひまだな。そこの不景気そうな野や郎ろうでもおちょくるか」

　不景気とは無礼極きわまりない。今現在、クラウスの懐ふところはかつてないほど潤うるおっているのだ。

　しかし、あえてそれを言うことはしなかった。理由は簡かん単たんである。まず間ま違ちがいなくたかられるからだ。

　このルドルフという男、人を貧びん乏ぼう人にん呼ばわりする割わりに結けつ構こう金に困こまっている。クラウスのように給料が少ないせいではなく、博打ばくちに入れ込んだ結果だというから始末に負えない。

　博打で金をすってしまう警けい官かん。駄だ目め男おとこの見本のような存そん在ざいだが、どういうわけか女性受けがいい。最近も、切れ長の目が魅み力りよく的な背せの高い女性と並ならんでクレメンテ通りを歩いているのを目もく撃げきしてしまった。ちなみにクラウスはその時、農園用の安い肥ひ料りようを探さがしていたところだった。惨みじめさたるや推おして知るべしである。

「どうしたクラウス、手が止まっているぞ。さっさと作業せんか」

「やかましい。指さし図ずするな」

　無む性しように腹はらが立つ。

「そうかりかりするな。気の短い男は嫌きらわれるぞ。男女の道の先せん輩ぱいからの忠ちゆう告こくだ」

「いらん。大きなお世話だ」

　明らかに遊ばれている。悔くやしくてならない。

「エルガ入りましたよ」

　エルガをトレイに載のせたレシーナが現あらわれた。

「ありがとうございます」

　ルドルフはエルガを受け取ると、ぐびぐびと一息で飲み干ほしてしまった。もったいない飲み方である。

「さて、それでは失礼します。仕事が残っておりますので」

　そして、すぐに席から立ち上がる。代金を置いていない辺り、またツケにするつもりなのだろう。

「何しに来たんだお前」

「一時の休息を取りに来たのさ」

　適てき当とうすぎる答えを残すと、無駄に颯さつ爽そうとした足取りでルドルフは店から出て行った。

「……まあどうでもいいか」

　確たしかにどうでもいい。あんな男のやることなすことは一切気にしないに限かぎる。

　クラウスは作業を再さい開かいし、

「……ん？」

　すぐにその手を止めた。

　何の変へん哲てつもない一枚まいのチラシに、なぜか気を引かれたのだ。

　手にとって、記されている文字に目を通してみる。

『我われ々われ王国詠えい唱しよう士し試験組合は、王国詠唱士を目指す若わか者ものの挑ちよう戦せんを待っています』

　王国詠唱士試験組合。詠唱士志望者の間では、かなり有名な存そん在ざいである。クラウスも、その名前は何度となく耳にしている。

　これまでの詠唱士試験を分ぶん析せきし、通つう過かするための最さい適てき解かいを見み出いだしてそれを教きよう授じゆする。いわば、詠唱士試験専せん門もんの学校のような場である。

『驚きよう異いの合ごう格かく率りつを誇ほこる王国詠唱士試験組合は、新しん規き組合員を募ぼ集しゆうしています』『前年度の組合員合格率八割。これは他の教室等を大きく引き離はなす数字です』『現げん役えき詠唱士の実じつ践せん的な指し導どうが受けられるのは組合のみ』などなど。興きよう味みを惹ひかれる言葉が一いつ杯ぱいである。

　これまでのクラウスなら、「金がない」の一言で無む視ししていたチラシだが、今回は状じよう況きようが違う。

　ためつすがめつ、チラシを眺ながめる。何やら今月は特別月間ということで、必要な費用が半分になったりするらしい。どうにも食指が動いてしまう。

「ほら、手が止まってるわよ。ちゃっちゃっとしなさい」

　イルミラがせかしてきた。

「ああ、うん……」

　とりあえず、それまで分けたものと別の位置に組合のチラシを置くと、クラウスは作業を再さい開かいした。

　が、気になって仕方ない。何度も目が広告に行ってしまう。

「何をちらちらと見ておるのだ」

　その様子に気づいたか、エルリーがクラウスの視し線せんの先に顔を向けた。

「詠唱士組合……？　最近やたらと街中に張はられているものだな」

　首を傾かしげながら、エルリーがチラシを手に取った。

「ふむ……人目を引くためとはいえ、こういう仕掛けを施ほどこすのは気に入らぬな……」

　文字を追うごとに、エルリーの眉み間けんに皺しわが刻きざまれていく。

「のう、クラウス」

　僅わずかな時間でチラシに目を通し終えると、エルリーはクラウスを睨にらんできた。

「お主、まさかここに通おうなどと考えてはおらぬだろうな」

　はいそうですと答えにくい空気満まん載さいである。

「ええと、その……」

「言うまでもないことだが」

　クラウスの内心を見み透すかしたかのように、エルリーが畳たたみかけてくる。

「共同詠唱ツインリードや多段構成詠唱クワイアでもない限かぎり、詠唱とは本来自身の力で組み立てるものだ。ましてや、詠えい唱しよう士し試験とやらは単シ独ン詠グ唱ルで審しん査さされるのであろう。ならば、他の人間と馴なれ合うことなど利よりも不利な点が多いに決まっておるというものだ」

「エルリー、凄すごいね。今の詠唱用語もしっかり覚えてるんだ」

「詠唱を作るに当たっての見けん識しきや勘かんは、書物を相手に己おのれで磨みがくものだ。誰だれぞ他の人間に教えを乞こうてできるものではない」

　おだてて誤ご魔ま化かそうとしたが、エルリーは全く騙だまされない。

「例えばお主の教室に来ている生徒たちのように、基き本ほん的な事じ項こうの手ほどきを受ける程てい度どならよい。しかし、その段だん階かいを過すぎてなお他人の力を借りようなどとは、言ごん語ご道どう断だんの極きわみというものであろう」

　その上容よう赦しやない。クラウスはひたすら恐きよう縮しゆくする。

「恥はずかしいとは思わぬのか。自身の才さい能のうを他人に委ゆだねようとするなど」

　しかし、その一言がひっかかった。

「才能？」

　自じ嘲ちようの笑えみが、おのずと鼻の上に浮うかび上がってくる。

「俺おれの、才能？」

　そこまで言ってから、実体のない苦いものが鳩尾みぞおちから口へと駆かけ上がってきた。

「そりゃああれだ、ニコラスさんの髪かみの毛と同じくらいしかないんだぜ」

　笑い飛ばそうとして、失敗した。面おも白しろくもなんともない。

「そんなことはない。わしが保ほ証しようする。お主の才能は皆かい無むでない、輝かがやく面は存そん在ざいする」

　エルリーが、表ひよう情じようも変えずに言った。

「馬ば鹿か言うなよ。俺の基き礎そ魔ま力りよくの低さ知ってるだろ。というかニコラスさんに失礼だぞ皆無とか言って」

　クラウスは、失敗した軽けい薄はくさをもう一度装よそおう。

　エルリーの言っていることは、気休めにしか聞こえなかった。才能があれば、五回も失敗することはない。

　そのことを深く突つき詰つめると、試験に落ちた直後の時のように目の前が真っ暗になりそうで、だからクラウスは軽薄を装う。

「ああでもニコラスさんも頭部の全すべての毛もう髪はつが失われたわけじゃなかったっけな。たまに剃そらないと微び妙みように生えてきて大変なことになるとか言ってたし」

「クラウス。わしは真ま面じ目めに言っておるのだ。茶ちや化かすでない」

　エルリーは、真っ直すぐにクラウスの目を見てきた。

「もちろん、詠唱士としての才能は著いちじるしく他に劣おとっていると言える。だがな、お主にはお主の──」

「どう？　作業は進んだかしら」

　エルリーの言葉にかぶさるようにして、レシーナの声が聞こえてきた。

「あたしは終わったよ」

　それまで黙だまっていたイルミラが、頬ほお杖づえを突きながら言った。

「そこの二人はなんかお話が盛もり上がっててまだみたいですけどー」

　棘とげだらけの言葉である。

「あらあら。まあ急ぐことはないわよ」

　レシーナはそんなことを言ってきたが、しかしもう一度さっきの話題を繰くり返す気にもなれない。それはエルリーも同じようで、むすっとした顔つきのまま分別作業を再さい開かいしている。

　しばらく、そこはかとない沈ちん黙もくが『ハンネマン』に立ちこめた。

「あら。面おも白しろそうじゃない」

　レシーナが、魔ま術じゆつ組合のチラシを手に取る。

「行ってみるつもりなの？」

　ちらりとエルリーの様子を窺うかがう。エルリーは何も言わず、怖こわいくらいの速度でチラシを選より分けている。

「わたしは、いいと思うわよ」

　そんな空気を知ってか知らずか、レシーナがそんなことを言った。

「レシーナさん」

　エルリーが抗こう議ぎの眼まな差ざしを向ける。

「あら、どうして？　悪くないと思うわよ。クラウスくん、こういうところに行ったことないんでしょ？」

「はい、まぁ……」

　口ごもりながら、クラウスは頷うなずく。

「なら、試ためしてみるべきね」

　そんなクラウスに、レシーナは微笑ほほえみかける。

「わたしは詠唱の難むずかしいことなんて分からないし、エルリーちゃんの言っていたことも多分間ま違ちがってはいないと思う。でも、やっぱり行ってみるべきよ」

　諭さとすでもなく、叱しかるでもなく。

「色んな手しゆ段だんを試しなさい。色んな方法を経けい験けんなさい。そこから、きっとあなたにあったやり方が見つかるはずだから」

　それこそ通りすがりの人に道を教えるような気軽さで、レシーナはそう言った。

「それは……」

　エルリーが口を開きかけ、そのままうつむいた。

「エルリーちゃんは詠唱に詳くわしいから、色々心配なこともあるでしょうけど。クラウスくんはこう見えてしっかりしているから、大だい丈じよう夫ぶよ」

　どうして、誰だれも彼も自分のことをこんなに過か大だい評ひよう価かするのか。クラウスの胸むねに、そんな疑ぎ問もんがわだかまる。

　才さい能のうはない。応おう用よう力りよくにも理り解かい力りよくにも欠ける。一つまぐれ当たりにそれなりの詠唱を作ることができたが、それとてとても使いこなせる代しろ物ものではない。

　自信に繋つながる点が一つもない。客観的に評価すればするほど、落ち込こむばかりだというのに。

「エルリーちゃんの先生は、そういうことに関して何か言ってなかったの？」

　レシーナの問いが、クラウスを我われに返らせた。

「ええと、それは……」

　エルリーが、困こまったようにクラウスの方を見てくる。

「まぁ、エルリーが教わったのは短い期間の話ですし、ねえ」

　クラウスは慌あわてて言葉を繋つないだ。

「う、うむ。そうだなまったくそうだ」

　エルリーがぎこちなく頷く。

「あたしも、ほら、師し匠しようには基き本ほん的に技ぎ術じゆつくらいしか教わってないでしょ？」

　それまでむすっとしていたイルミラも、かなり不自然な間合いで会話に加わってきた。

　──エルリーの正体のことを知っているのは、周囲ではクラウスとイルミラだけである。

　他の人間には、エルリーの魔ま力りよくや知ち識しきについて「とある有名な詠唱士に師事したことがある」という風に説明しているのだ。レシーナの質しつ問もんの内ない容ようも、そこからきている。

　わざわざそんなことをしなくても、エルリーが大人しくしていて誰にも悟さとられなければ一番なのは考えるまでもないことであり、事実最初のうちはそうしようとしていた。

　けれどもエルリーは、イルミラと喧けん嘩かするたびに凄すさまじいまでの魔力を使うわ客の持ち物にかかっていた悪あく性せいの魔術を見み抜ぬいて勝手に解げ呪じゆしてしまうわ店に出たゴキブリを詠唱で全ぜん滅めつさせてしまうわと常じよう識しきの範はん疇ちゆうを飛び越こした行動ばかりとってしまい、一いつ般ぱん人じんで通すことがどうあがいても不ふ可か能のうになってしまったのだ。

　実じつ際さいのところ、エルリーの力は現げん代だいの詠唱士の水すい準じゆんを遥はるかに上回ってしまっており、教わったどうこうという言い訳わけは無理がある。しかし、専せん門もん的な知識のない人から見れば詠唱士の具体的な力の差などというものはよくわからないものなので、そこを利用したというわけだ。少々良心の痛いたむ方法ではあるが、背せに腹はらは代えられない。

「なるほどね」

　さほど疑うたがった様子もなく、レシーナは頷うなずいた。どうやらなんとか誤ご魔ま化かせたらしい。

「さて、結局クラウスくんはどうするつもりなの？」

　話題が、元の位置に戻もどった。

「うーん……」

　腕うでを組んでしばし逡しゆん巡じゆんしてから、クラウスは顔を上げる。

「行ってみようと、思います」

　自分でも驚おどろくほどに、はっきりとした言葉だった。



    

  
    
      　第二章　不ふ確かく実じつな不安　Uncertainty






　詠えい唱しよう士し試験組合の建物は、クレメンテ通りの中でも一ひと際きわ目立つ作りをしている。詠唱に興きよう味みのない人間でも知っており、「組合さん」の名でだいたい通るほどである。

「でかいな……」

　クラウスは、呆ぼう然ぜんとしながら建物を見上げた。手にした杖つえを落としそうになり、慌あわてて持ち直す。

　地上六階建て。通りにある建物の中でも屈くつ指しの高さである。

　以前から何度と目にしていた建物ではあるのだが、こうして改めて前に立ってみると、その偉い容ように圧あつ倒とうされてしまう。

　形は、ほぼ長方形。外から見る限かぎり、一つの階につき窓まどが五つついているようである。日光の照り返しで、中の様子は見えない。

「うーむ」

　クラウスは躊ちゆう躇ちよし始めた。こんな立りつ派ぱな建物に、はたして自分のような人間が足を踏ふみ入れていいのだろうか。

　しばし建物の近くを行ったり来たりしてから、クラウスはその場から離はなれた。

　離れてどうする。自分でもそう思う。しかし、クラウスの足はクラウスをどんどんと組合から遠ざけていく。

　結局、近くにあった本屋に入ってしまった。本屋に入ってどうする。自分でもそう思う。

　小説を数すう冊さつぱらぱらと立ち読みしてから、クラウスは本屋から出た。

　こんな無意味な行動を取っている場合ではない。さっさと組合に行かないと。

　クラウスは組合の前に戻り、しばし行ったり来たりしてから、今度は本屋と組合を挟はさんで対たい称しようの位置にあるお菓か子し屋やに入った。お菓子屋に入ってどうする。自分でもそう思う。

『今月の新作です。ぜひご賞味下さい』

　お菓子屋に入ってすぐのところに、そんな立て札とともに色とりどりのクッキーが置いてあった。

　一つ取って口に放ほうり込む。甘あまくて美お味いしい。

　ついでにもう二つ三つと食べてから、クラウスはお菓子屋から出た。

　こんな無意味な行動を取っている場合ではない。さっさと組合に行かないと。

　チラシによると、新しん規き加入者の説明会は毎週テクレン曜日の太陽が中天を突つく頃ころと指定されている。

　そして今日はテクレン曜日であり太陽は今まさに中天を突こうとしている。もたもたしている時間はない。

　意を決して、組合の扉とびらの前に立つ。

　組合の扉は頑がん丈じようそうな木もく製せいで、例のチラシが四枚まいほど張はり付けられている。ノブの部分が口を大きく開いた魔ま獣じゆうの形をしていた。

　ただの装そう飾しよくなのに威い圧あつされてしまう。余よ計けいに入りづらい。

　扉の前で更さらにしばらく躊躇してから、自らを落ち着けようと深しん呼こ吸きゆうを二度三度とし、遂ついにえいやっとノブに手をかけようとしたところで、

「あの、すいません」

　いきなり後ろから声をかけられた。

　どきりとしながら振ふり返ると、そこには一人の青年が立っていた。

　髭ひげ面づらに、肩かたくらいまである髪かみ。腕うでも胴どう回まわりも足も太いが、脂し肪ぼうでたるんでいるということはない。がっちりとしていて、筋きん肉にく質しつである。

　背せ中なかに大きな荷物を背負っていた。その視し線せんは、きょろきょろと落ち着かずにあちこちを彷徨さまよっている。素そ朴ぼくな外見と、手に持った高そうな杖が何とも不ふ釣つり合いである。

「どうしましたか？」

　一目で、地方から出てきたばかりの人間だと分かった。おそらく、道でも聞こうとしているのだろう。クラウスも、かつて村から上京してきた時には、王都の入り組んだ地形に手こずったのでよく分かる。

「詠えい唱しよう士し試験組合というのは、ここでよろしいのでしょうか？」

　青年が、建物を見上げながら訊たずねてきた。

「ええ、そうですよ」

「おお、よかったよかった。何とか間に合いそうだ」

　クラウスの答えに、青年は相そう好ごうを崩くずした。





　青年の名は、ランジィ・キアシュというらしい。生まれも育ちもヴァリウス地方というから、クラウスの実家であるティモ村と近い。

「オルブリッヂのお生まれですか。あの辺りは、春になると花が綺き麗れいでしょう」

「ええ。土が肥こえているおかげで、植物がよく育ちます。うちは代々猟りよう師しの家か系けいなんで畑仕事とは無む縁えんですが、とれる野菜が美お味いしいことは保ほ証しようできますよ」

　三人がけの机つくえに並ならんでつきながら、クラウスとランジィはお国談だん義ぎに花を咲さかせた。

「驚おどろいたのが、入ったところの書しよ架かにあった『月間詠唱士』なんですよ。あれ、確たしか明日が発売日でしょう？」

「あぁ、僕ぼくもこっちに来たばかりの頃は驚きました。ヴァリウスの方は発売日から一週間遅おくれで店に並ならびますからね。新しん刊かんなのになぜか微び妙みように印いん刷さつが薄うすいなんてのもよくあることでしたし」

　二人がいるのは、建物の三階にある部屋である。一階にあった受付で組合加入の手続きを済すませたところ、この場所を案内されたのだ。

　部屋は、横に長い造つくりをしていて、クラウスたちのかけている三人がけの机が、縦たてに五つずつ、横に七列並ならんでいる。

　ちょうどそれらの机と向かい合わせになる位置の壁かべに、壁石がかけられていた。おそらく、これに色々と書き付けて講こう義ぎを進行させるのだろう。

　壁石の前には、講こう師しか何かが使うのだと思われる教きよう壇だんがある。いかにも金がかかっていると思われる、上等な雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　ちなみに、三階にはここの他ほかにも四つほど部屋があり、その中のいくつかでは講義が行われていた。どうやら治ち癒ゆ詠唱士向けの内ない容ようだったらしいが、畑はたけ違ちがいのクラウスが立ち聞きした程てい度どでも分かるほどに丁てい寧ねいにかみ砕くだかれていて、早くも講義に期待が高まるというものである。

「そう言えば、クラウスさんは詠唱士試験を受けられたことがあるのですか？」

　故こ郷きようの話が一いち段だん落らくついたところで、ランジィがそんなことを聞いてきた。

「ええ、まあ、何度か」

　曖あい昧まいに答える。五回連続で落ちているという事実は、初対面の人間に話すにはあまりにみっともない。

「いやー、そうなのですか。僕は一度も受けたことがないのですが、まぁ一度で通る人間はなかなかいないと言いますし。何度も挑ちよう戦せんするその心意気があれば、きっと合ごう格かくしますよ」

　ランジィは快かい活かつに笑った。

「そう、ですかね」

　一度も受けたことがない人間がそんなことを言ってもあまり説得力がないはずなのだが、クラウスはあまり反発の類たぐいの感かん情じようをおぼえなかった。

　おそらく、世せ辞じでも社交辞令でもなく、彼が本当に心からそう思って言ったからなのだろう。気持ちがいいほどに、爽さわやかな青年である。

「ありがとうございます」

　その明めい朗ろうさを、クラウスは羨うらやましく思った。

「しかし、やはりこういう場所はまだ受けたことがない者が来るものでもないのでしょうか。何か月か前の『月間詠唱士』にも、そんな記事があったような気がしますし」

　ランジィが、ふと不安そうに言った。

「うーん……どうなんでしょうね」

　クラウスとてこんなところ初めて来たわけで、正直なところよくわからない。が、雑ざつ誌しの記事云うん々ぬんを持ち出すまでもなく、試験組合で他人の力を借りようと考えるのはやはり一度や二度は挫ざ折せつを経けい験けんした人間だという気がする。

「……いや、気にすることじゃないと思いますよ。色々なことを経験して、その過程で自分に一番あった手法を見つけ出せばいいわけですし」

　だが、そのことを直ちよく接せつ告げるのはどうにもためらわれて、クラウスは以前自分に向けて発せられた言葉を引用して誤ご魔ま化かした。

「なるほど、そうですね！」

　ランジィが目を輝かがやかせた。

「感動しました、クラウスさんは卓たつ見けんをお持ちでいらっしゃる」

「そんなこと、ないですよ」

　ランジィの無む垢くな感動が、クラウスにちょっとした罪ざい悪あく感を抱いだかせる。

「いえいえ、素す晴ばらしい。あなたのような人が在ざい野やに埋うもれているのはもったいないですよ」

　まただ。また、クラウスを誉ほめる人間が出しゆつ現げんした。

　怒いかりにも似にた感かん情じようが、クラウスの胸きよう中ちゆうに湧わき起こる。誉ほめられれば誉められるほど、評ひよう価かされれば評価されるほど、自じ己こへの不安と不信が強くなるというのに。どうして、なぜみんなクラウスの実力を見み誤あやまるのか。

「僕が思うに」

　クラウスの煩はん悶もんには全く気づかぬ素そ振ぶりで、ランジィが言葉を継つぐ。

「今の詠えい唱しよう士しの水すい準じゆんは、往おう時じと比ひ較かくして全体的に上じよう昇しようしていると思います。先人の偉い業ぎようを足がかりにして、詠唱に更さらなる磨みがきをかけられますからね。

　ただ、そのせいか比ひ重じゆうが技ぎ巧こうや体てい裁さいに偏かたよりすぎていると思います。詠唱の目的は、それが自分のためであれ他人のためであれ、突つき詰つめれば『使う』ことにあるじゃないですか。それなのに、どうも最近詠唱の研究をすることそれ自体が目的になっているような空気を感じます」

「なるほど……」

　今の話だけで分かった。ランジィの方が、明らかにクラウスより深い見けん識しきを持っている。

　同じようなことを、クラウスも感じていなかったわけではない。近年の詠唱を学ぶ者には、古い詠唱からいたずらに難なん解かいなくだりを引用し、実じつ用よう性せいに欠ける詠唱を作り出して悦えつにいる傾けい向こうがある。公こう務むのある王国詠唱士ではなく、在野の人間に特に顕けん著ちよな傾向である。

　だが、クラウスはそういう状じよう況きようを「自分には関係ない」という一言で切って捨すてていた。ランジィのように、正面から向き合ったことなど一度もなかった。

「……ああ、すいません。僕ばかりお話ししてしまいまして。田舎いなかだと、こういう話ができる相手もおりませんでしたので」

　ランジィが恐きよう縮しゆくも露あらわに言った。耳が赤くなっている辺り、純じゆん朴ぼくそのものである。

「い、いえいえ。お気になさらず」

　クラウスは慌あわてて手を振ふった。

「それだけ考えていらっしゃるのは、とても立りつ派ぱだと思いますよ。ええ」

「ちょっと、ちょっと君たち」

　あまりにも突とつ然ぜんに、低い声が二人の後ろから会話に割わり込んできた。本当に自分たちに向けられた言葉なのか。クラウスは自分の耳を疑うたがいながら振り返る。

「君たち、それはおかしいよ」

　そこにいたのは、一目で付き合いたくないと思わせられるような男だった。

　たとえば不ふ潔けつだとか、服ふく装そうが常じよう軌きを逸いつしているとか、そういうことではない。

　発散している空気が、あり得ないほど暗いのだ。根暗などという言葉では言い表せない、どんよりと湿しめり黒ずんだ陰いん鬱うつさが、目と言わず声と言わず振る舞まいと言わず全すべてから滲にじみ出ている。側そばに立てかけてある杖つえ──形けい状じようからしてかなり古いものだろう──からも、何ともいえない妖よう気きが漂ただよっているように思われる。

「詠唱はそれ自身で完結されるべきなんだ。便利な道具としか考えていない、無知蒙もう昧まいな一いつ般ぱん大たい衆しゆうに媚こびるのはあまりに愚おろかだ」

　ぼそぼそとしていてしかも早口。会話を成立させるつもりがあるのかどうかも怪あやしいほどに、聞き取りづらい。

「例を挙げるなら、後期貴き族ぞく時代の詠唱士ジェスロ・ルタールはその著書で『詠唱とは、言葉による芸げい術じゆつである。学び極きわめた者のみに理解できる、至し高こうにして唯ゆい一いつ無二の芸術である』と語っている。至言だ。現げん在ざいの、他人に受け入れられることや実用性ばかりに汲きゆう々きゆうとする王国詠唱士どもに爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたいほどだ。……まぁ、勉強不足な最近の詠唱士はジェスロの名前すらも知らないだろうがな」



    

  
    
      　クラウスはげんなりした。こういう手合いは図書館などでたまに見かけたことがあるが、実じつ際さいに絡からまれるのは初めてである。

　議ぎ論ろんのためになされる議論を好み、そのくせ相手の意見に耳を貸かすことは決してしない。自分の中で一つの観念が深々と根を張はっていて、それを他人に押おしつけることを至上の喜びとする。

　迷めい惑わく極まりない類たぐいの人間である。どうにかして、この場から離はなれたい。

「それは、あまりに一面的すぎる捉とらえ方でしょう。あなたは、詠唱の可か能のう性せいを狭せばめている」

　そんなクラウスとは対照的に、ランジィが真っ向から反論した。

「第一、ジェスロ・ルタールと言えば狷けん介かいすぎる学風で衰すい退たいしたプログレン学がく派はの人間ではありませんか。過か去この遺い物ぶつ以外の何者でもない。古いことを知っているからと言って、それがただちに価か値ちや意味には繋つながらないのですよ」

「な、な、なんだと！」

　男の顔が、真っ赤になった。付き合いたくないどころか、近ちか寄よりたくさえもなくなってきた。

「過去をおろそかにする、その愚かさこそが現代詠唱士界の恥はずべき点だというのに！　いいか、そんな即そく物ぶつ的な考えがいつまでもまかり通ると思うなよ。現在俺おれも所しよ属ぞくしている『詠えい唱しようを思し索さくする会』には、俺と同じ考えの人間が多数いる。現代詠唱士界を正しうる、真実を知る者がな」

　想そう像ぞうするだに恐おそろしい集しゆう団だんである。こんな男がわらわらと集まり「最近の詠唱は駄だ目めだ！」などと声高らかに叫さけんでいる様子など、直ちよく視しに堪たえない。そんなところに参加するくらいなら、まだエルリーとイルミラの喧けん嘩かを仲ちゆう裁さいしている方がマシである。かなりきわどい天てん秤びんではあるが。

「ならば、そのなんたら会で革かく命めいなり改革なりすればいいでしょう。どうしてこんなところに来ているのですか」

　ランジィが、呆あきれたように言う。

「現代の世間は、王国詠唱士という肩かた書がきにすぐ惑まどわされる。それを逆さか手てにとって意い識しきを改めさせるためだ。大衆どもときたら、王国詠唱士様の言うことなら何でも聞くからな」

「ほほう。そうであれば、王国詠唱士になってから大言壮そう語ごなさればいいでしょう。こう言っては悪いですが、今のあなたはどこの馬の骨ほねともしれない存そん在ざいだ。口先だけでは人の心は動かせませんよ」

　手ひどい言葉に、男の顔が赤黒くなった。ほとんど病人である。

「ぐ、ぬ……」

　充じゆう血けつした目をしばたたかせると、男は荒あら々あらしく席を立つ。

　部屋から出て行くのかと思いきや、なんとクラウスたちから横に二列離れた席に座すわってしまった。騒さわぎが聞こえていたのか、その机つくえにいた女じよ性せいが露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。

「やれやれ、人が多い分あんな輩やからもいるのですね」

　ランジィが肩をすくめる。

「ええ、まったく」

　溜ため息いき混まじりに、クラウスは同意した。

「……僕が憂うれえていたのは、ああいう存在なんです。詠唱を学んだから、詠唱に関する知ち識しきがあるから、自分たちは偉えらいと考えている。選民意識というのでしょうか。非ひ常じように気持ちが悪い」

　忌いま々いましそうにそう吐き捨すててから、ランジィはばつが悪そうに微笑ほほえむ。

「申し訳わけありません。ご気分を害されてしまいましたか？」

「そんなことは、ありませんよ」

　クラウスは笑顔で返した。

　ランジィの熱さが、眩まぶしい。純じゆん粋すいで、真っ直すぐな熱意。

「しかし、人が増ふえましたね」

　ランジィが周囲を見回しながら言った。

　つられて、クラウスも首を巡めぐらせる。

　なるほど、二人が来たときよりもかなり机つくえが埋うまっている。話し込こんでいたり、妙みような闖ちん入にゆう者しやが出しゆつ現げんしたせいで全く気づかなかった。

「詠唱士志し望ぼう者しやの数が増えているとは聞きますが、なるほどその通りなようですね」

　ランジィが感心したように何度も頷うなずく。

「確たしかに、年を追って増えていますね。一次試験の発表会場もここ最近混こみ具合がひどくて……」

「すまぬが、隣となりにお邪じや魔ましてもよいかな」

　クラウスの言葉が、時代がかった口調の少女の声に遮さえぎられた。

「あ、ええどうぞ」

　クラウスは気軽に返事し、次の瞬しゆん間かん絶ぜつ句くした。──時代がかった口調の少女の声、というと。

「まさか、エルリー!?」

　そのまさかだった。

「そのように驚おどろくこともあるまい」

　簡かん単たんにそう言い放つと、エルリーはクラウスの隣に座った。

「おい、ちょっと待て」

　おかしい。なんだってまたエルリーがここにいるのか。

「なんだ、隣に座ってはいかんのか」

「いや別にそういうわけじゃないけど」

「なら問題はないな」

　エルリーは持ってきていたらしき布ぬの製せいのかばんを机つくえの上に置くと、きょろきょろと視し線せんを泳がせた。

「ふむ……思っていたより女が少ないな。これなら心配することもなかったか……」

「心配って何をだ」

　クラウスの問いに、エルリーは微かすかに動どう揺ようを見せた。

「いや、別に何でもない。お主には関係ないことだ。いや関係ないこともないが、とにかく関係ない」

　そんなことよりだ、とエルリーが強ごう引いんに話題を変える。

「そちらは、クラウスの友人か？」



    

  
    
      「ん？　ああ、今さっき知り合ったばかりなんだけどね」

「お初にお目にかかる。わしはエルリー・ハンネマンという。よろしく頼たのむ」

　さすがに本名で名乗るわけにはいかないだろう。エルリーは偽ぎ名めいを使っている。少々安あん易いすぎる命名のような気がしないでもないが。

「初めまして、ランジィ・キアシュといいます。……しかし、これはたまげましたね」

　ランジィは、目をぱちくりさせた。

「ヘールサンキにはべっぴんさんが多いという話は聞いていましたが、これはまた絶ぜつ世せいの……」

「これこれ。いきなり何を言い出すのだ。照れるではないか」

　エルリーが、恥はずかしそうに頬ほおを染そめた。

「うむっ……？」

　何となく、面おも白しろくない成り行きである。ほとんど無む意い識しきに、クラウスはランジィを睨にらみ付けた。

「おおっと、失礼失礼。そういうことでしたか」

　よく分からない納なつ得とくの仕方をしながら、ランジィが額ひたいをぱしぱしと叩たたいた。どうしてか既き視し感を覚える流れである。はて、いつのことだったか。

「それはそうと、エルリー。一体どうして……」

　クラウスがエルリーを問いただそうとしたところで、部屋全体の空気が変わった。生徒全員が一点を注視している。

　その視線の先に目をやると、一人の男だん性せいの姿すがたが見えた。

　年の頃ころは、クラウスよりも一回りほど上だろうか。中肉中ちゆう背ぜいで袖そでを捲まくった白い上着という、とりたてて特とく徴ちようのない男性である。視力が悪いのか、矯きよう正せい鏡きようをかけている。急いでいたのか、息が切れ切れになっていた。

「皆みな様さま、遅おくれてしまって申し訳わけありません。少々作業が長引いてしまいまして」

　男性は呼こ吸きゆうを整えながらそう言うと、壁かべ石いしに小走りで駆かけ寄よった。その途と中ちゆうで小こ脇わきに抱かかえた紙の束を落としかけて、大げさな仕草で持ち直す。そのどこかおどけた様子に、くすくすと小さな笑い声が教室のあちこちから漏もれた。

「申し遅れました。私、皆様にこの組合についてご説明させて頂いただく──」

　そこまで言ってから一度言葉を切ると、男性は白はく墨ぼくを取り出し壁石に文字を書き付けた。書きにくい白墨の割わりに、達筆である。

「ヴァング・ヴァーゲルネスと申します。王国詠えい唱しよう士し試験組合で、講こう師しを務つとめさせて頂いております。皆様、よろしくお願いします」

　自じ己こ紹しよう介かいを手て際ぎわよく済すませると、ヴァングと名乗った男性は教きよう壇だんの上に書類を置いた。

「組合の講義の方式は、選せん択たく受講式となっております。皆様全員に受けて頂く基き礎そ講こう義ぎと、皆様が得え手てとする詠唱の種別ごとに分かれている特とく殊しゆ講義の二種類がございまして、それらの講義一回分を一コマとし、合計百二十コマ受けて頂くと卒業ということになります。もちろん、ご本人の希望がございましたら、延えん期き受講も可か能のうとなっております」

　よどみない説明である。要点要点で少しずつ声を張はり、聞く者に注意力を持続させることに成功させている。さすがは試験組合の講師と言ったところだろうか。

　こっそり様子を窺うかがうと、あの感じの悪い男も話に聞き入っている。小声でぶつぶつ言っては、隣となりの女性の眉み間けんに皺しわを寄せさせてしまっているようではあるが。

「当組合では、組合員の方がご都つ合ごうのよいときに講義を受けられるように努力しております。これから講義表を配りますので、是ぜ非ひ一度目をお通し下さい」

　ヴァングが机の最前列に紙を配り始めた。

　少しして、クラウスたちのところにも紙が回ってくる。

　紙には、曜日ごとの講義の予定が書かれていた。クラウスが専せん門もんとする助じよ性せい詠唱も基礎から応おう用ようまで様々な科目があるようだ。

「ところで、皆様入り口のノブを御ご覧らんになられましたか？　あれなんだか不気味ですよね」

　紙を配りながら、ヴァングがおもむろに話し出した。

「私も最近この組合で働きだしたんですが、初めのうちはあれがどうにも馴な染じめなくて。もっとこう、可愛かわいくすればいいと思うんですよね。そうしたら女性の組合員も増ふえて私どものやる気にも繋つながるのですが」

　愚ぐにもつかない話題である。しかし、教室に漂ただよっていたそこはかとない緊きん張ちようをほぐす効こう果かは確たしかにあった。それまでしんとしていた教室に、さざめきのような話し声が生まれ始めている。

　曲がりなりにも人にものを教える仕事に関かかわる者として、クラウスは大いに感心させられた。最近働きだしたと言う割に、このヴァングという男なかなかの手て練だれである。

　少しだけのどかな空気の漂いだした教室を満足げに見回すと、ヴァングは教壇に戻もどった。

「さて、それでは講義の取り方などについてご説明させて頂きます。まず、基礎項こう目もくについては──」





　一通り説明を受けると、クラウスは組合を後にした。説明を受けた直後からでも講義は受けられるのだが、今日はこの後仕事があるのだ。残念だが、どうしようもない。

　早速講義を受けるというランジィと別れ、クラウスは組合から出た。

　ランジィの熱意には、素す直なおに感心させられる。今日の説明会が終わった後も、方式や講義の内ない容ようについて、ヴァングに色々と質しつ問もんしていた。伸のびるのは、きっとあんな人間なのだろう──そう他ひ人と事ごとのように考えてから、自分はどうなのかと焦あせりだす。

　こんなことなら自分も彼のように動けばよかった。今いま更さらながら、クラウスはそう後こう悔かいする。

「のう、クラウス」

　途と端たんに重くなった足取りで自分の授業へ向かう途中、ついてきていたエルリーが話しかけてきた。

　相も変わらず、クレメンテ通りは混こん雑ざつしている。はぐれないようにするには二人とも近づく必要があるわけで、実じつ際さいかなり密みつ着ちやくしているのだが、これが妙みように落ち着かない。

　エルリーの髪かみの匂においがする。花というか果物というか、とにかく甘あまく優やさしい匂いだ。

「のう、クラウス」

「はっはっは。何だいエルリー」

　クラウスは努めて何ともないような態たい度どを取ってみた。

「お主これから仕事か？」

　エルリーの様子から推すい察さつするに、上う手まくいったらしい。

「そうだよ」

「ふむ、大変だな。金が入ったのだから、少しは休めばよいのではないか？」

「うーん……」

　そうしようかと考えなかったわけではない。しかし、厳げん格かくを絵に描かいたような人じん格かくと外見を持つ彼の上司が、「金が入ったから休む」などというかなりいい加か減げんな理由を認みとめてくれるということは天地神明に誓ちかってありえず、泣く泣く断だん念ねんしたのだった。

「まったく、クラウスは仕事熱心だな」

　エルリーが微笑ほほえむ。何とも気まずい誤ご解かいのされ方である。

「それはそうと、エルリー」

　ふと、素そ朴ぼくな疑ぎ問もんが湧わき上がってきた。

「ここに通うお金、どうしたの？」

　この組合に属するためには、最初に契けい約やく金きんを支し払はらう必要がある。特別月間だかなんだかでかなり安くはなっていたが、それでも結けつ構こうな額がくになるはずだ。

「なに、レシーナさんに頼たのんで給料を前まえ貸がししてもらったのだ」

　エルリーは、なかなかにとんでもないことをさらりと言った。

「前貸しって……」

「ちなみにあの破は壊かい魔まには絶ぜつ対たいに内ない緒しよだぞ。わしがここに来ておることも、給料を前借りしていることもな」

　なんとなく理由は分かる。仕事のさぼりや給料の前借りなどがイルミラにばれたら、とんでもないことになってしまうだろう。

「というわけで、わしは急いで帰らねばならぬ。また会おう」

　エルリーはそそくさと帰ってしまった。

　その背せ中なかを見送ると、クラウスは自分の目的地へ向かう。

　人ひと混ごみをかき分けるようにして、ようやく仕事場である屋や敷しきに到とう着ちやくした。時間にはどうにか遅おくれずに済すんだらしい。

　屋敷の中に入ると、そこには既すでにクラウスの教え子たちが集まっていた。

「というわけで、これが今クレメンテ通りを脅おびやかしている『八つ裂ざきオーウェンス』騒さわぎの全ぜん貌ぼうというわけだね」

　子こ供どもたちは、一つの輪を作っている。その中央で、ギルビーが大げさな身振り手振りで何やら喋しやべっていた。

「そして、一見ばらばらに見える被ひ害がい者しやにはある共通点が存そん在ざいする。それを繋いで浮うかび上がってくるのが──」

　声を潜ひそめ、少年が周囲に集まった子供たちを見回す。

「さっさと話せよ。なんか飽あきてきたぞ」

「そうだそうだ」

　彼の芝しば居いっ気たっぷりの所作とは裏うら腹はらに、聞いている子供たちはさっぱり盛もり上がっていない。

「やれやれ、これからが面おも白しろいのに。……あっ、先生来てたんだ」

　がっかりしたように肩かたを落とした少年が、クラウスに気づいて会え釈しやくしてきた。

「ああ、遅れてごめんね。ところで、ギルビーはまたいい加か減げんな話をしているのかな」

「違ちがうよ。今回は確たしかな情じよう報ほうに基もとづいているんだ」

「普ふ段だんの情報源は不確かなのか」

「先生、『八つ裂きオーウェンス』って知ってる？」

　クラウスの言葉を完全に無む視しして、ギルビーが聞いてきた。

「締しめ上げてやろうかこいつは。……ああ、知ってるよ。あれだろ、霧きりの夜に出るっていう」

　クラウスの脳のう裏りに、幼おさない頃ころ母から聞かされた昔話が甦よみがえる。

「夜遅くに外を歩いていると、八つ裂きオーウェンスが出てきてばらばらにされちゃうよって奴やつかな」

　嫌いやな思い出が付ふ随ずいしてくる。恐こわがりだったクラウスはその話を聞かされた日の晩ばん見事に寝ね小しよう便べんをかましてしまい、兄から散々からかわれたのだ。

「で、それがどうしたの。最近の子はもう知らないもんだと思ってたけど」

　過か去この恥はじを忘わすれようと、クラウスは会話を再さい開かいした。

「その『八つ裂きオーウェンス』が、最近復ふつ活かつしたんだ」

「はぁ？」

「街行く人を、己おのれの欲よく望ぼうの赴おもむくままに殺さつ戮りくした恐きよう怖ふの殺さつ人じん鬼き──それが、この世に甦ったのさ」

「今日の授じゆ業ぎようは、この前の続きだからね。みんな宿題をちゃんとやってきたかな」

「なんだよう、無視しないでよう」

　ギルビーがぶーぶーと拗すねる。

「『八つ裂きオーウェンス』がいたのいつだと思ってるんだ。百年前だぞ百年前。しかも確か死し刑けいになっただろ。どうやって復活するんだ」

　ほとほと呆あきれてしまった。相変わらず、いい加減な話ばかりである。

「それは、恨うらみつらみが募つのって幽ゆう霊れいになって……」

「幽霊なら、王国詠えい唱しよう士しの退たい霊れい術じゆつ士しがさっさと片かた付づけちゃうよ。ほら、与よ太た話ばなしはその辺にしろ。そういやお前に沢たく山さん宿題出したな、ちゃんとやってきた？」

「与太話じゃないよー。通りのみんなが結けつ構こう怖こわがってるの、先生知らないの？　被ひ害がい者しやだって実じつ際さいにいるのに」

「……被害者が出てる？」

　初めて聞いた話である。

　大きな事じ件けんは掲けい示じ板ばんで、小さな情報は『ハンネマン』でそれぞれ仕入れているクラウスなのだが、最近空くう腹ふくに悩なやまされていたため掲示板にも『ハンネマン』にも足を運んでいなかった。そのため、かなり取り残されていることは否いなめない。

「うん。重じゆう傷しようらしいよ。何人もいるって」

「だったらやっぱり違ちがうな。ほら授業授業」

「ええっ、なんでー？　被害者はみんなずたずたにされてたんだよ」

「『八つ裂きオーウェンス』はね、狙ねらった獲え物ものはただの一人の例外なく完全に殺害したの。最後の最後、捕つかまって自分自身が八つ裂きにされるまでね」

　詠唱士試験の科目に歴史があるため、クラウスは故こ事じに多少詳くわしい。『八つ裂きオーウェンス』に関しても、ある程てい度どの知ち識しきはある。

「だから、『八つ裂きオーウェンス』の仕し業わざってことはありえないよ。だいたい、百年以上も前の人が今になって甦るなんて──」

　ない、と断だん言げんできなかった。千年の時を越こえて甦った大詠唱士だか何だったかがいる以上、もうなんでもありそうな気がしてくる。

「──甦るなんて、ありえないの。わかった？　第一、そういう話ばかりしてるのはよくないよ。誰だれかが大おお怪け我がしてるんだっていうなら、不ふ謹きん慎しんじゃないか」

　自分に言い聞かせるように、クラウスはそう断言した。そうだ。そうに決まっている。あくまであれは例外中の例外なのだ。

　しかし、ギルビーは未まだ納なつ得とくしていないらしい。顔全体に不満が広がっている。

「話わ題だい性せいには事欠かないのになぁ。被害者はみんな王国詠唱士試験組合の人だとか」

「……なに。それ、本当？」

　話をやめさせようとしたばかりなのに、ついクラウスは聞き返してしまった。

「うん。これも確かな情報源に基づいた話だけど」

　ここぞとばかりにギルビーが喋しやべり始める。しまったと後こう悔かいしてももう遅おそかった。

「これまでに出た被害者は三人。男性二人に女性一人。いずれも人のいないクレメンテ通りを歩いているときに襲おそわれている。凶きよう器きは短刀ないし鋭えい利りな刃は物もの。治ち癒ゆ詠唱不ふ可か段階まで傷きずつけられているが、命に別べつ状じようはない」

　ズボンのポケットから紙を取り出し、ギルビーが得意げに読み上げる。クラウスは止めることを諦あきらめた。

「被害者は皆みな王国詠唱士試験組合の組合員であり、組合には王国警けい察さつの調ちよう査さが入った模も様よう。この事じ件けんに関して、組合はいかなる声明も出しておらず、いくつかの新聞社や掲示板記者が取材を申し込こんだが全すべて拒きよ否ひされている」

　ギルビーがにやりと笑う。

「きな臭くさいですな。業界最大手である王国詠唱士試験組合の内部で、一体何が起こっているのだろうか」

　クラウスは今日の組合の様子を思い返してみた。色々な人間がいたが、そういった事件の影かげは窺うかがえなかったように思える。

「先生……お伺うかがいしたいのですが」

　それまでギルビーの話に関心を示しめしていなかったターヤが、急に不安な表ひよう情じようを見せながら話しかけてきた。

「ん？　どうしたの？」

「先生も、その組合に通ってらっしゃいますわよね」

「確かにそうだけど……あれ、なんで知ってるの？」

　子こ供どもたちに組合のことを話した記き憶おくがない。別べつ段だん隠かくすことでもないが、さりとて話すことでもないからだ。

「それはねぇ～、先生」

　ターヤの側にいたパルミが嬉うれしそうに手を合わせた。

「わたしとターヤちゃんで通りを歩いてたらぁ、先生を見かけてぇ、わたしはやめようって言ったのにターヤちゃんが先生をもがもがもが」

　パルミの口をターヤが塞ふさぐ。

「パルミさん何をおっしゃるの!?　先生、なんでもございませんからね！」

「もがー」

　よく分からないが、まあクラウスが組合に行くところを見かけたのだろう。となると、組合に入らずあっちをうろうろこっちをうろうろしているところも目もく撃げきされてしまったことになる。えらく恥はずかしい。

「よ、よし。いい加か減げん何回言ったかわからないけど授じゆ業ぎようを始めるぞ」

　開始時間を大おお幅はばに過すぎている。上司にばれたら減給ものである。

　子供たちが授業の準じゆん備びをしているのを眺ながめながら、クラウスはふと何とも言えない感覚が胸むねをよぎるのを感じた。

　不安、という表ひよう現げんが一番近い。しかし、そう言ってしまうにはあまりに曖あい昧まいで不定形だった。

　ギルビーの言っていることなど、あてになるはずもない。そのことは十分に承しよう知ちしている。だが、下らない話だと切って捨すてることがどうしてもできなかった。

「……さぁ、今日の予習はすませてきたかな？」

　考えても同じだ。答えが出るわけなどない。

　意図的に無む視しし、忘わすれようと努める。しかし、湧わき上がってくる形の見えない何かは、なかなかその姿すがたを消してはくれなかった。





「では、これで詠えい唱しよう基き礎そ理り論ろんの三項こう目もくを終しゆう了りようします。この講こう義ぎで本日の講義は全て終了となります。皆様忘わすれ物等ないように気を付けてお帰り下さい」

　壮そう年ねんの講こう師しが、参考書を教きよう壇だんに置きながらそう言った。

　ランジィは伸のびをする。問題ないかと思っていたのだが、連続で講義を受けるとやはりきついものがある。

　しかし、分類するなら明らかに心地ここちよい疲つかれである。吸きゆう収しゆうできる知ち識しきが、その質しつにせよ量にせよ故こ郷きようにいたときとは段だん違ちがいである。次回の詠唱士試験までここでみっちりと勉強すれば、きっと合ごう格かくできるに違いない。

　希望に胸を膨ふくらませながら、ランジィは組合を後にすることにした。

「おや、あなたは……」

　外に出ようとしたところで、後ろから声をかけられた。

　振ふり返ると、そこには説明会のときの講師がいた。確か、名前はヴァングといったか。

「もしや、説明会にいらした方ですか？」

　彼はランジィのことを覚えているらしい。他にも沢たく山さん人がいたのになぜ自分のことを、と少し疑ぎ問もんに思ってから、その原げん因いんに思い当たりランジィは赤面した。

「すいません、なんかしつこく質問してしまって……」

　説明会が終わってから、ランジィはヴァングを捕つかまえてあれこれ聞きまくったのだ。そのときはとにかく疑問を解かい決けつしたい一心だったのだが、今思えば少し度を超こしていたような気がする。

「いえいえ。気になさることはありません。気になったことをその場で解決するというのは、とても大事なことです」

　ヴァングはにっこりと微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます、そう言って頂いただけると安心します」

　ほっとした。どうやら、うっとうしがられていたりしたわけではないらしい。

「偉えらいと思います。あなたのような人なら、きっと立派りつぱな王国詠唱士になれますよ」

　ヴァングの温かい言葉が、胸に染しみる。都会の人間は冷たい──というありきたりな先入観を持っていたランジィだったが、説明会のときにいた青年といいこのヴァングといい、実のところはいい人ばかりである。

「それでは、私はまだ多少仕事がありますので、これで」

　ヴァングが手を上げて会え釈しやくする。

「はい、お疲れ様でした」

　軽く頭を下げると、ランジィは組合から外へ出た。

　通りはすっかり暗くなっていたが、ランジィはさして怯ひるまなかった。ひとたび日が沈しずむと一いつ寸すん先も見えないような闇やみに包まれる彼の故郷に比くらべれば、随ずい分ぶんと歩きやすい。

　それよりも、人ひと気けのなさが彼にとっては驚おどろきだった。昼間の殺人的な混こん雑ざつ具合が嘘うそのようである。

　自分の足音が、周囲の建物に反はん響きようしているような錯さつ覚かく。息を潜ひそめて身を縮ちぢめるかのような通りを、ランジィは一人歩く。

「──ふむ」

　最初は錯覚かと思った。だが、無視することができない。自分の勘かん──腕うで利ききの猟りよう師しである父の後についてまわって鍛きたえた野性の勘に問いただす。

　返答はすぐだった。



　──錯覚でも勘違いでもない。

　　　誰だれかが、自分をつけてきている。



『眼まなこを燃もやさん、瞳ひとみを焼かん。天の駿しゆん馬めをこの身に宿し』

　詠唱を始める。ランジィが最も得意とする準じゆん攻こう性せい詠唱『雷眩光』サンダーストラツクである。元々小型から中型の獣けものを無力化することに特化した詠唱だが、人間にも十二分に効こう果かがある。

　いつの間にか、周囲に霧きりが薄うすく立ちこめていた。

　気持ちの悪い霧である。ランジィの故郷はよく霧がかかっていたのだが、それとは何かが根本的に違う。自然のものだという感じがこれっぽっちもしないのだ。

　つけてきているのは、おそらく人間が一人。他に人がいないせいか、手に取るようにその気配を探さぐることが出来る。

　目的が何かは分からないが、おそらくまともなことではないだろう。用があるなら、つけ回す必要などどこにもないはずだ。

　追い剥はぎの類たぐいだろうか。王都ヘールサンキは、他国の同どう規き模ぼの都市と比ひ較かくすると大変治安がいいと言われているが、だからといって犯はん罪ざい者しやがいないということにはならない。他人の金品を狙ねらう人間が徘はい徊かいしていても、おかしくはない。

『千の旬しゆん芽めはその実に青し。割われて弾はじけて瞼まぶたを砕くだく』

　詠唱を完成寸すん前ぜんまで持ち込んでから、発動の機会を推おし量る。『雷眩光』サンダーストラツクは杖つえから強きよう烈れつな光を発し相手の目を眩くらませるという詠唱なので、不意打ちであればあるほどその効果が高まる。

　つけてきている相手は、あまり気配を隠かくそうとしていない。単に尾び行こうが下へ手たなのか、あるいは何か策さくがあるのか。

　ランジィは歩く速度を僅わずかだけ落とした。少しずつ、じれったいほどに少しずつ、相手との距きよ離りを詰つめる。

　向こうは、ランジィの企たくらみに気づいていないらしい。それまでと全く変わらない歩調で近づいてくる。

『雷眩光』サンダーストラツクが高い効果を及およぼしうる範はん囲いまで、もう五歩分である。慎しん重ちように速度を落とす。

　少しだけ風が吹ふいた。その風に舞まい上げられた何かが、ランジィの前を通り過すぎる。

──組合のチラシだ。

　四歩分、二歩分、一歩分──

　発動させようとした直前で、激げき烈れつな違い和わ感がランジィの五体を貫つらぬいた。

　気配が、増ふえたのだ。前まえ触ぶれもなく、全くの一いつ瞬しゆんで。

　得え体たいの知れない気配だった。おおよそ生気というものが感じられない。動いているのに──ありえないほどの高速で移い動どうしているのに、その気配には命というものが存そん在ざいしていなかった。

　恐きよう慌こうをきたす。予想外どころではない。完全に、ランジィの許きよ容よう範はん囲いを超ちよう越えつした事じ態たいだ。

　詠えい唱しようを発動させることも忘わすれてランジィは振ふり返り、

　その瞬間全すべてが終わった。





　むせかえるほどの血の匂におい。上げられることのなかった悲鳴の残ざん滓し。

　惨さん劇げきの後の、不気味なくらいに澄すんだ空気が、クレメンテ通りを静かに満たしていく。



    

  
    
      　第三章　学まなび舎やにて　School






　二回目だというのに、クラウスはすぐに組合へと足を踏ふみ入れることができなかった。

　前回と同じように本屋に入り、何も買わずに出るのは気まずいので特に読みたくもない雑ざつ誌しを買い、本屋から出ると菓か子し屋やに入り、何も買わずに出るのは気まずいので特に食べたくもないクッキーを一袋ふくろ買った。無む駄だな行動の上に無駄な出費、馬ば鹿からしくて落ち込こんでしまう。

　どうして、たかが中に入るだけなのにこれほど躊ちゆう躇ちよしてしまうのか。色々考えて、結局自分に自信がないからだという結けつ論ろんに辿たどり着いた。

　他の志し望ぼう者しやと肩かたを並ならべて学ぶということに、引け目を感じてならない。何か間ま違ちがえてしまうのではないか、何か恥はじをさらしてしまうのではないか。そんな不安が胸むねをとらえて放さないのだ。

　分かっている。うじうじと悩なやんでいる暇ひまがあれば、どんどん間違えてどんどん恥をさらせばいい。失敗を経へて成長すればいい。

　しかし、一歩踏み出すことができなかった。組合入りを決めたときには、大して迷まよわなかったというのに。あの時は、急に金が入ったことで少々気分が高こう揚ようしていたのかもしれない。

　組合の前でそんなことを考え込んでいると、いきなりぽんぽんと肩を叩たたかれた。

　どきりとして振ふり向くと、

「何をぼけっとしておるのだ」

　そこにはエルリーがいた。普ふ段だんより顔の位置が高い。

「む、お主これから講こう義ぎか？」

　エルリーの顔の位置が元に戻もどる。どうやら、背せ伸のびしてクラウスの肩を叩いたらしい。

「ん、まぁそうだけど」

「では、少し待っておれ。よいか、わしが戻るまでここにおるのだぞ」

　慌あわただしくそう言うと、エルリーはとてとてと走っていってしまった。手に籠かごを提さげているところを見ると、買い物の途と中ちゆうか何かだったのかもしれない。

　クラウスはまたぼんやりし始めた。同じ手持ちぶさたでも、これまでと違って理由があるためか、何となく落ち着く。

　さっき買ったクッキーを頬ほお張ばりながら、人の流れを眺ながめる。

　組合に出入りする人間は、その年ねん齢れいも風ふう貌ぼうも性せい別べつも様々である。王国詠えい唱しよう士しを志望しているというただ一点を除のぞけば、まったくの別人ばかりに見えるし、実じつ際さいそうなのだろう。

　わりあい組合員相そう互ごの付き合いがあるようで、並ならんで歩きながら会話している様子が見られる。

「待たせたな、抜ぬけ出してくるのに苦労したのだ」

　どれくらいたっただろうか。エルリーが息を切らせながら駆かけ寄よってきた。

「やっぱり、イルミラにちゃんと話した方がいいんじゃないの？　前まえ貸がししてくれたってことは、レシーナさんは許きよ可かしてくれたんだろ」

　クラウスの指し摘てきに、エルリーはぶるぶると首を横に振った。

「大人の女じよ性せいであるレシーナさんはともかく、あの剛ごう拳けん娘むすめにはいかなる対話も意味をなさぬ。そのくらい理り解かいできるであろう」

「うーむ……それもそうかな……？」

　なんとなく、説得力がある。

「さあ、行くぞ」

　すっかり丸め込まれてしまったクラウスの袖そでを引っ張りながら、エルリーは組合の扉とびらを引き開けてしまった。

　組合の一階は、広い待合室のような造つくりをしている。中央に背せもたれのない椅い子すがいくつも並ならんでいて、左手には受付がある。その受付と椅子を挟はさんで向かい合わせになる位置に黒板が立てられていて、今日の講義の予定が記されている。

「いいかい、エルリー。絶ぜつ対たいに、絶対に本気を出しちゃいけないからね。どんなことがあっても、大人しくしてること。魔ま力りよく解かい放ほうなんて論ろん外がいだよ」

　クラウスは、講義が始まるまえに釘くぎを刺さしておくことにした。大変重要なことである。

「わかっておる。ここにいるのは、それなりの知ち識しきなりなんなりを持っている者ばかりだから危き険けんだと言いたいのだろう」

「ああ、なんだ。大だい丈じよう夫ぶなのか」

　拍ひよう子し抜ぬけした。わざわざ言うこともなかったらしい。

　クラウスが憂ゆう慮りよしていたのは、エルリーが『ハンネマン』にいるときのように無む造ぞう作さに自分の実力を発はつ揮きしてしまうという事じ態たいだった。そんなことをすれば、エルリーがただ者ではないことがすぐにばれてしまう。

「当たり前だ。わしのことを何だと思っておるのだ」

「だって、何度止めても魔力解放使うじゃないか」

　クラウスの指摘に、エルリーは頬ほおを膨ふくらませた。

「当たり前だ。あの筋きん肉にく女おんなと対たい抗こうするにはそれしか手しゆ段だんがない」

「対抗しなくていいんだよ。何か言われても流してればどうにもならないだろ」

「たわけが。冗じよう談だんではない。一歩も引くつもりはないからな」

　どうしようもない。

「わかったわかった、魔力解放だとわからなければよいのだろう。今後奴やつと揉もめるときのために対たい策さくを考えておくから、心配するでない」

「本当かよ……」

　日ひ頃ごろの行いを鑑かんがみるに、とてもではないが信用できない。

「さて、どの講こう義ぎを受けるつもりなのだ？」

　そんなクラウスの内心を知るよしもないらしく、予定の書かれた黒板を眺ながめながらエルリーが無む邪じや気きに言う。

「うーんと、そうだなぁ……」

　受付の側そばに置かれている魔力時計フアーザー・タイムで現げん在ざいの時間を確かく認にんする。

　魔力時計フアーザー・タイムとは、近年カイヌライネン王国で発明されたばかりで、まだそう数も出回っていない品である。さっそく目につくところに置いている辺り、組合の財ざい力りよくが窺うかがい知れる。

「今からだと、この『助じよ性せい詠唱概がい説せつ第二』ってのがよさそうだな」

　時計から黒板に目を向けると、クラウスは言った。

　他のほとんどの講義の名前は白字で記されているのだが、『助性詠唱概説第二』は黄色い字である。

　黒板の上部にある注意書きによると、黄色の文字は現げん役えきの王国詠唱士が教えに来るらしい。これは大変興きよう味み深い。

「ほほう」

「他のは、全部攻こう性せい詠唱関連みたいだしなぁ。『詠唱の歴史と未来』ってのも面おも白しろそうだけど、まぁ歴史は自分でも勉強できるし」

「詠唱も自分で学べると言っておろうが」

　エルリーが唇くちびるを尖とがらせる。

「うっ……。って、それじゃエルリーはなんでこんなところに来てるのさ。わざわざお金まで払はらって。そもそもエルリーに勉強することなんて──」

「慢まん心しんは学問の敵てきだ。己おのれ以外は皆みな己の師しとすべし。わしの座ざ右ゆうの銘めいである。ここに通い始めたのも、現げん代だいの詠唱の知ち識しきをより深めることが目的なのだ」

　淀よどみがない。前もって返答を準じゆん備びしていたような、そんな感じだ。

「いや、それは……」

「何だ。わしの学問的向上心にけちを付ける気か」

　向上心云うん々ぬん以前の問題として、言っていることがついさっきと明らかに矛む盾じゆんしている。が、エルリーの剣けん幕まくに押おされ、クラウスは何も言えなくなってしまった。

「わかればよい。では『助性詠唱概説第二』か。五階の二十二番教室で行われるようだな。行くぞ」

　さっさと話を打ち切ると、エルリーは正面突き当たりにある階段を上って行ってしまった。

「お、おいエルリーちょっと待て」

　仕方なく、クラウスは慌あわててその後を追いかけたのだった。





『助性詠唱概説第二』の講義が行われる二十二番教室は、以前クラウスたちが説明を受けた教室とは異ことなり、机つくえの類たぐいが一いつ切さいなかった。

　その代わりに、部屋の中心に巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが描えがかれていた。幾いく重えにも同心円が描かれ、その円の隙すき間まに魔ま術じゆつ文字がびっしりと書き込まれている。

「へぇ……『汝の喚起サンタメデイナ』か。こりゃ綺き麗れいだな」

　魔法陣を眺めながら、クラウスは呟つぶやいた。

『汝の喚起サンタメデイナ』というと、魔力増幅型開放結界テイエラアザーラの一種である。癖くせを持つものが多い魔力増幅型結界の中では、比ひ較かく的素す直なおな効こう果かを出す部類に入る。魔法陣士の間では汎はん用ようされている陣形である。

「ふむ。なかなかよくできている。ちゃんとした腕うでを持った人間の手によるものだな」

　エルリーが、珍めずらしく感心している。

　部屋には、二人以外にも何人か組合員らしき人間がいた。みんな、クラウスと同じ授業を受ける人間なのだろう。椅い子すも机もないせいで、それぞれ壁かべにもたれたりしゃがみ込んだりしている。

「……げ」

　その中の一人と目が合った瞬しゆん間かん、クラウスは暗あん澹たんたる気分になった。

　奴やつだ。前回の説明会で因いん縁ねんをつけてきた、あの男がいる。

　男は、何が気に入らないのか分からないが、クラウスとエルリーを力ちから一いつ杯ぱい睨にらみ付けてきていた。不気味で仕方ない。

「む。どうした、知り合いか？」

　事じ情じようを知らないエルリーが、不思議そうに聞いてきた。

「……まあ、ね」

　端たん的てきに、それだけを答える。

　この講こう義ぎを選んだことが、悔くやまれてならなかった。あの男がいると分かっていれば、何があっても別のものを選んだのだが。

　男は、口の中でもごもごと何事か言っていた。もうクラウスたちを睨んではいない。虚うつろな視し線せんを、自分の前の床ゆか辺あたりに投げかけているのみである。

「気色が悪いな。粉雪花スノウブラインドでもやっているのか」

「……なにそれ？」

「む、知らぬのか。オジーの葉をすりつぶし、その粉を煮に詰つめて作る薬だ。わしは試ためしたことがないのでよくわからんが、多幸感や頭の冴さえが得られるらしい」

「違ちがうと思うよ。そういうよろしくなさそうな薬をどうこうしてるんじゃなくて、何というか元からあんな感じなんだと思う」

　クラウスもエルリーも、自然と小声になった。少々常じよう識しきと乖かい離りしてしまったものを見たときの、正常な反はん応のうである。

　そんな二人を、男がちらりと見てきた。途と端たん、男の目の濁にごりが色いろ濃こくなる。

「ふむ……今の詠えい唱しよう士し志し望ぼう者しやにはあのような手合いもいるのだな。お主や、この前の鬚ひげ面づらのような奴やつばかりではないということか」

　エルリーが感かん慨がい深ぶかげに言う。

「昔の詠唱を究めようとしている人間は、大体があのような感じだったぞ。少しでも感覚を研とぎ澄すますために粉雪花スノウブラインドや慈甘草スイート・リーフを乱らん用ようしてな、どいつもこいつも死人のような目をしておった」

　なかなかに衝しよう撃げき的てきな話だった。

　エルリーがかつて生きていた『魔術復ふつ興こう時代』は、錬れん鉄てつ技ぎ術じゆつに押おされ一度は衰すい退たいした魔術が再ふたたびその息を吹ふき返した時代として語り継つがれている。だが、その時代の詠唱士たちがいったいどんな風に詠唱に取り組み、結果を生み出してきたのかは、その後の戦せん乱らんにより記録のほとんどが散さん逸いつしたため詳くわしくは分かっていない。

　これまでクラウスは、『魔術復興時代』といえば、超ちよう一流の詠唱士が神がかった閃ひらめきでもって新たな発明なり発見なりを成し遂とげた時代だったのだという風に漠ばく然ぜんと考えていた。エルリーの登場がそれに拍はく車しやをかけたのだが、実じつ際さいのところはそうでもなかったらしい。

　それにしても、とクラウスは思う。薬物に頼たよってまで詠唱に取り組むとは、実に悲ひ壮そうである。何な故ぜにそこまで必死になったのか。そのことに思いを巡めぐらせると、行き着く答えは一つだった。

　才さい能のう。この世に生を受ける瞬しゆん間かんに割わり振ふられる、本人の意思ではどうにもならない能力。

　エルリーのような天才を前にして、当時の詠唱士たちはさぞ絶ぜつ望ぼうしたに違ちがいない。薬物の力を借りたくなる気持ちも、分からないでもない。

「まったく、思い出すたびに不ふ可か解かいだ。体を壊こわしかねないものに頼るなど。どうして自分の力で詠唱と向き合わないのか」

　エルリーの言葉は、残ざん酷こくだった。天分に恵めぐまれた者のみが持ちうる無む慈じ悲ひな響ひびきが、確たしかにこもっていた。

「そうするしか、なかったんじゃないかな」

　クラウスは反発した。

「誰だれも彼もが、エルリーみたいにできるわけじゃないよ。どんなにあがいても、越こえられない一線っていうのは誰にだってあるんだ」

「それは甘あまえだ。言い訳わけに過すぎん。壁にぶち当たれば努力すればいい。諦あきらめてしまえばそれまでだ」

　どこまでも、エルリーは容よう赦しやない。

　──少し、苛いら立だった。どうして、こんなに自信満々に喋しやべることが出来るのか。

「違うって。人にはそれぞれ天分ってのがある。その中で、出来る限かぎりのことをするのは当たり前だよ。でも、自分の限げん界かいってのを知ることも大事なんだ」

　そうなのだ。そうでないとおかしい。

　クラウスの脳のう裏りに、一人の人物の姿すがたが浮うかんでくる。兄であり、目標であり、あらゆる意味で手の届とどかないところにいる人物。

　彼は、クラウスが費ついやした時間とは比ひ較かくにならないほどの短さで、王国詠唱士の肩かた書がきを手に入れた。才能という要よう素そが関かん与よしていなければ、こんな差が生まれるはずがない。「聞こえがいい言葉だな。しかし、それは逃とう避ひでしかない。どれほど飾かざったところで、結局は妥だ協きようを誤ご魔ま化かしているだけだ」

　どこまでも話が噛かみ合わない。

「だから、言ってるだろ──」

　クラウスが反はん論ろんしようとしたところで、

「すいません、また遅おくれてしまいました」

　教室に誰かが入ってきた。

「いやいや。実は私、色々作業を任まかされておりまして」

　ヴァングだった。説明会の時と同じように、袖そでを捲まくって小こ脇わきに書類やら本やらを抱かかえている。

　クラウスとエルリーの口論は、中ちゆう断だんされる形となった。

　どちらからともなく、距きよ離りを少しずつ取る。二人の間に、少しだけなおかつ妙みように深い隙すき間まが出来ていく。

　段だん々だんと、気まずさが湧わき上がってくる。

　自分の言ったことが間違いだとは思わない。しかし、エルリーとこうして微び妙みような空気を共有してしまっていることが、どうにも落ち着かないのだ。

　いっそのこと、謝あやまってしまおうか。そんな気弱な考えが頭をもたげてくる。

　思い悩なやんでいると、視し線せんを感じた。またあの男だ。

　喧けん嘩かしているのを嘲あざ笑わらっているのかと思いきや、やはり怒いかりに満ちた面おも持もちである。ここまで悪意を向けられると、薄うす気き味み悪さを通り越こしてある種すがすがしい。

「さて、それでは『助じよ性せい詠えい唱しよう概がい説せつ第二』の講こう義ぎを始めます」

　そんな様子には気づく素そ振ぶりもなく、ヴァングが壁かべ石いしの前に立った。

「これから、皆みな様さまに現げん役えきの王国詠唱士さんを紹しよう介かいします」

　言いながら、壁石に文字を書き付ける。どうやら人名のようである。相変わらず達筆だ。

「助性詠唱士の、トピーア・ウェドガイ・サメットさんです。どうぞ、お入り下さい」

　ヴァングの紹しよう介かいを受けて、ローブを羽は織おり杖つえを抱えた人間が部屋に入ってきた。



    

  
    
      　とにかく小さい。クラウスの教え子に混まじっても違い和わ感のなさそうな体つきである。

　入ってきたその人物は、堂々と歩き、途と中ちゆうでいきなり転んだ。ローブの裾すそを踏ふんづけたらしい。あまりのことに、教室が静せい寂じやくに包まれる。

　転んだ人物は、慌あわてて杖を拾いながら起きあがった。そして動どう揺ようした様子で周囲を見回すと、咳せき払ばらいを一つして喋しやべり始める。

「ご紹介にあずかりました、トピーア・サメットです。トピーアさん、と呼んで頂いただいて結けつ構こうですよ」

　幼おさない声だった。声変わりする前の少年のそれである。なぜか、聞き覚えがあるような気がしないでもない。

　クラウスは、トピーアと名乗る人物をまじまじと眺ながめた。

　顔つきも、声から受けた印象そのままだった。少年、と断言して間違いなさそうな風ふう貌ぼうである。首から下がった『愚者の鎖バスタードチエイン』がなければ、とても王国詠唱士だとは思えない。

　羽織ったローブが目を引く。くすんだ色合いからかなりの年代物だということがわかるが、手入れが行き届いていて綺き麗れいである。

　肩かたに、杖をもたせかけていた。体が小さいせいか、大変重そうに見える。

「今日は、『助性詠唱概説第二』ということで、短い時間ですが皆さんに助性詠唱について色々とご教きよう授じゆさせて頂いただきます。何分青二才ですので至いたらないところも多々あると思いますが、よろしくお願いします」

　どう見ても子こ供どもなのに、堂々とした喋しやべりっぷりである。多数の見知らぬ人間を前にして、ここまでしっかりと話す自信はクラウスにはない。

　さすが、というべきなのだろう。やはり、王国詠唱士は並なみの人間では務つとまらないようだ。

「では、早速講義を始めましょう。今日いる組合員さんは……ご、ろく、七人ですね。これくらいなら大だい丈じよう夫ぶかな」

　杖を両手で持ち上げると、トピーアと名乗った少年詠唱士は魔ま法ほう陣じんに歩み寄よった。

「では皆みなさん、順番に自作詠唱をこの『汝の喚起サンタメデイナ』の中で発動させて下さい。それぞれの詠唱に、僕ぼくから助言をさせて頂きます」

　冗じよう談だんではない。クラウスの頭は真っ白になった。

　クラウスの手持ちの自作詠唱は、手持ちというのもおこがましいほどに貧ひん弱じやくである。そんなものを他人の前で発動させるなど、拷ごう問もんに等しい。

「うーん……それじゃあ……」

　その途中で、クラウスと目が合う。

「……うそっ」

　トピーアは、明らかに驚おどろいたような素そ振ぶりを見せた。目を見開き、口元に手を当てている。

「どうなさいました？」

　ヴァングが不思議そうに訊たずねる。

「い、いえなんでもありません。では、うん、そちらの方にお願いします」

　トピーアは、なんとクラウスを指差してきた。

「えっ、自分ですか!?」

　クラウスも動どう揺ようした。心の準じゆん備びがこれっぽっちもできていない。

「はい。期待してますよ」

　わけがわからないことをトピーアが言う。初対面であるクラウスに、なんの期待ができるというのか。

「その、ええと」

「さあ、どうぞどうぞ」

　にこやかにトピーアが促うながしてきた。

　他の組合員たちが、興きよう味み津しん々しんといった面おも持もちでクラウスをじろじろ見てくる。おそらくはトピーアの言葉のせいだろう。勘かん弁べんして欲ほしい。

　助けを求めるように、クラウスはエルリーを見た。

　ずっと無言のままだったエルリーは、やはり無言のままでクラウスから目を逸そらした。当たり前といえば、当たり前の反はん応のうである。

　クラウスは諦あきらめ、魔法陣の中央へと移い動どうした。

「クラウス・マイネベルグといいます。よろしくお願いします」

　我われながら簡かん潔けつな自じ己こ紹しよう介かいである。とはいっても、他に話すことがないのだからどうしようもない。

「あの、お仕事は、何をなされているのですか？」

　トピーアが訊たずねてくる。

「ええと、私し立りつの詠えい唱しよう教室で子供相手に詠唱を教えてます。一いち応おう扱あつかいは臨りん時じですが、最近はほとんど正せい規きと変わりありませんね」

「なるほど。教きよう師しをやりながら詠唱士を目指してるんですね。……素す敵てきだと、思います」

　なぜか顔を赤くしながら、トピーアが言う。

「そんな、全然大したことありませんよ」

　本当に大したことではない。クラウスが教えているのは基き本ほん中ちゆうの基本であり、多少なりとも勉強すれば誰にでもできることである。

「クラウスさんは、謙けん虚きよなんですね」

　トピーアは屈くつ託たくなく笑った。クラウスの言葉の意味がわかっているのかいないのか。おそらくわかっていないだろう。

「それでは、そろそろ詠唱をどうぞ」

　ヴァングが促してきた。

「……はい」

　心しん臓ぞうが、嫌いやな感じに高鳴る。どうあってもいい方向には作用しない緊きん張ちようである。

　どの詠唱を使ったものだろうか。クラウスは悩んだ。

　人前で使える詠唱がないわけでもないが、発動させるのに条じよう件けんが必要である。そして、この場では条件を満たしていない。──月が、まだ出ていない。

　なので、何か別の詠唱で間に合わせる必要がある。しかし、他に披ひ露ろうするに堪たえるものは正直言って一つとしてない。

「どうなさいましたか？」

　ヴァングの不思議そうな声が、クラウスを急せかす。

　進しん退たい窮きわまった。

『煙けむる世界を包むのは、白く聖せいなるそして美しき紛まがうことなき奇き跡せきの輝かがやきをもつ叢そう雲うんを思わせる霧きり』

　半なかば以上やけくそを起こして、クラウスは詠唱を始める。

『叢霧の理ホーリースモーク』。去年の詠唱試験で披露し、失しつ笑しようを買ってしまった詠唱である。

『我われの願いはすなわち、この場をその霧で包むことなり。いざ来たれ浮ふ遊ゆうする磨みがかれた瞬しゆん間かんの美学。幻げん煙えん以い方ほう、厳げん煙えん意い崩ほう』

　一気に詠唱を仕上げてしまう。もうどうにでもなれだ。

　詠唱の完成から、クラウスの杖つえからもくもくと白い煙が吹ふき出し始めた。

　白い煙はただひたすらにもくもくと吹き出し、何をするでもなく部屋に充じゆう満まんし、やがて徐じよ々じよに薄うすまり、最後は何事もなかったかのように消えた。

　あとに、ぽかんとした人々だけが残された。エルリーまで、曰いわく言い難がたいほどに呆ほうけた表ひよう情じようをしている。

「……え、えーと」

　トピーアが、きょろきょろとせわしなく視し線せんを動かす。

「その発動までの時間は、詠デ唱イ遅レ延イじゃないですよね。なんでそんなに時間が……あ、わざと遅おくらせることで、何かの効こう果かを狙ねらってるんですね！」

　苦しすぎる解かい釈しやくである。第一、「何かの効果を狙ってる」という表現からして実のところ見当がついていないことが丸わかりである。

「いや、別にそういうわけでは……」

　トピーアに話を合わせて適てき当とうなことをでっち上げるということもクラウスは考えたが、そんな度ど胸きようも能のう力りよくもないことに思い当たり、結局素す直なおに白はく状じようすることにした。

　発動までに時間がかかったのは、単に詠唱に不都合があるからである。繋けい詞しの効こう率りつは悪いし、縁えん詞しに至いたってはほとんどない。一応『幻煙の鏡スモークミラーズ』という詠唱の詠唱模写インペリテリに基もとづいているのだが、本体に引き替かえあからさまに劣おとっている。

「そう、なんですかー。……うーんうーん、『幻煙の鏡スモークミラーズ』の詠唱模写インペリテリでしょうし、やっぱり局地制せい圧あつとか緊きん急きゆう退たい避ひとかが主目的ですか？」

「ええ、それを念頭においてつくりました」

「それだと……あのー」

　トピーアがばつが悪そうに目を逸そらす。

「詠唱の効果時間が、短すぎます。せめていまの五倍から十倍はないと、その、使い物に……」

　身も蓋ふたもない言い方だ。完かん膚ぷ無なきまでの否ひ定ていである。

「こういう詠唱には、即そつ効こう性せいと制圧力が必要です。ですから、今みたいなのは……」

　困こまり切ったのか、トピーアは杖つえを抱かかえるようにして腕うでを組んだ。

「どこをどう直したものか……そもそもの根こん幹かん構こう成せいからして問題があるような……」

　絶ぜつ望ぼう的な独ひとり言が聞こえてくる。根幹構成に問題があるということは、『叢霧の理ホーリースモーク』は事実上死し刑けい宣せん告こくを受けたようなものである。

　分かり切っていたことだが、クラウスは落らく胆たんした。自分の作り出したものが認みとめられないというのは、やはりとても哀かなしい。

　小さくくぐもった笑い声が、静まりかえった教室にこだました。発はつ生せい源げんは、もう言うまでもない。

　頬ほおの片かた側がわだけをつり上げるという嫌いや味みこの上ない笑え顔がおを浮うかべながら、あの男がクラウスの方を見ていた。侮ぶ蔑べつと嘲ちよう弄ろうが入り交まじった不ふ快かい極きわまりない視線が、クラウスをなめ回す。

「とにかく、そうですね、一度抜ばつ本ぽん的な見直しをすれば、十分な水すい準じゆんまで持って行けると思いますよ」

　トピーアが、そんなことを言う。何とか励はげまそうとしているようだが、まったく助け船になっていない。

「それじゃ、うん。次の人行きましょうか」

　遂ついに、トピーアはクラウスの詠えい唱しようを擁よう護ごすることを放ほう棄きしてしまった。

　肩かたを落としながら、クラウスは魔ま法ほう陣じんから離はなれる。

　がっかりしていないと言えば嘘うそになる。しかし、得え体たいの知れない安あん堵ど感も同時に芽生えていた。

　これまで、いやにクラウスは誉ほめられてばかりだった。おかしな表ひよう現げんだが、それに比くらべれば、まだ居い心地ごこちがいい。

　自分はやはり、パッとしないのだ。そんな情なさけない自覚を、クラウスは繰くり返し繰り返し反はん芻すうする。

「では……そちらの方、お願いします」

　トピーアが指したのは、あの根暗男だった。

「わかりました」

　男は、自信満々といった様子で魔法陣へと歩み寄よる。

「名前は、ステイム・ルカサー。『詠唱を思し索さくする会』の副ふく幹かん事じ長ちようを務つとめている。『詠唱を思索する会』というのは──」

　魔法陣の中央に立つなり、男は尊そん大だいな態たい度どで長々と自じ己こ紹しよう介かいを始めた。

「ええと、あの……」

　当とう惑わくするトピーアにもさっぱり気づかない様子で、男の話は続く。

「現げん在ざいの詠唱士界は、未み曾ぞ有うの危き機きに立たされていると言っても過か言ごんではない。それを、古来より育はぐくまれた智ち恵えと良りよう識しきによって改かい善ぜんするため、私は──」

　聞かれてもいないことを、ぺらぺらと喋しやべり続ける。自分の言葉に酔よっていることがありありと分かる話しぶりである。

「すなわち、詠唱とは──」

「お話はもう結けつ構こうです」

　トピーアの凜りんとした声が、ステイムという名前の男の長ちよう広こう舌ぜつをぴしゃりと遮さえぎった。

「あなたも詠唱を学んだ者なら、自らの詠唱で自らを語って下さい」

　簡かん潔けつなその言葉は、ステイムの冗じよう長ちよう過すぎる演えん説ぜつとは比ひ較かくにならないほどの迫はく力りよくと説得力があった。

　ステイムの顔が赤黒く変化する。しかし、威い圧あつされてしまったのか、何も言い返すことができないようである。

「……いいだろう。ぐうの音ねも出ないほどに驚おどろかせてやる」

　憎にく々にくしげに、ステイムが吐はき捨すてる。

『理ことわりの基もとい、殊ことに悖もとらず音に劣おとらず』

　ステイムは杖を横向きに構かまえると、重々しい声で詠唱を始めた。

　普ふ段だんの喋り方からは想そう像ぞうもつかないほどに、くっきりとした発音である。詠唱をどうこう語るだけあって、こういうところはしっかりしているようである。

『故ゆえの根源をここに満たす、末すえの尊そん厳げんをここに果たす！　半はん地ち鳴めい駒く理り、吟ぎん探たん！』

　ステイムが杖を大おお仰ぎように振ふる。鍵けん言げんの仕様が微び妙みように違ちがうところからみて、古式詠唱の基き本ほんに則のつとっているらしい。

　途と端たんに、空中に文字列が出しゆつ現げんした。魔ま術じゆつ文字である。

「ふふふ。完かん璧ぺきだ」

　満足げな声。ステイムの顔の色は元に戻もどっていた。よほど詠唱の出来が気に入っているらしい。

　浮ふ遊ゆうする魔術文字は、凄すさまじい速度でその姿すがたを変えている。何かを演えん算ざんしているようだ。

　やがて、文字はその動きを止めた。

「ふん。『液浄の公式リキツドテンシヨン』──だったか」

　エルリーが鼻を鳴らす。

『液浄の公式リキツドテンシヨン』。クラウスにも思い当たる名前である。

　元々は魔力の計算式だったのだが、その式の複ふく雑ざつさに魅み了りようされる人間が増ふえ、時代が下るにつれ本来の目的から離はなれ、ただ式を作り解とくためだけに使われていったという歴史を持っている詠唱だったはずだ。

「『液浄の公式リキツドテンシヨン』を無む作さく為いに作成する詠唱ですね。同種の詠唱──作成速度や出来上がった式の難なん易い度どからみても、既き存そんのものに見劣りはしませんね」

　トピーアが言った。

「まぁね。伝統と格かく式しきに則った詠唱であるからして、問題点などあるはずがない」

　ステイムが胸むねを反らす。得意の絶ぜつ頂ちようといった面おも持もちだ。

「確たしかに、演算詠唱としては非ひの打ち所がない出来です。しかし、僕は断だん言げんします」

　トピーアの真っ直すぐな目が、ステイムに向けられる。

「あなたは、今のままでは決して王国詠えい唱しよう士しになれない」

　ステイムが、傲ごう岸がんな表情のままでしばらく固まった。

「な、な、なぜ……」

　徐じよ々じよに、またしても顔色が赤黒くなる。

「理由を説明しなくてはなりませんか。重じゆう症しようですね」

　呆あきれたように、トピーアが溜ため息いきをついた。

「王国詠唱士の務つとめは、世のため人のために己おのれの力を行使することにあります。あなたが今発動させたような、閉とじた詠唱は必要とされていません」

「ばかな！」

　ステイムが声を荒あらげる。

「詠唱とは、豊ほう富ふな知ち識しきと卓たく越えつした技ぎ術じゆつを持つ者にのみ与あたえられた至し高こうの芸げい術じゆつだ！　考えることを放ほう棄きした愚ぐ昧まいな大たい衆しゆうに媚こびるなど、もってのほかではないか！」

　説明会の時と同じようなことを言っている。よほど、そういった考えに凝こり固まっているのだろう。

「プログレン学がく派はの人ですか……。最近増えているとは聞いていましたが」

　うんざりしたのか、トピーアが額ひたいに手を当てる。

「あなたには、王国詠唱士よりも詠唱学者の方が向いていると思います。好きなだけ、詠唱の思し索さくとやらができますよ」

　ステイムの神しん経けいを逆さか撫なでするには、十分すぎる言葉だった。

「貴き様さま、詠唱士として恥はずかしくないのか！」

　ステイムの口から、暴ぼう言げんが飛び出す。

「ちょっと、言葉を慎つつしんで下さいステイムさん。失礼ですよ？」

　ヴァングが、慌あわてて二人の間に飛び込こむ。

「ふん。こんな奴やつに払はらう敬けい意いなどない。大たい衆しゆうに魂たましいを売った、詠唱士と呼よぶのもおこがましい俗ぞく物ぶつなどに──」

「聞き捨ずてなりませんね」

　静かな声だった。そしてそれだけに、身を縮ちぢまされるほどに強力な威い圧あつ感が発散されていた。

「僕ぼくたち王国詠唱士は、命をかけて仕事をしています。自らの詠唱を役立てることに、誇ほこりを感じています」

　トピーアは、はっきりと怒おこっていた。

「さっきの言葉を撤てつ回かいして下さい。僕は助じよ性せい詠唱士ですが、自分を侮ぶ辱じよくしてくる人間を打ち据すえる程てい度どの手しゆ段だんは持っていますよ」

「ぐっ……」

　ステイムが絶ぜつ句くする。

「トピーアさん、落ち着いて下さい。揉もめ事は、いやはや……」

　そんな二人の間で、ヴァングはすっかり弱り切っていた。なんとも哀あわれである。

「……不ふ愉ゆ快かいだ！　もう帰る！」

　捨て台詞ぜりふを残すと、ステイムは足音も荒く教室から出て行ってしまった。

「ごめんなさいね、皆さん。少しかっとなってしまいました」

　しばらくしてから、トピーアが申し訳わけなさそうに口を開く。

「本当にすみません。円えん滑かつな講こう義ぎの妨さまたげをしてしまって……」

　続けて、ヴァングに頭を下げた。

「いえいえ、そんな。王国詠唱士ともあろうお方がそんな……。ともかく、それでは、改めて講義を再さい開かいしましょうか」

　当とう惑わくしつつもほっとした様子で、ヴァングが仕切り直した。





　残りの人間の詠唱は、滞とどこおりなくすらすらと進んだ。

　どの詠唱もクラウスのものよりは遥はるかに質しつがよく、もしかしたら自分以下の人間がいるかもしれない、などと情なさけない期待を抱いだいていたクラウスはすっかり落ち込まされてしまった。中には、助性詠唱を専せん門もんにしていない者さえいた。本来は攻こう性せい・準じゆん攻性詠唱を中心に学んでいるのだが、見けん識しきを広げるために助性詠唱の講義に参加したらしい。いわば片かた手て間までやっているわけで、そんな人間にまでクラウスは劣おとるわけだ。己おのれの才さい能のうの乏とぼしさが恨うらめしい。

「基き本ほんを忠ちゆう実じつに踏ふまえた、いい詠えい唱しようだと思います」

　そんなこんなで、詠唱の披ひ露ろうは最後の一人になっていた。

「ただ……エルリーさん、でよろしかったですか？」

「はい、そう呼よんで頂いただければ」

　最後の一人は、エルリーだった。

「僕が思うに、個こ性せいが足りないと思います。あなたが作った、あなただけの詠唱とは言い難がたい。詠唱模写インペリテリの域いきを少し越こえてしまっているような、そんな印象を受けます」

　トピーアの言葉に、エルリーは深く頷うなずいた。

「なるほど、全くおっしゃるとおりでございます」

　やたらと馬ば鹿か丁てい寧ねいである。クラウスがわざわざ注意したこともあって、彼女なりに気を付けているのだろうが、普ふ段だんのエルリーを知るクラウスにしてみればどうにもこうにも不気味である。

「色々と文もん句くをつけましたが、構こう成せい力りよく、選別力はなかなかのものだと思います。頑がん張ばって下さいね」

「恐きよう縮しゆくです。お言葉を胸むねに、以後も一いつ層そう奮ふん励れい努力します」

　エルリーの発動させた詠唱は、とある助性詠唱を多少改変させたものだった。発動させるときにもあまり魔ま力りよくを乗せないようにしていたため、大変平へい凡ぼんな仕上がりになっていた。

　どういう種類の物事にせよ、達者な人間が下へ手たにやってみせることは結構難むずかしい。わざとらしくなりすぎるか、でなければ本来の実力の片へん鱗りんが垣かい間ま見みえてしまうかのどちらかである。

　しかし、エルリーは完かん璧ぺきに「平へい均きんより多少上」という存そん在ざいを演えんじきって見せた。本物の一流は、どんなことでもこなせてしまうらしい。

「はい、あなたにはまだまだ隠かくされた実力があると思いますよ。自分を信じていけば、きっと成功できると思います」

　トピーアが微笑ほほえむ。もちろん深い意味などないのだろうが、何ともひやひやさせられる言葉である。

「ご助言、感かん謝しやいたします」

　エルリーは、あくまで謙けん虚きよだった。

「さて、以上で全員終しゆう了りようですね」

　トピーアが、ヴァングの方を見ながら言う。

「そうですね……でも、時間的にはまだ余よ裕ゆうがあるんですよ。終了になったら受付から連れん絡らくが来ますから」

　ヴァングが、困こまったように答えた。

「魔力時計フアーザー・タイムで時間を管理してるんですね。効こう率りつ的でいいと思います。……さて、まだ時間があるなら」

　ここで、初めてトピーアが違ちがう表ひよう情じようを見せた。外見相そう応おうとでもいうべき、いたずらっ子のような表情である。

「皆みなさん、僕に挑ちよう戦せんしてみませんか？」

　あまりに唐とう突とつすぎて、クラウスはその言葉の意味を咄とつ嗟さには理り解かいしかねた。

　それは他の組合員たちも同じようで、誰だれもが戸と惑まどった視し線せんを互たがいに交かわすばかりである。

「簡かん単たんなことですよ。僕が『護シりユのラ皮ウ膜ド』という自作詠唱で防ぼう壁へきを張はるので、それをどうにかして破やぶって下さい」

　何でもないことのようにトピーアが説明する。

　組合員たちの間を、静かな動どう揺ようが駆かけ抜ぬけた。現げん役えきの王国詠唱士と相対するなど、まずない機会である。

「ちなみに、『汝の喚起サンタメデイナ』は使いません。僕個人の魔力のみで、皆さんの詠唱を受けきって見せましょう」

「せ、先生？　本当に大だい丈じよう夫ぶなのですか」

　ヴァングが心配そうに訊たずねる。

　彼がそういう反はん応のうを見せるのも、まあ無理のない話ではある。ここで万が一王国詠唱士が倒たおされてしまったりしたら、とんでもないことになる。

「ええ。これでも『アヴァンタジアの夜明け』に参加した身です。ある程てい度ど場数は踏ふんでいますよ」

　堂々とした受け答えに、ヴァングは不ふ承しよう不ぶ承しようながらも頷いた。

「さあ、それでは始めましょうか」

　余よ裕ゆうたっぷりにそう言い放つと、トピーアは詠唱を始めた。

『その名はディサルヴォ幽ゆう玄げんの唄うた、その名はレヴァサー雄ゆう厳げんの旗はた』

　トピーアの杖つえが、ゆるやかに発光を始めた。零こぼれだした光の粒つぶは、淡あわく明めい滅めつしながらトピーアの体を膜まくのように包み込み始める。おそらくは、クラウスがよく使う光龍防壁ドラゴンウオールと同どう系けい統とうの防ぼう性せい詠唱なのだろう。

『いかなる声も我われを揺ゆるがせること能あたわず。いかなる汚お穢えも我を濁にごらせること能わず。防ぼう起き呑どん嵩すう、陽よう機き尊そん崇すう』

　詠唱を組み上げきると、トピーアは自分の体に杖をもたせかけ両手を広げた。

「さあ、いつでもどうぞ」



    

  
    
      　すぐに詠唱を始める者はいなかった。お互いに、どうしようかと目を合わせるばかりである。

「遠えん慮りよすることはありません。力ちから一いつ杯ぱいかかってきて下さって構かまいませんよ」

　トピーアが促うながしてくる。

『神の怒いかりを光と為なさん、魔ま魅みの左さ柄がらを我わが矢と為さん。通し砕くだきて貫つらぬき破やぶれ。蜂ほう矢し残ざん影えい、劫ごう翅し反はん睨げい』

　それに応じたか、一人の組合員が詠唱を開始した。攻こう性せい詠唱を本ほん職しよくとしていると言っていた男である。

　いくつもの矢が男の周囲に現あらわれ、すかさず凄すさまじい速度でもってトピーアを狙ねらい飛行する。『神の飛矢フライングアロー』と呼よばれるこの詠唱は、魔力を尖とがらせ相手に突つき立てることにより痛いためつける詠唱である。致ち死し性せいはないが、まともに命中すれば怪け我がは免まぬがれない。──だが。

「……そんな」

　男が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　光の矢が、まるでトピーアの体に吸すい込まれるかのように、その姿すがたを消してしまったのだ。

「僕の詠えい唱しようですが、それなりの強度はあるつもりです。ちょっとやそっとの力押しでは崩くずせませんよ」

　トピーアが、得意げに言った。

「ならば、こうすれば……」

　別の男が、詠唱を始める。

『全すべての終しゆう焉えんを我は見る、破は滅めつを統すべて終しゆう演えんを観かん劇げきす。始点と終点はすなわち対ついなり、そして終ついゆえに輝かがやかん。滅めつ路ろ本ほん義ぎ、越えつ魯ろ遜そん偽ぎ』

　男の杖つえから、半はん透とう明めいの奔ほん流りゆうが噴ふん出しゆつした。

　奔流は男の前で一つの形を取る。牙きばを剥むいた犬の顔を持つ猛もう牛ぎゆうである。

『滅びを告ぐ者ドウームセイヤー』という名を持つこの詠唱は、破滅を予言する神ジェレムーの姿を模もした魔力の塊かたまりを操そう作さしてぶつけることにより、相手の防ぼう性せい詠唱を打ち消し無む効こう化かすることを目的とした詠唱である。

　犬いぬ面づらの猛牛は、声のない咆ほう吼こうを轟とどろかせると、トピーアに襲おそいかかった。魔力と魔力が、正面から激げき突とつする。

　顔面から激突した猛牛は、その首から先を失っていた。しかし僅わずかにも臆おくすることなく、更さらに前進を続ける。

　やがて、その姿は完全に消えてしまった。しかし、トピーアの体を包む薄うすい膜まくには一分の傷きずもない。

『滅びを告ぐ者ドウームセイヤー』を詠唱した男が、呆ほうけたように口を開く。まさか、こうも鮮あざやかに防ふせがれるとは思っていなかったのだろう。

「どうしました？　協力してこられてもいいのですよ」

　トピーアが、軽く挑ちよう発はつ的なことを口にする。

　それにつられたかのように、更に数人の組合員たちが詠唱する。それぞれに種類方向性の違ちがう詠唱だったが、いずれもトピーアの防ぼう御ぎよを崩すには至いたらなかった。

　その中には、エルリーもいた。相変わらず、無ぶ難なんな攻性詠唱で済すませている。

「まとめて打ち込こむしかないな」

　一人の組合員が、そんなことを言った。

　確たしかに、一いつ斉せい攻こう撃げきが単たん純じゆんだが一番効こう果か的な方法だ。しかし、クラウスにはそれでもトピーアの防御を崩すことはできないのではないかという予感があった。

　トピーアの詠唱の『堅かたさ』は、正攻法では破れない気がするのだ。時には魔ま獣じゆうと正面切って戦うこともある王国詠唱士なのだから、数人かそこらの詠唱をまとめた程てい度どでは敵かなわないに決まっている。

　そもそも、「全員でかかってきていい」と宣せん言げんした時点で、こういう風な手しゆ段だんを取られることは予よ測そく済ずみなはずである。それでも全員での攻撃を許きよ可かしたということは、きっと対たい策さくなりなんなりがあるということだ。

「ほほう、一斉攻撃ですか」

　やはり、トピーアに動どう揺ようした素そ振ぶりは見られない。

　しかし、クラウス以外の人間はそこまで思い当たっていないらしい。誰だれも彼もが躍やつ起きになってしまっている。

「あの、思うのですが……」

　クラウスは、意見してみることにした。

　しかし、誰も反はん応のうしてくれない。

「あの」

　聞き取れなかったのかと思い、再さい度ど声を大きくして呼びかけてみる。すると、

「なんだ、後にしてくれないか」

「今忙いそがしいの」

　返ってきたのは、うっとうしそうな言葉だった。

　クラウスは黙だまり込む。ひどい対たい応おうだとむっとしたが、考えてみれば無理もないことかもしれない。

　クラウスの詠えい唱しようが、駄だ目めすぎたこと。それが原げん因いんだろう。実力のない人間の話など、聞くに値あたいしない──そういうことに違いない。

　クラウスを放置し、詠唱士たちは一斉攻撃の割わり振りを決めていく。

『群雲焦こがす怒いかりの焔ほのお、滅ほろびにまろぶ愚おろかなものに、等しく裁さばきとその断だん罪ざいを！　紅こう炎えん激げき迫はく、猛もう厳げん易えき爆ばく！』

『空を切り抜ぬく不ふ退たいの翼つばさ、洞ほらを刳くり貫ぬく霧む灰かいの嘴くちばし。その威いその覇は気きその義ぎを称たたえ、ロートは汝なんじを神しん鷹ようと名付く。神鷹従じゆ翔しよう、針しん陽よう授じゆ掌しよう』

　男とエルリーは、互たがいに少し距きよ離りを取った位置へと移い動どうしてから、詠唱を始めた。

　同時に、男の杖つえから燃もえ盛さかる炎ほのおが、エルリーの手から鈍にぶく輝かがやく鷹たかが、それぞれ迸ほとばしり始める。

　他の詠唱士たちが、次々に二人の詠唱に助じよ性せい詠唱を加えていく。

　二人は鍵けん言げんを加え、詠唱を完成させた。

　そんな一連の流れを、クラウスは一歩引いた位置から見ていた。いらぬ手出しをしても、邪じや魔ま者もの扱いされるのが関の山である。

　炎と鷹は、絡からみ合うようにしてトピーアに襲おそいかかる。

　激突の瞬しゆん間かんに目をこらす。何か仕し掛かけがあるはずだ。参加できないなら、せめてそれを見抜くことで、自分の糧かてにしたい。

　トピーアは、動揺した様子も見せず、杖を動かすことさえしなかった。ただ僅わずかに一歩後ろに下がっただけで、増ぞう強きようされた二つの攻性詠唱を受けきってしまう。

「何度でもどうぞ」

　トピーアの言葉には、余よ裕ゆうが溢あふれている。

　その姿すがたを、クラウスは凝ぎよう視しした。どうしても、力ずくで詠唱を押おさえ込んだという風には思えないのだ。

　強化された二人分の詠唱は、かなりの破は壊かい力りよくがあったはずである。それをまともに受け止めるとなると、ある程度の出力を持った防ぼう壁へきが必要になる。

　しかし、トピーアの体を包んでいるそれは、見るからに薄い。ふとしたことで壊こわれそうな脆もろさである。

　再ふたたび、二つの詠唱がトピーアに牙きばを剥むく。

　トピーアは、やはり数歩移動しただけで受け止めてしまった。

　──そうか。そういうことか。

　クラウスの頭で、ランプが明めい滅めつした。

『固き壁かべにも瑕か瑾きんあり、暗き闇やみにも火か錦きんあり！』

　すかさず詠唱する。予測が確たしかなら、急がないと防ふせがれてしまう。

　トピーアの表ひよう情じように、一瞬だけ驚きよう愕がくの影かげがよぎった。クラウスは自分の正せい解かいを確かく信しんする。

『言の葉に宿るその御み魂たま、殊ことの破はとしていざ打ち砕くだかん！　破は言ごん蒙もう等とう、些さ言ごん防ぼう孔こう！』

　トピーアが早口で詠唱してくる。初めて、僅わずかながら杖が動く。

　杖はクラウスの方向に固定され、次の瞬間鈍にぶい棒ぼう状じようの光がクラウスの顔面に激げき突とつした。

「っ……？」

　途と端たん、クラウスの口が痺しびれるような感覚に囚とらわれる。

　詠唱を続けられない。言葉の発し方を、突とつ然ぜん忘わすれてしまったのだ。

　──しまった。

　唇くちびるを噛かむ。トピーアがクラウスに発動させてきたのは、『言の消犯ロスフアーワーズ』だ。

　言葉を紡つむぐことで詠唱を生み出す詠唱士にとって致ち命めい的である、「言葉が発せない」という状じよう態たいを作り出す詠唱である。魔力の方向性が直線的なので、かわす方法はいくらでもあるのだが、すっかりまともに食くらってしまった。

「なにをやってるんだ……不意打ちしようとして返り討うちにあうなんて……」

　呆あきれたような声が聞こえてきた。

　違ちがう、そうではない。必死で否ひ定ていしようとするクラウスだが、言葉が出ないのではどうしようもない。

　クラウスの失敗を合図にしたかのように、攻こう撃げきが収おさまった。組合員たちの顔からは、いずれも闘とう志しが失われている。

「ふむ。そろそろおしまいですか？」

　一つ頷うなずくと、トピーアは詠唱を解除した。

「皆みなさんそれぞれ腕うでは確たしかですが、もう少し発想の転てん換かんが必要ですね。見抜いていたのは──」

　一いつ旦たん言葉を切ると、トピーアはクラウスの方を向いてきた。

「そちらのクラウスさんだけみたいですね。種明かしされると困こまるので『言の消犯ロスフアーワーズ』は講こう義ぎが終わるまで解かい除じよしてあげません」

　教室に、静かな動どう揺ようが走った。





　結局、講義の終しゆう了りようはすぐだった。受付から人が時間を知らせに来たのだ。

「それでは、今日の『助じよ性せい詠唱概がい説せつ第二』はここまでで終了します。先生、最後に何かありますか？」

　ヴァングが、トピーアに訊たずねる。

「そうですね……」

　少し考えてから、トピーアはゆっくりと口を開いた。

「僕ぼくは、王国詠唱士であることを誇ほこりに思っています。まだまだ未み熟じゆく者ものですが、王国詠唱士の名に恥はじない存そん在ざいになろうと日々努力しています。もっともっと自分を磨みがきたいですし、きっとできると思っています。何が言いたいかというと、王国詠唱士になったらそれで終わりってわけじゃなくて、そこから先もずっと大変だよってことです。皆さん、頑がん張ばって下さい。……あぁ、なんだか上う手まく言えないなあ」

　一気に喋しやべってから、トピーアは舌したを出した。

「いやいや、ご立りつ派ぱだと思いますよ。初心を忘わすれずにいらっしゃるのは、とても立派だと思います」

　ヴァングが、トピーアを誉ほめる。

「ふふ、ありがとうございます」

　照れくさそうに微笑ほほえむトピーア。

「さて、それでは皆様お疲つかれ様でした。詠唱士の方の意向もあって、かなり変へん則そく的な内ない容ようになりましたが、結果としては上手くいったと思います。今日の講義で得たことを、今後に活いかして下さいね」

　そう言い残すと、ヴァングは教室から出て行った。

　ぞろぞろと、他の組合員たちも扉とびらへ向かう。

　その中に、エルリーもいた。呼よび止めようとしたが、なにしろ声が出ない。

　エルリーは、まるで存在に気づいていないかのような鮮あざやかさでクラウスを無む視しすると、さっさと行ってしまった。まだ、喧けん嘩かしたことで腹はらを立てているのだろうか。

「あ、そうだ。クラウスさん、『言の消犯ロスフアーワーズ』を解除しておきますね」

　トピーアがとことこと駆かけ寄よってきて、クラウスの口元を杖つえでちょんとつついた。

「……む、喋れる？」

　ようやく声が出せるようになったらしい。失ってみて初めてわかったが、喋ることができないというのは大変不便である。当たり前のことだが、実はとても幸せなことだったのだ。普ふ通つうであることの素す晴ばらしさをしみじみと感じるクラウスであった。

「ごめんなさいねー。まさか見み破やぶられるとは思ってなくて、つい本気になってしまいました」

　トピーアが舌を出す。なんとも子こ供どもらしい仕草である。

「いや、そのことは別にいいんですけど……」

　喋ることができずずっと溜ため込こんでいた疑ぎ問もんを、クラウスはぶつけることにした。

「トピーアさん、やっぱり『魔力漸減サプレツサー』と『魔力漸増ブースター』を使って一点に魔力を集中させてたんですか？」

　トピーアは、にやりと笑った。

「ご明察です。正直なところ、見破られるとは思ってませんでした」

　やはりそうか。クラウスの胸むねを、安あん堵どにも似にた感覚が通り抜ぬける。やはり、自分は間ま違ちがってなかったのだ。

「どこで気づきましたか？」

　トピーアが、首を傾かしげて訊ねてくる。

「詠えい唱しようを受けるときに、トピーアさん動いてらっしゃったでしょ？　それを見て閃ひらめいたんです」

　トピーアは、詠唱を受けるとき、常つねに自分の前面で受け止めるようにしていた。動きが大変小さかったので、クラウス以外の誰だれ一人として気づいていなかったのだが。

「うーん……ばれないようにやったつもりだったんですが。よく気づかれましたね」

　残念そうな苦く笑しよう。なんとなく、今のトピーアはいたずらがばれた悪ガキのようにクラウスには見える。

「『魔力漸減サプレツサー』とかっていうのは、普通二つの詠唱を同時発動させているときの魔力の配分を割わり振ふるのが一いつ般ぱん的な使い方じゃないですか。だから、半信半はん疑ぎだったんですけど……」

　クラウスの言葉に、トピーアはそうでしょうねと頷うなずく。

「一つの詠唱で魔力を移い動どうさせるのは、普通ではないことです。元々どちらの手法も同時発動を前ぜん提ていとして作られたものですからね」

　詠唱教室でのことを思い出す。ターヤに『魔力漸減サプレツサー』などの説明をしたときも、クラウスはごく自然に二つの詠唱を同時に発動させていた。

「『護シりユのラ皮ウ膜ド』が自作詠唱だったのも大きかったかな。きっと、よほど高い能のう力りよくを持った詠唱なんだーなんて思っちゃって、他の可か能のう性せいが考えられなくなっちゃったのかも。本当は、上じよう限げん出力だけで言うと光龍防壁ドラゴンウオールと一いつ緒しよかそれより低いくらいなんですけどね」

　クラウスは驚おどろいた。王国詠唱士の使う自作詠唱とくれば、強力だと考えるのが普通である。それが、クラウスでも使えるような詠唱とそれほど変わりがないとは、にわかには信じ難がたい。

「……ああ、そうだ」

　突とつ然ぜん、何かを思い出したかのようにトピーアが手を打った。

「クラウスさん、こういう場で手を抜くのは感心できません」

　そして、きっと睨にらみつけてくる。

「クラウスさんが本気を出せば、僕なんて目じゃないじゃないですか」

「へ？」

「あの時の詠唱、あんな掟おきて破やぶりな詠唱を使っておいて、とぼけないで下さい」

　どうしたことか、トピーアは怒おこっているらしい。

「なんのことだか……」

　あの時の詠唱と言われても、さっぱり思い当たる節がない。

「もう、とことんしらばっくれるつもりなんですか」

　トピーアが、指をクラウスに突つきつけてきた。

「ヤルヴァの森であなたが使った限定型地帯制圧詠唱マスターマインドのことです！　月を触しよく媒ばいにしてましたよね！　ちゃんと覚えてるんですから！」

「な、なんでそれを」

　クラウスの脳のう裏りに、一つの光景が鮮せん烈れつに蘇よみがえる。

　立ち上る光の柱。その中に囚とらわれた少女。高笑いを響ひびかせる一流詠唱士。それら全すべてを見守る白い月──

「やっぱり、やってきてすぐにやられちゃった人のことなんて覚えてないんですね。まさかいきなり『禍蛇の葬送スネイクバイト』でくるなんて思ってなかったなんて言ったら、言い訳わけがましすぎるけど」

　ようやく、クラウスは思い当たった。

「あの時の、王国詠唱士の人だったんですか」

「……覚えられてはないだろうなー、とは思ってましたけど。ここまで完かん璧ぺきに忘わすれられてると、涙なみだも出ないや」

　哀かなしそうにトピーアが溜ため息いきをつく。

「あ、別に、そういうわけでは……」

「嘘うそです。今さら誤ご魔ま化かそうとしないで下さい」

　クラウスの言い訳は、ぴしゃりと却きやつ下かされた。

「そりゃあ、挨あい拶さつしたわけでも自じ己こ紹しよう介かいしたわけでもないけど」

　トピーアが、がっくりと肩かたを落とす。

「一方的に憧あこがれてただけだってのは、やっぱり寂さびしいなあ」

「憧れる……？」

　予想だにしない単語に当とう惑わくするクラウスに、トピーアはむすっとしたまま頷いた。



    

  
    
      　第四章　八つ裂ざきオーウェンス　The Ripper






　いつものごとく、日が暮くれると『ハンネマン』はがやがやとした喧けん騒そうが充じゆう満まんする。

　その熱気の片かた隅すみに、クラウスとトピーアはいた。二人の前には、残り僅わずかになったエルガが並ならんでいる。

「こういうお店入るの初めてなんですけど、楽しいですね」

　トピーアが、そう言って笑った。

「同どう僚りようさんと来たりしないんですか？　仕事の打ち上げとか」

　講こう義ぎが終わった後、クラウスは何か食べようと『ハンネマン』へと向かったのだが、なぜかトピーアがついてきてしまった。なので、こうしてエルガ片手に雑ざつ談だんしているというわけである。

　彼が言うには、本来なら色々と仕事があるのだが、たまには息いき抜ぬきをしたいということなのだそうだ。

「ないですねー。みんな僕が子こ供どもだって言って、お酒が出るところには連れて行ってくれないんです。王国詠えい唱しよう士しになって三年になりますけど、打ち上げの時はいっつも『キャンディス』みたいな料理店なんですよ」

「ふむ。なるほど。……トピーアさん、いくつなんですか？」

「十五歳さいです」

　やはりというべきか、大変若わかい。

「……って、ちょっと待てよ」

　クラウスは震しん撼かんすべき事実に気づいた。ついさっきトピーアは詠唱士になって三年経たつとか言っていたはずだ。と、いうことは。

「それだと試験通ったのが十二歳の時のことじゃないですか！　それって……」

「はい、一いち応おう最年少記録ってことになってます。そうたいしたことじゃないですけどね」

　トピーアが謙けん遜そんする。

「いやいやいや、とんでもないことじゃないですか」

　長らく、最年少記録を保ほ持じしていたのは、現げん在ざい最上級階かい層そうとして活かつ躍やくしている『隻せき腕わんの防ぼう壁へき』レパード・アレンだった。十六歳というその記録を打ち破やぶったのが、クラウスの兄で、当時十五歳だったミヒャエル・マイネベルグである。

　その記録が塗ぬり替かえられたのが、三年前。弱じやつ冠かん十二歳という若さで一人の少女が王国詠唱士の肩かた書がきを手にすることに成功したのだ。兄の記録が塗り替えられたことはもちろん、うだつの上がらない自分とのあまりの差に強く打ちのめされたので、よく覚えている。

「……あれ？」

　ひとしきりびっくりしてから、おかしなことに思い当たる。クラウスの記き憶おくが確たしかなら、十二歳で試験に通ったのは「少女」だったはずだ。

「どうしたんですか？」

　トピーアが、怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

　その素そ振ぶり、顔つき、どれをとってもクラウスにはトピーアが少年であるようにしか見えない。

「あの、聞きにくいことなんですけど……」

　ためらいながら訊たずねようとする。と、それだけでトピーアはわかってしまったらしい。

「……やっぱり僕ぼくって。あーあ」

　上うわ目め遣づかい、不ふ機き嫌げんそうな視し線せん。

「クラウスさん、僕一応女の子なんですけど」

「うー、あー、えっと……」

　嫌いやな汗あせが吹ふき出してくる。気まずい、気まずすぎる。

「いいんですいいんです。みんなみんな間ま違ちがえるし。全然気にしてませんよーだ」

　拗すねていることが丸分かりである。クラウスは弱りきってしまった。

「その、うーん……」

　困こまっていると、トピーアが笑い出した。

「冗じよう談だんですよ、冗談。クラウスさんはいい人ですね」

　からかわれたらしい。こんな子供にしてやられるとは、我われながら情なさけない。

「ところでクラウスさん、その杖つえ見せて頂いただけますか」

　テーブルに立てかけてあったクラウスの杖を見ながら、トピーアが言った。

「ああ、別にいいけど」

　杖を渡わたすと、トピーアは目を輝かがやかせた。向きを変えたり、角度を変えたりして、ためつすがめつ眺ながめている。

「ファトラ・ヒューズですね。業わざ物ものだなあ」

　うっとりしたように溜ため息いきをつくトピーア。

「まあ、譲ゆずってもらったものなんですけどね」

「ヒューズを譲って下さったのですか！　どなたか知りませんが、気前がいいんですね」

　目を丸くするトピーアに、クラウスは曖あい昧まいな笑え顔がおを浮うかべて見せた。

「何というか、いわゆる形見みたいな感じで」

　クラウスの使っている杖は、龍りゆうの討とう伐ばつに従じゆう軍ぐんした際さいに受けた傷きずがもとでこの世を去った兄から、死の床とこで譲り受けたものである。

「あ、そう、なんですか……」

　しまったというような顔つきで、トピーアがうつむく。

「ごめんなさい、お返しします」

　なんだか可哀かわい想そうになってきた。彼女が気まずい思いをするのは分からないでもないが、そう自分を責せめることもない。

「トピーアさんの杖は、やっぱり銘めいがあるんですか？」

　杖を受け取りながら、クラウスはそんなことを言ってみた。

　クラウスにしてみれば、杖が好きそうだし軽く空気を変えることができれば──くらいのつもりだった。

「僕のはワーウィックなんです。ハロルド・ワーウィック」

　しかし、その効こう果かはクラウスの意い図とを遥はるかに凌りよう駕がしていた。

「ワーウィック自体は別に助じよ性せい詠唱に特化しているわけじゃないけど、調整次し第だいでは十二分に力を引き出せるんですよ」

　自分の杖を抱かかえながら、トピーアが凄すさまじい勢いきおいでしゃべり出す。

「非接続型スルーネツクだから、高出力の詠唱も違い和わ感なくこなせますし、魔ま力りよくが杖の内部で共鳴することも随ずい分ぶんと減へります。見た目より重いのが玉に瑕きずなんですけど、先せん端たん部分の装そう飾しよくがかっこいいんでそこは相そう殺さいかな」

　クラウスは確かく信しんする。この少女、杖が好きなどという次元を越こえている。完全な、杖おたくである。

「内蔵式アクテイブと外部依存式パツシブの切り替かえも簡かん単たんで、個こ人じん的には助性詠唱専せん門もんのスペクター辺りにもひけをとらないと思っています」

　すっかり窮きゆうしてしまった。クラウスが興きよう味みを示しめすような素振りを見せたので、火がついてしまったのだろう。

「お話が盛もり上がってるところ悪いんだけどー」

　突とつ如じよ、別の声がトピーアの言葉に割わり込こんできた。腰こしを折られたトピーアが、不満げに杖をテーブルに立てかけ直す。トピーアには悪いが、助かったと思う。

「あんたたち、長なが居いするならちょっとくらい追加注文しなさいよね。エルガ一杯ぱいでずっと粘ねばろうなんて、お姉ちゃんが許ゆるしてもあたしが許さないんだから」

　イルミラだった。トレイを小こ脇わきに挟はさみ、腕うでを組んでいる。

「そうだな、じゃあ俺おれはもう一杯エルガをもらうよ。ちょっと熱めでね。トピーアさんはどうしますか？」

「僕も同じので。……あと、クラウスさん」

「なんですか？」

　トピーアが、ちらちらとあちこちに視し線せんを泳がせながら、普ふ段だんより妙みように小さい声で話しかけてきた。

「……言こと葉ば遣づかい、そんなに丁てい寧ねいにしなくていいです。僕、年下なんだし、組合の外じゃ講こう師しも何もないじゃないですか」

「は、はあ」

「あと、僕のこと、トピィって呼よんでもらえますか？　……周りの人は、そう呼んでくれるので」

「ええ、わかりましたトピーアさん」

「…………」

「……うん、わかったよトピィ」

　面めん食くらってしまう。いきなり、何があったというのか。

「エルガ二つね」

　イルミラが、注文表をテーブルの上に置く。

「そっちの男の子、誰だれ？　見ない顔だけど？」

　イルミラもやはり気づかなかったらしい。まあ、無理もない話だ。ルドルフでも見分けられるかどうか怪あやしいくらいである。

「僕、女の子なんですけど」

　不ふ快かいも露あらわにトピーアが否ひ定ていする。

「え、そうなの？　ごめんごめん」

　特に慌あわてた様子もなく、イルミラが謝あやまる。と、次の瞬しゆん間かんその表ひよう情じようが悪あつ鬼きのように変化し、

「じゃあ何？　クラウスあんた女の子とエルガ片かた手てに長時間にわたって談だん笑しようしてたってわけ？」

　どうしてこういう風になるのだろう。クラウスは真しん剣けんに悩なやむ。

「僕がお願いして、勝手についてきただけです。ちょっと、クラウスさんに憧あこがれてて……」

「憧れてる。ふーん。へー」

　一度こうなってしまったイルミラを説得する手段は皆かい無むに等しい。一体どうして怒いかり出すのかその仕組みは未いまだ謎なぞだが、何を言っても逆ぎやく効こう果かだということだけは理り解かいしているクラウスである。

「……何よ、好きにすればいいじゃない。知らないんだから」

　一いち応おう理り性せいが勝利したか、限かぎりなく捨すて台詞ぜりふに近い言葉を残しつつイルミラは部屋の奥おくへと去っていった。

「クラウスさん」

　クラウスがほっとしながらイルミラの背せ中なかを眺ながめていると、トピーアが話しかけてきた。

「あのウェイトレスと、どういう関係なんですか？」

「あの人、ってイルミラのこと？」

「確たしかヤルヴァの森にもいましたよねあの人。仲良かったり、するんですか？」

　なぜか不安そうに、トピーアが見上げてくる。指先で、首からかけた『愚者の鎖バスタードチエイン』をごそごそといじっている。

「え？　いや、どうだろう。仲がいいといえばいい、よくないこともあったりなかったり」

「付き合ってたり、するんですか？」

「へ!?」

　なぜ、今のやりとりからそんな風に話を飛ひ躍やくさせることができるのか。

「違ちがうんですね」

「そ、そりゃそうに決まってる。当たり前じゃないか、何をいきなり」

「なるほど」

　トピーアは、安心したように頷うなずいた。

「それなら、僕にもまだ頑がん張ばりどころがあるのかな」

「頑張る？　何を？」

「何をって──」

　トピーアが何か言いかけたが、その言葉は凄すさまじい轟ごう音おんにかき消された。

「な、なんだなんだ」

　クラウスはたまげた。それまで各おの々おの酒と会話に興きようじていた他の客たちも、何事かとクラウスたちの方を向いている。

　轟音の発はつ生せい源げんは、クラウスたちのテーブルだった。

「お待たせしました。エルガ二人前です」

　イルミラが、クラウスの前にコップを置いている。どうしてコップを置くだけであんな桁けた外はずれの音がするのだろうか。

　続けて、トレイに載のせたもう一つのコップをトピーアの前に置いた。こちらは普通である。

　無言で、イルミラとトピーアが視し線せんを交かわした。どちらの視線も、挑ちよう戦せん的てきで攻こう撃げき的だ。

　しばしの間静せい寂じやくが流れた。『ハンネマン』にいる人間のおそらく全すべてが、ただの一言も発していない。

　どれくらいの時間が経たっただろうか。二人はどちらからともなく視線を外した。

　イルミラがテーブルから離はなれていく。

　よく分からないが、深しん刻こくな事じ態たいに発はつ展てんすることは避さけられたらしい。クラウスは冷や汗あせを拭ぬぐった。他の客たちも同じ感想を持ったようで、徐じよ々じよに会話が店内へと戻もどってくる。

「は、ははは。イルミラも、怒おこりっぽいけど話してみれば意外といい奴やつかもしれないよ？」

　自分でもよく分からないことを言いながら、クラウスは湯気をもうもうと立てるコップに手を伸のばし、

「ぐわあ!?」

　すかさず手を引っ込めた。

　指がじんじんする。ひたすらに痛いたい。少し膨ふくれ始めているところからみて、火傷やけどしたのだろう。

　コップを覗のぞき込むと、中身がぼこぼこと音を立てて沸ふつ騰とうしていた。熱いのがうまいとされるエルガだが、ここまで加熱してしまっては話にならない。

　クラウスは飲むのを諦あきらめた。まあ、待っていればそのうち冷さめるだろう。

「エルリーちゃん、こっちの注文もとってくれよぅ」

「俺も俺もー」

「少し待たれい。そう一度に話しかけられても困こまるというものだ」

　腕うでを組んで熱湯を眺めていると、そんなやりとりが耳に入ってきた。

　首を捻ねじ曲げる。

　すると、エルリーが忙いそがしく注文を取って回っているのが見えた。

「セイム鳥の煮につけと、マルムス丼どんであるな。マルムス丼は大おお盛もりでよいのか？」

「うんうん。あ、そうだ。エルガは熱めでねー」

「うむ。ではしばし待っておれ」

　その姿すがたは、控ひかえめに言っても、素す敵てきだった。恥はずかしい表ひよう現げんを使えば──見とれてしまった。

　初めて会ったときのエルリーは、浮うき世よ離れしていた。どこかが完全に乖かい離りしていた。違ちがう世界にいた、と言っていい。

　しかし、今はただ単にずれているだけである。あくまで現代の範はん疇ちゆうに収おさまった上で、変わっているにすぎない。

　そのずれが、クラウスにはひどく魅み力りよく的てきに映うつった。

　そして同時に、そんなエルリーといつの間にか険けん悪あくになってしまっていることに、言いようのない寂さびしさをおぼえてしまう。

　注文をとったエルリーは、店の奥おくへと軽かろやかな足取りで消えていった。その姿を、クラウスは首を動かし体をひねり追いかける。

「あのウェイトレスさんは、確たしかヤルヴァの森で任意起動型閉鎖結界デイサモニア・マンデイに封ふうじられていた人ですよね」

「あ──うん、そうだね」

　慌あわててトピーアの方を振ふり向く。そんな必要はどこにもないはずなのに、心しん臓ぞうがばくばくと激はげしく拍はく動どうしている。

「クラウスさんは、あの人を助けようとして開放型地帯制圧詠唱マスターマインドを発動させたんですね。強きよう烈れつな詠唱残留アフターシヨツクをもいとわず」

「そう、なるのかな」

　実のところは、あれは詠唱残留アフターシヨツクではなく魔ま力りよくを使い果たして一時的に『魔力減少ジエイデツド』に近い状じよう態たいにあっただけなのだが、まあ大おお筋すじでは変わりはない。



    

  
    
      「そういう、ことなんですね」

　トピーアは、ひどく哀かなしそうな顔をした。

　混こん乱らんさせられる。十五歳さいという年ねん齢れいからは考えられないほどに、トピーアの表ひよう情じようは大人びている。

「えと、そういえばさ」

　クラウスは、何を話すのかも決めずに口を開いた。

「仕事は、今どんな感じ？　忙しい？」

　上う手まい具合に、言葉が続いてくれる。

「ええ、ちょっと大変な事じ件けんが起こってて」

　トピーアは、もう元の少年のような少女に戻っていた。

「大変な事件？」

「はい。八つ裂ざきオーウェンス、って知ってますか？」

「それは──」

　誰だれかが言っていた。百年以上前の殺さつ人じん鬼きが現代に甦よみがえり、再ふたたび凶きよう行こうに及およんでいると。

「やっぱり、ある程てい度どはご存ぞんじみたいですね」

　少し待て。クラウスの内心に、恐きよう怖ふにも似にた感情が巻まき起こる。

　この話し方。この話し方では、まるで──

「あまり大きな声では言えませんが、八つ裂きオーウェンスを彷ほう彿ふつとさせる手法で傷しよう害がい事件が立て続けに起こっています」

　ギルビーが言っていたことは、間違っていなかったというのか。

「可か能のう性せいとしては──あくまで可能性ですが、八つ裂きオーウェンスの復ふつ活かつという事態も、考えられなくはありません」

「そんな、そんなことって──」

　八つ裂きオーウェンスは、王おう国こく暦れき七百二十一年に当時の王国警けい察さつにより逮たい捕ほされ、異い例れいの早さでもって死し刑けい判はん決けつを下され、その通り名さながらに八つ裂きにされた。コティペルト王国の歴史でも珍めずらしい公開処しよ刑けいだったため、目もく撃げき者は多い。生きているという可能性は、万に一つもありえない。

「ええ、確かに八つ裂きオーウェンス──本名ティムル・オーウェンスは百年以上前にこの世を去っています」

　クラウスの内心を読んだかのように、トピーアが言う。

「しかし、たとえ死んでいたとしても、甦る方法は存そん在ざいするんですよね」

「待って、待ってくれ」

　手を振ふって、クラウスは話を中ちゆう断だんさせた。まずいことに気づいたのだ。

「どうしたんですか？」

「その、いいのかい？　俺みたいな民間人に詳くわしく話しちゃって。トピーア……いや、トピィの立場がまずくなるというか」

　クラウスの言葉に、トピーアは苦く笑しようした。

「まあ、確かにそうなんですけどね。でも、クラウスさんなら別に話しても大だい丈じよう夫ぶかな、なんて思って」

　信しん頼らいされているのだろうか。嬉うれしいことは嬉しいが、なんとも言えない居い心地ごこちの悪さも同時に感じる。

「実を言うとですね、捜そう査さがちょっと暗あん礁しように乗り上げ気味なんです。警察の方たちも頑がん張ばって下さってるみたいなんですが、どうにも結果が上げられなくて」

　そういえば、毎日のように『ハンネマン』にやってくるルドルフの姿すがたを今日に限かぎって見かけない。この前出くわしたときも、考えてみれば忙いそがしそうだったと言えないこともない。

「ヤルヴァの森で活かつ躍やくしたクラウスさんなら、何か指標になりそうなことが引き出せるかな、なんて思いまして」

　また過か剰じように評ひよう価かされている。ここまでくると、何か作さく為い的なものさえ感じてしまう。

「クラウスさんが嫌いやだと言われるなら、もう話をやめますが……」

　どうしようか。正直なところ、聞いてしまっても何がどうなるわけでもなさそうである。

「ううん。聞かせて」

　しかし、クラウスはそう答えた。やはり、気になる。

「なら、話を続けますね」

　トピーアは、いつの間にかまた別人になっていた。幼おさなさを残した中性的な少女は、冷れい徹てつ極きわまりない王国詠えい唱しよう士しに変へん貌ぼうしている。

「一つ目の可能性としては、幽ゆう霊れいとして甦ること。

　この場合被ひ害がい者しやの傷きず口ぐちに特とく殊しゆな波長の魔ま力りよくが残るのですぐわかります。しかし、今回の事件の被害者の傷口はいずれも普ふ通つうの刺し傷しようや創そう傷しようでした。幽霊だという確かく率りつはないに等しいです」

　喋しやべるときの癖くせだろうか、トピーアは指でテーブルをとんとんと叩たたいている。

「クラウスさんは、『殯の魔霧フユーネラルフオツグ』という詠唱をご存じですか？　『清毒の調べヴエノム』の変形というか亜あ種しゆなのですが。その名の通り、発動時に副作用として魔力が霧きり状じように散さん布ぷされるという特とく徴ちようがある詠唱です」

　確たしか、失われた生物を一時的に実物に近い形で甦らせるという掟おきて破やぶりの詠唱だったはずだ。構こう築ちくの元になるのは魔力であり、実物に大変近い形で再さい現げんできるらしい。理り論ろん上じようは可能だが、実じつ際さいに発動させることは限りなく不可能に近いと、何かで読んだことがある。

「そうですね。間違いはありません」

　クラウスの説明に、トピーアは頷うなずいた。

「発動の条じよう件けんとして、狭きよう範はん囲いの閉鎖型結界ハーレムスキヤーレムと再構築する対象の魔力を多量に帯びた遺い留りゆう物ぶつが必要となります。その条件を満たしてなお、高度な詠唱構築能力とかなりの魔力、更さらに詠唱に対する使用者の適てき性せいが必要とされます。詠唱を作った張ちよう本ほん人にんであるグリシュ・ニモス以外には発動させることができた人間さえいないとまで言われていますね」

　高度な能力、高い魔力。そこまでなら、達成できる人間はいくらでもいる。しかし、適性ばかりはどうにもならない。相あい性しようとか適性とかという不公平にして絶ぜつ対たい的な基き準じゆんは、今なお詠唱士たちの悩なやみの種だったりする。

「この『殯の魔霧フユーネラルフオツグ』を使用すれば、八つ裂ざきオーウェンスの復ふつ活かつは絵空事ではなくなります」

「それでも、やっぱり……」

　ありえることではないような気がする。

「ええ、おっしゃりたいことは分かります」

　トピーアが、またしても会話の先を取った。相手の言わんとすることが言葉になる前に分かってしまうらしい。頭の巡めぐりがいい証しよう拠こだ。

「狭範囲にせよ、結界を作動させる場合はその準じゆん備びが必要になります。地面に魔ま術じゆつ文字を書くとか、あらかじめ魔力を仕し込こんだ呪じゆ符ふを仕掛けておくとか。人通りの多いクレメンテ通りに、誰だれにも気づかれないようにそうすることができるかどうかは疑うたがわしいです」

　それでもですね。言いながら、トピーアが懐ふところに手をやる。

「これ、まだ試用中のものなんですけど」

　小さな石のように見えるものを、トピーアは取り出した。

「『魔精石グラインダー』っていって、残ざん留りゆうしている魔力を分ぶん析せきしてその魔力の持ち主を調べる道具です」

「へえ、そんなものがあるのかい」

「先月の終わり頃ごろ、とある王国詠唱士の方が開発したんです。まだ少し問題はありますけど、十分実用に耐たえる水すい準じゆんの出来ですね」

　大した発明である。魔力の分析というと、これまで最上級階層マジエステイくらいしか出来なかったことだ。

「そうだ、最上級階層マジエステイの人たちはどうしてるの？」

　ふと、そんなことに思い当たった。

　王国詠唱士の中でもずば抜ぬけた能のう力りよくを持ち、国王から特別に爵しやく位いを下か賜しされた一流の中の一流たち。彼ら彼女らがいれば、こんな事じ件けんなどすぐに解かい決けつするのではないか。

「大半は王国のあちこちに派は遣けんされてます。今、確か国王陛へい下かがゾナータ地方だったかを巡じゆん幸こうしてらっしゃるはずですから、その護ご衛えいにも何人かついて行ってるはずですし。残りの人は、休養中だったか音信不通だったかですね」

　有能な人間は忙いそがしいということだろうか。そのわりには音信不通など謎なぞな単語も聞き取れたのだが。

「あの人たちに頼たよらなくても、解決できないといけないんです。今回の事件は、そのいい機会ですし。……僕ぼくたちは、おまけなんかじゃない」

　トピーアの言葉に、クラウスは王国詠唱士内部の複ふく雑ざつな事じ情じようを垣かい間ま見みた気がした。

「ええと、その『魔精石グラインダー』で何が分かったの？」

　しかし、深く聞くことはしなかった。そうするべきではないように思えたからだ。

「ごめんなさい、話が逸それましたね。……この道具を使って分かったことは、事件現場にはいずれも特とく異いな波長の魔力が残っていたということです。一いつ般ぱん的な詠唱とは、明らかに異ことなっていました。もちろん幽ゆう霊れいのそれとは違ちがいますよ」

　普ふ通つうではない魔力が検けん出しゆつされたからといって、直ちに『殯の魔霧フユーネラルフオツグ』と断だん定ていすることはできない。しかし、推すい測そくは多少なりとも強化される──そんなところだろう。

「それ以上のことは、分からないんですけどね」

　残念そうに、トピーアが言う。

「違う観点から、調べてみたりは？」

　思いつくままに、そんなことを口にしてみた。具体的に、どういう考えがあるわけでもないが。

「さすがクラウスさん。視し界かいが広いですね」

　適てき当とうに言ったことを、トピーアは過か大だいに解かい釈しやくしたようだ。頭の良さが災わざわいしている。

「実は、僕が今日組合にでかけたのもそれが目的だったんですよ」

「へえ」

　我われながら、間の抜ぬけた相あい槌づちである。

「今回の事件、被ひ害がい者しやはみんなあの組合の組合員なんです。組合側は、関かん与よを強く否ひ定ていしていますが」

　ギルビーの話が思い出される。彼も、似にたようなことを言っていたはずだ。

「警けい察さつの立ち入り捜そう査さという方向でも考えられていたそうですが、無理にほじくり返そうとしては、かえって隠かくされてしまうかもしれない。万が一違っていると色々ややこしいですし。そこで、僕ら詠えい唱しよう士しが講こう義ぎという建たて前まえで潜せん入にゆう捜査を行っています」

「なるほど。それで、何か収しゆう穫かくは？」

　トピーアが微び妙みような表情になる。

「大してありませんでした。他の人たちも、特に手て応ごたえはなかったそうです。……そうだなあ、強しいて言うなら」

　トピーアが、再ふたたび懐ふところに手を入れた。出てきたのは、以前クラウスが見たことのある組合のチラシだった。

「このチラシ、どう思いますか？」

　唐とう突とつな質しつ問もんである。

「うーん……」

　何の変へん哲てつもない、ただのチラシに見える。

「何の変哲もない、ただのチラシに見えますよね。でも──」

　言いながら、トピーアはチラシをテーブルに置き手をかざした。

『隠された欺ぎ瞞まんを晒さらしあげん、失なくされた衣い冠かんを晴らしあげん』

　短い詠唱。効こう果かの限げん定ていされた、準じゆん助じよ性せい詠唱である。クラウスが家にかけている簡かん易い結界も、同じ準助性詠唱だったりする。

　トピーアの詠唱に呼こ応おうするように、チラシに変化が現あらわれた。

「これは……」

　チラシに、蛍けい光こう色しよくでぼうっと陣じん形けいらしきものが浮うかび上がる。

「もしかして、『深水の操り糸マインズサブコンシヤス』かな？」

「そうです。見る者の無む意い識しきに訴うつたえかけて興きよう味みを惹ひきつける、小型の魔ま法ほう陣じんですね」

　そう言えば、エルリーがチラシを見ながら何か言っていたような気がする。このことに気づいていたのかもしれない。

「でも、こういうものを仕込むのって割わり合あい常じよう套とう手しゆ段だんじゃないですか？」

　特に、目くじらを立てるほどのことには思えない。多少ずるいようにも感じられるが、企き業ぎよう努力というものの一いつ環かんではないだろうか。

「そうなんですけどね。なんかひっかかるんですよね」

　トピーアが腕うでを組む。王国詠唱士の勘かんとでもいうようなものが、彼女の思考に干かん渉しようしているらしい。

「なんて言うか、ただこれだけじゃなさそうっていうか……」

「お取り込み中、申し訳わけないんですが」

　二人の会話が、柔やわらかい女性の声に中ちゆう断だんさせられた。

「あ、レシーナさん」

　レシーナがテーブルの側そばに立っている。

「そろそろ、店を閉しめる頃ころ合あいなんですよ」

　はっとして周囲を見回してみる。沢たく山さんいた客は、いつの間にか一人もいなくなっていた。どうやら、大分長いこと話し込んでいたらしい。

「ごめんなさい。なんだか楽しくて……」

　申し訳なさそうに、トピーアが謝あやまる。と、その表情がみるみるうちに変化し、

「しまった、やっちゃった！　今日は次の詠唱学会についての打ち合わせがあるんだった……どうしようどうしよう。場所は協会本部だし……」

　冷静で論ろん理り的な王国詠唱士の姿すがたは、今や見る影かげもなかった。

「あらあら」

　レシーナが苦く笑しようする。

「……うん、今からでも行くしかないな。クラウスさん今日は本当にありがとうございました！」

　杖をひっつかむと、脱だつ兎とのような勢いきおいでトピーアは店から飛び出していった。

「ふふ、面おも白しろい女の子ね」

　レシーナが笑う。

「あれ、レシーナさん分かったんですか？」

　分かったんですかという言い方も失礼だが、本人がいるわけでもない。

「分かるわよ。鍵かぎは、そうね……」

　レシーナはまた笑った。今度の笑え顔がおには、なんとなく意味深な色合いがある。

「鍵は……？」

　気になる。一体、どういう点からトピーアの正体を見み抜ぬいたのか。

「ふふ、やめておきましょうか」

　ずっこけそうになった。思わせぶりな態たい度どを取っておいて、それはないのではないか。

「まあ、殿との方がたには窺うかがい知れないことなのかしらね」

　それだけ言って、レシーナはテーブルから離はなれた。

「なんなんだ……？」

　テーブルの上に視し線せんを戻もどす。煮にえ湯が注がれていたコップが目に入った。かなりの間話したのだし、もう冷めているだろう。

　そう思い、クラウスはコップを手に取ろうとした。

「……あれ？」

　コップが動かない。まるで、その場に貼はり付いているかのようだ。

　しばらくコップと格かく闘とうしてから、謎なぞが解とけた。テーブルにめり込んでいるのである。これは尋じん常じようではない。

「ほら、もう片かた付づけるよ。ちっとも飲んでないじゃない」

　言いながら、イルミラがコップを軽々とテーブルから引き抜いた。クラウスがどんなに頑がん張ばっても抜けなかったのは、一体なんだというのだろう。

「……まあいいや。帰るかな」

　とりあえず代金だけおいて、椅い子すから立つ。

「ありがとうございました。またどうぞ」

　形ばかりの挨あい拶さつをしてくるイルミラに適てき当とうな会え釈しやくをすると、クラウスは店から出た。





　日の暮くれたクレメンテ通りは、死んだように静まりかえっていた。

　人の気配というものが全くしない。動物的野や性せい的な感性にはとんと縁えんのないクラウスでも、はっきりそう感じ取れるほどに。

　八つ裂ざきオーウェンスの手口は、日が暮れた暗い街を徘はい徊かいし、一人で歩いている人間を背はい後ごから襲おそうというものだった。今のクラウスは、うってつけの獲え物ものである。

　いびつに欠けた月に照らされた通りは、そのまま凍こおり付いてしまうほどに寒々としていた。殺さつ人じん鬼きが復ふつ活かつするには、おあつらえ向きの情じよう景けいである。

　振ふり払はらおうとすればするほど、妄もう想そうが強くなる。血を流して倒たおれる自分と、それを見下ろす通り魔ま。そんな光景が、いやに現げん実じつ味みを伴ともなって頭の中を駆かけめぐる。

　知らず知らずのうちに、急ぎ足になっていた。早く、家に帰りたい。

　床ゆかが抜けていようとおんぼろだろうと、今のこの通りにいるよりはずっとマシである。手から汗あせが滲にじんで、持っている杖つえが滑すべりそうになる。家のベッドが無む性しように恋こいしい。一いつ瞬しゆんたりとも、こんなところにはいたくない──

　──足音がした。

　体温が一気に下がる。頭の中だけが焼け付くように熱い。

　必死で自分を落ち着かせようと試みる。別に、この足音が八つ裂きオーウェンスのものだと決まったわけではない。単なる通りすがりの人間だということも、十分にありえるではないか。

　──足音が、同じ方向についてくる。

　試みは失敗に終わった。恐きよう怖ふが心しん臓ぞうを鷲わし掴づかみにし、混こん乱らんが首を絞しめ上げる。

　ほとんど発作的に、クラウスは路ろ地じ裏うらに飛び込こんだ。

　上手い具合に、路地裏にはごみとして捨すてられたと思われる木箱の山があった。すかさずその箱の陰かげに隠かくれる。

　足音は、路地裏の前で止まった。見失ってくれたのだろうか。そうであってほしい。

　しかし、その祈いのりは即そく座ざに否ひ定ていされた。足音は、路地裏へと入ってくる。

　己おのれの軽けい率そつさを悔くやむ。隠れたつもりが、かえって自分から逃にげ場をなくしてしまったのではないか。

　一歩、また一歩。足音が近づいてくる。

　何か詠えい唱しようをぶつけるべきか、それとも逃げ出すべきか。混乱しきった頭は、そんな簡かん単たんな判はん断だんさえ下せなくなっていた。なんだか、前にも同じことがあったような気がする。

　足音が、木箱のすぐ側で止まった。クラウスは息を潜ひそめる。

　静けさ。鼓こ動どうが、クラウスの体内で反はん響きようする。この音が聞こえてしまうのではないか、そんなありもしない不安が湧わき出てくる。

「……あれ？　クラウスー？」

　足音の主が声を発し、クラウスは思わず脱だつ力りよくした。

「おかしいな、こっちに来たはずなんだけど……」

　イルミラだった。

「もう。最近変な話聞くし、早く見つけたいのにな」

　勘かん弁べんしてくれよ。口の中でそう呟つぶやき、クラウスは箱にもたれかかった。どっと疲つかれが噴ふき出してくる。

「見み間ま違ちがい、じゃないよねえ……。最近嫌いやな噂うわさ聞くし、あんまり夜の通り歩きたくないのになぁ……」

　イルミラの声が移い動どうする。どうやら完全にクラウスを見失ってしまったらしい。

　ふと、クラウスの中にむくむくと悪戯いたずら心ごころが湧き上がってきた。普ふ段だんではまずあり得ない。恐怖から解かい放ほうされた安あん堵ど感が、クラウスの精せい神しん年ねん齢れいを教え子たちと同次元まで低下させてしまっていた。

「クラウス、いるんでしょ？　なんか気配感じるわよ」

　場所までは特定されていないが、いることはばれているらしい。さすが魔ま術じゆつ格かく闘とうで鍛きたえているだけはある。

　のろのろしていては、気づかれてしまう。クラウスは一気に行動に移うつした。

「わっ！」

　駆かけ寄より、背せ中なかをどんと両手で押おす。

　効こう果かは覿てき面めんだった。

「きゃあああ!?」

　裏うら拳けんをまともに食らい空中へと鮮あざやかに舞まいながらクラウスは考える。やめておけばよかった。

「この馬ば鹿か！　しんじらんない！」

　イルミラが喚わめく。声のうわずり方から察するに、本気でびっくりしたのだろう。

「ごめん。悪かった」

　地面に仰あお向むけで倒たおれたまま、クラウスは謝あやまった。

「せっかく忘わすれ物持ってきてあげたのに！　知らない！」

「……忘れ物？」

　杖つえは持ってきている。他に、何か忘れるようなものがあっただろうか。

　そんなことを考えていると、クラウスの顔にこつんと何かがぶつかった。

「これは……」

　小さな石いし状じようの物体である。

「テーブルの上に置きっぱなしだったよ。あーもー、こんなことならほっとけばよかった」

「ほんと悪かった。もうしない。……で、これなんだけど、俺おれのじゃないぞ」

　飛んできた物体を拾いながら、クラウスは言った。試作品の魔術具である。確たしか、『魔精石グラインダー』といったか。

「え、そうなの？」

「うん。トピィのだよ」

　店を出る前、えらく慌あわてていたようだし、うっかり忘れて行ってしまったのだろう。

「なんか、その呼よび方すっかり気に入ってるわね。響ひびきからして可愛かわいいもんねートピィとか」

　イルミラが、目を細めてクラウスを睨にらみ付けてきた。

「いや、別に、そうしてくれって言われたからで……」

　しどろもどろになる。冷静に考えてみればそんな必要はなさそうなものなのだが、なぜか動どう揺ようしてしまう。

「ふーん。ま、別にあたしは全然これっぽっちも構かまわないけど」

　窒ちつ息そくを誘ゆう発はつするような視し線せんでそう言われても、説得力のかけらもない。

「もうあたしは帰るわよ。今度あんなことしたら殴なぐるだけじゃ済すまさないからね」

「だから悪かったって……」

「ふんだ」

　クラウスの横を通り、イルミラが路ろ地じ裏うらから通りへと出る。

「あんたもさっさと帰りなさいよ。最近物ぶつ騒そうだし」

「うん……」

　そうしたいのは山々なのだが、少し気にかかることがある。

　手の中の『魔精石グラインダー』を眺ながめる。トピーアによれば、これは完成したばかりの試作品らしい。となると、数もそうないに違いない。なくしたりすれば大事だろう。

　去り際ぎわのトピーアの言葉を思い返す。確か、詠えい唱しよう学会の打ち合わせで協会の方に行くと言っていたはずだ。

「あれ、クラウスどっち行ってんのよ。あんたの家はそっちじゃないでしょ」

　歩き出したクラウスに、イルミラが声をかけてきた。

「ん。いや、これトピィに持って行ってあげようと思って」

「……なんですって」

　イルミラが硬こう直ちよくする。

「クラウスってば、本当に、親切なのね、あたし、感心しちゃう」

　一語一語を明めい確かくに区切った発音。ほめられているはずなのだが、ちっともそんな風には思えない。

「そ、それじゃあまたね」

　何が気に入らないのか分からないが、聞くと余よ計けいに不ふ興きようを買ってしまうに違ちがいない。クラウスはさっさと逃にげることにした。

「場所は詠唱士協会とか言ってたかな。じゃ、あたしも行く」

　しかし、なぜかイルミラはそんなことを言った。

「……え？」

「な、なに不思議そうな顔してるのよ。お客さんの忘れ物届とどけるだけじゃない」

　明後日あさつての方向を向きながら、イルミラが腰こしに手を当てる。

「いや、だって……」

「ぐだぐだ言うな！　ほら、さっさと行くよ！」

　クラウスの疑ぎ問もんを押しつぶし、イルミラはすたすたと歩き始めた。





「さて、あなたはどうするの？」

　床ゆかをほうきで掃はきながら、レシーナが誰だれにともなくそう言った。

「早くしないと、追いつけないわよ」

　返事はない。

「片かたづけのことなら気にしないで。また明日、今日の分も仕事してくれたらいいんだから。あなたなら信しん頼らいできるし、多少の融ゆう通ずうはきかせるわよ。だから、給料も前まえ貸がししたんだし」

　返事はない。

「やっぱり、喧けん嘩かしてたのね」

　かたんと、何かがぶつかる音がした。

「無理して仲直りしろとは言わないわ……でも」

　そこでレシーナは一いつ旦たん言葉を切り、しばしの間意図的な静せい寂じやくで『ハンネマン』を満たしてから、

「あんまり意地ばかり張はってると、とられちゃうかもね」

　どしゃんばたんと、何かがひっくり返る音がした。

「あらあら」

　続いて、どたどたばたばたと足音が鳴り響ひびく。

　足音は、一いち目もく散さんに店の外へと飛び出していった。

「気を付けるのよ」

　走り去る足音に、レシーナは優やさしく声をかけたのだった。





　一人が二人に増ふえたところで、やはりクレメンテ通りは静かだった。

　会話もなく、二人はただ歩を進める。どうしてか落ち着かない。

「なあ、イルミラ」

　だから、クラウスは口を開いた。

「なによ」

　無ぶ愛あい想そな返事に、少しだけ怯ひるむ。二人きりなせいだろうか。イルミラの反はん応のうが、妙みようにどぎつく感じられる。

「うーん……」

　話しかけてみたものの、これといって話題があるわけではない。

　また沈ちん黙もくが二人の間に訪おとずれた。

「そう言えば、さ」

　次にそれを破やぶったのは、イルミラだった。

「なんて言うか、深い意味は全然ないんだけど、こうして二人で歩くのって初めてだよね。深い意味は全然ないんだけど」

　言われてみれば、確たしかにそんな気がする。

「まあ、必ひつ然ぜん性せいも必要性もないもんな」

　軽口を叩たたいた。なんとなく気き恥はずかしかったので、そのごまかしも兼かねている。

「そりゃあ……そうだけど」

　クラウスは我わが目を疑うたがった。ほんの僅わずかな、まばたきを一つするかしないかの瞬間。イルミラが、少しだけ、哀かなしそうに見えなかったか──

「クラウスみたいなむっつりと二人っきりでいたら、なにされるかわかんないもんねー」

　錯さつ覚かくだったようだ。イルミラは、いつものイルミラに戻もどっている。

「誰がむっつりだ誰が。そもそもイルミラに変な気を起こす奴やつなんてクレメンテ通り中をさが──」

　ずん、と低い音がした。

「待てイルミラ、せめて俺が最後まで喋しやべってからだ。あともう少し加か減げんしろ。なんだ今の地鳴りみたいな音は」

「なに言ってるのよ。あたしじゃないわよ」

　イルミラが目を丸くして否ひ定ていする。

「え、それじゃ一体……」

　ずん、ずん。腹はらの底に溜たまるような低音が、断だん続ぞく的に通りを揺ゆらす。

「ちょっと、見に行ってみようか」

「うん。そうね」

　音のする方向へ、二人は小走りで駆かけ寄よった。

「この奥おくかな……？」

　クラウスは路ろ地じ裏うらを覗のぞき込こんだ。さっきイルミラをおどかしたところと同じような場所である。

「なんか、魔ま力りよくがぶつかってるみたいね。妙に──嫌いやな感じが、する」

　イルミラが、深しん呼こ吸きゆうを一つする。

　続いて足を前後に開くと、裂れつ帛ぱくの気合とともに前方の足を地面に叩きつけた。

　何かが破は裂れつするような、小気味よい音が鳴り響ひびく。

「ちょっと見てくる」

　そう言ったイルミラの体の周囲には、小さい球きゆう状じようの物体が淡あわい光を放ちながらいくつも漂ただよっていた。

「……『覇拳の使徒デイサイプル』出すのは久ひさしぶりだけど、そのくらいしないとまずそうな気がするのよね、なんとなく」

　そう呟つぶやくと、イルミラは早足で歩き始めた。

『覇拳の使徒デイサイプル』と呼よばれるこの物体は、魔ま術じゆつ格かく闘とうの使い手の体内で魔力が活性化したときに発生する浮ふ遊ゆう体たいである。とにかく目立つので、どこかに隠かくれているときなどは出せないが、正面切ってやりあうときには相手を威い圧あつするという意味でも有ゆう効こうである。

「待てよ、俺も行く」

　先へ先へと行ってしまうイルミラを、クラウスは追いかける。

　イルミラが感じているであろう不安を、クラウスも感じていた。

　間かん断だんなく響いてくるこの音は、胸むな騒さわぎを誘ゆう発はつする。何か、命が削けずられるような、そんな錯さつ覚かくさえ──

「来てはいけません！」

　切せつ迫ぱくした声が、クラウスたちを押おさえつけた。

「トピィ……？」

　路地裏の先には、三方を建物に囲まれた少し広い空間があった。ゴミ捨すて場か何かなのだろう。使えなくなったと思われる家具や何が入っているのかわからない袋ふくろやらが、無む造ぞう作さに散らかっている。

　霧きりが、辺りを満たしている。こんな狭せまい範囲にしか発生していないことからも、この霧が自然のものではないことがわかる。

　その薄うすぼんやりとした視し界かいの中に、杖つえを抱かかえたトピーアがいた。

「こんな時に、なんて間の悪い」

　気け圧おされる。トピーアの顔つきは、『ハンネマン』にいたときとも組合で授じゆ業ぎようをしていたときとも全く違ちがっていた。

　殺気。触ふれれば指が切れそうな、張はり詰つめた空気がこれでもかと言わんばかりに発散されている。

「トピィ、何が──」

「クラウスよけて！」

　いきなり突つき飛ばされ、クラウスは近くにあった埃ほこりまみれのソファーを巻まき込みながら転がった。

「い、ってえ……」

　やったのはイルミラだろう。いったい何のつもりなのか。

　抗こう議ぎしようと体を起こしたところで、クラウスは信じられないものを見た。

「嘘うそ、だろ」

　黒い影かげが、凄すさまじい速度で移い動どうしている。

　目で追える限げん界かいを、遥はるかに上回っていた。生物に可か能のうな動きなのだろうか。

　影は、あっという間にイルミラの後ろに回った。一いつ瞬しゆん動きが止まり、そこでクラウスはようやく影が人間の形を取っていることを視し認にんする。

　影が腕うでを振ふり上げる。その手に輝かがやく、恐おそろしい刃は物もの。

「イルミラっ──」

　悲鳴のような声が漏もれた。

　イルミラは、クラウスよりは影の移動を把は握あくしていたらしい。影が腕を振り下ろすその直前にしゃがみ込む。

　月光を反はん射しやしながら、刃物が弧こを描えがく。空間が切り取られそうなほどに鋭えい利りな閃ひらめきが、イルミラの髪かみを切り取り散らすのが見えた。

　影が体たい勢せいを立て直すそれよりも早く、イルミラは足あし払ばらいをかけた。その蹴けりは青白い光を伴ともなっている。魔力が込められている証しよう左さだ。

　素人しろうと目めにも分かるほどに、完かん璧ぺきな間合いだった。しかし、影は超ちよう人じん的な反はん応のう速度でもって飛び上がる。

　イルミラの拳こぶしが光を放ち、影を捕とらえんと動く。今度こそ命中するだろう。空中に移動してしまった影は、あまりに無む防ぼう備びである。

　しかし、そんな予想は簡かん単たんに覆くつがえされてしまった。地面に着地することなく、影が自らの足でイルミラの拳を受け止めたのだ。

　勢いきおいまでは殺せなかったか、影が後方に弾はじかれる。

『拳すなわち心の鏡、心すなわち拳の真ま神がみ！　鋼はがねの心を拳となして、悪あつ鬼き羅ら刹せつを打ち滅ほろぼさん！　威い拳けん紋もん鋼こう、爾じ倹けん奔ほう靠こう！』

　イルミラの右の手に魔力が集まり、煌こう々こうと光を放つ。

　詠えい唱しようを終えると、イルミラは腰こしを落とし右足を引いて構かまえを取った。

「正せい！」

　張はりのある気合とともに、輝く右手を影に向かって突つき出す。

　すると、『覇拳の使徒デイサイプル』を大型にしたような球状の光が、イルミラの右手から放たれた。

　確たしか、これは『耀飛弾ラーズロキツト』という魔術格闘の技わざの一つだ。凝ぎよう縮しゆくした魔力をぶつけるという、エルリーが使う魔力解かい放ほうを詠唱付きで再さい現げんしたようなものだったはずである。眩くるめく輝く光の弾だん丸がんは、狙ねらいあやまたず影へと飛んでいく。今度こそ、勝負がつくはずだ。

　しかし、影は全く慌あわてた素そ振ぶりも見せず、手にした短刀を構かまえた。

　魔力の弾たまは吸すい込まれるように刃やいばにぶつかり、まっぷたつに千切れ飛んだ。

「うそっ……」

　イルミラが、初めて動どう揺ようを見せた。その僅わずかな隙すきを見み逃のがさず、影が瞬時に間合いを詰つめる。

「危あぶない！」

　咄とつ嗟さにクラウスは何か詠唱をしようとする。

『いかなる声も我われを揺ゆるがせること能あたわず！』

　が、それよりも早く、別の詠唱の声が響ひびき渡わたった。トピーアだ。

　トピーアは、杖つえの柄えの部分に水すい晶しようのようなものを取り付けている。響鳴器エフエクターという杖に様々な特とく性せいを与あたえたりする魔ま術じゆつ具ぐだろう。

『いかなる汚お穢えも我を濁にごらせること能わず！　防ぼう起き呑どん嵩すう、陽よう機き尊そん崇すう！』

　影の振るう短刀が今まさにイルミラに触ふれようとしたところで、イルミラの周囲に光の膜まくが出現した。

　先さき程ほどはイルミラの『耀飛弾ラーズロキツト』を簡単に防ふせいだ影の短刀だったが、トピーアの詠唱を崩くずすことは出来なかったらしい。二度三度と叩たたきつけられても、びくともしていない。

　無む駄だだと判はん断だんしたか、影かげがイルミラの前から飛び下がる。

「二人とも、こちらへ。早く」

　トピーアの声でようやく我に返り、クラウスは弾かれたように移動した。

「あれが、最近通りを騒さわがしている、八つ裂ざきオーウェンスが甦よみがえったものです」

　肩かたで息をしながら、トピーアが言う。響鳴器エフエクターは、種類によっては使用者の魔力を大量に消しよう耗もうする場合がある。おそらくは、それが原げん因いんだろう。

「冗じよう談だんじゃないわよ、なによあの身のこなし。ちょっとやそっと格かく闘とう技ぎ囓かじったぐらいじゃできないわよあんなの」

　駆かけ寄よってきたイルミラは悔くやしそうである。しかし、その目を見る限かぎり、まだ闘とう志しを失っていないらしい。

『我その加か護ごを渇かつ望ぼうせん、我その庇ひ護ごを熱望せん。陽ようの統とう治ち者しやすなわちハンセン、汝なんじの輝かがやき今こそここに！　陽よう沙さ燈とう乱らん、光こう狭さ導どう暗あん！』

　そんなイルミラに頷うなずいてみせると、トピーアは詠えい唱しようした。

　三人の周囲に、鈍にぶく光る壁かべが出現する。見るからに性せい能のうのよさそうな結界である。

「八つ裂きオーウェンスは、バムンガーミ地方に伝わっていた刃は物ものを使用する古こ武ぶ術じゆつの使い手でした。まだ殺人に手を染そめる前、彼は民間の魔獣狩りジヤギユレイターとして活動していたのですが、その時凶暴化した太火熊トールベアーと短刀一本で渡わたり合ったことがあるといわれています」

　トピーアが、額ひたいに浮うかんだ汗あせを拭ぬぐった。その大たい儀ぎそうな動きが、彼女の消耗を如によ実じつに表している。

　影──八つ裂きオーウェンスは、少し離はなれた位置で低く身み構がまえたまま動かない。様子を見ているのだろう。

　しかし、不思議と言えば不思議だった。八つ裂きオーウェンスは組合員ばかりを狙ねらっていたはずであり、トピーアが襲おそわれるのはおかしい。

「今の彼は魔力で構こう成せいされている分、肉体という限げん界かいがある人間よりも様々な面で有利です。生前よりずっと強いと考えて間ま違ちがいないでしょう。……他にも」

　トピーアが、顎あごで八つ裂きオーウェンスの手元を示しめす。

「あれは、いわゆる断魔刀ペインキラーです。刃にある種の魔力を込めることで、他の魔力に強きよう靭じんな抵てい抗こう力りよくを持つことに成功した魔術具ですね」

「だからあたしの『耀飛弾ラーズロキツト』が防がれたのね」

　納なつ得とくしたように、イルミラが頷いた。

「はい。……あれは、八つ裂きオーウェンスの死後好こう事ず家かの手を渡り、最後には行方ゆくえ不明になりました。おそらく、彼を甦らせた何者かが手に入れたのでしょうね」

　古い金貨などならともかく、殺さつ人じん鬼きの刃は物ものを取引する人間がいるとはにわかに信じがたいが、まああり得ないことでもないのだろう。

「ですから、基き本ほん的に直ちよく接せつ的に魔力で干かん渉しようする類たぐいの手しゆ段だんはほぼ防がれてしまいます。何か、別の角度から攻めないと──」

　トピーアの言葉が途と中ちゆうで途切れる。

　がしん、と壁が揺ゆれた。八つ裂きオーウェンスが斬きりつけてきたのだ。

「心配しないで下さい。この『陽円の架壁ジエリコウオール』は陽光依い存ぞんの詠唱ですが、多少のことでは破やぶれません。──断魔刀ペインキラーくらいで破れるような結界を張はってるようじゃ、王国詠唱士とは言えませんよ」

　にっこりと、トピーアが微笑ほほえんだ。

　八つ裂きオーウェンスは、狂くるったように何度も刃物を叩きつけてくる。しかし、トピーアの結界は、びくともしない。

「クラウスさん、何か攻こう性せい詠唱を。できるだけ魔力が何か別の形に変へん換かんされているものをお願いします。断魔刀ペインキラーは普ふ通つう直接的な魔力しか殺せないはずです」

「えっ……」

「恥はずかしながら、僕ぼくはこの結界を維い持じするので精せい一いつ杯ぱいなんです。心配しなくても、この詠唱は可透防壁マジツクミラー形式なので、中から外へは魔力は透とう過かします」

　これはまた、大変な役やく割わりを任まかせられてしまった。

　しかし、考えてみればのこのこやってきたせいでトピーアの足を引っ張っているようなものだ。多少なりとも役に立たねばならないだろう。

「そうだ、これを使って下さい」

　トピーアが十字の形をした金属を投げてよこしてきた。

「うわ、歪化魔具サンズアンプだ」

「はい。助性詠唱用に設せつ定ていされているものだし、接続具もありませんが、それでも杖つえから直接最さい適てき化かするよりはマシだと思います」

　クラウスは、受け取った十字型の金属を杖の先せん端たんにくっつけた。金属は、まるで縫ぬい止められたように杖へと貼はり付く。

『御み名なは風神オリヴィウス！　其そは吹ふきすさぶ天空の使者、すなわち疾はやき蒼そう穹きゆうの覇は者しや！　眩まばゆきその所作その力、今わが前に顕あらわし示せ！』

　とりあえず、思いついた詠唱をぶつけてみる。『招しよう風ふう詠唱』である。

　クラウスの杖から、強烈な旋せん風ぷうが巻まき起こった。地面に落ちていた組合のチラシが宙ちゆうに舞まう。

「うわっ!?」

　反動で杖が手から離はなれそうになった。慌あわてて両手で押さえる。想そう像ぞう以上に強力である。

　突とつ然ぜんの反はん撃げきに驚おどろいたか──そもそも魔力の塊かたまりに驚くという感かん情じようがあるのかどうかは判はん然ぜんとしないが──八つ裂ざきオーウェンスが後ろに飛び下がった。

「その歪化魔具サンズアンプは、国から支し給きゆうされた第一次世界動どう乱らん時代の復刻版クラシツクです。魔力の伸のびがいいというかよすぎるので、注意して下さいね」

　トピーアが、杖を持ち直しながら言う。

「な、なるほど……」

　まるで自分の詠唱ではないようである。いいものを使えば、元が悪くともそれなりに誤ご魔ま化かせるらしい。

「クラウスさん、攻こう撃げきの手をお願いします。時間を稼かせげば、そのうち助けが来るはずです」

「う、うん」

　一歩前に出て、杖を構かまえる。

『命を孕はらむは黒の水、死の地を祓はらうは虚うろの地図。無味の大地が抱いだき持つ、海の解かい知ちを砕くだき落つ。黒こく水すい遼りよう化か、独どく粋すい良りよう架か』

　地面を突つき破るようにして、黒い水が噴ふき出した。詠唱教室で見せた『黒幻水ブラックウオーター』だが、あの時とは勢いきおいが段だん違ちがいである。ほとんど滝たきのようだ。歪化魔具サンズアンプの効こう果かを、改めて思い知らされる。

　立て続けに詠唱を続け、クラウスはいくつも水流を作った。八つ裂きオーウェンスの妨ぼう害がいがその目的である。

　横一列に水流を並ならべる。いわば、水の壁かべだ。

　たかが水と判はん断だんしたのだろう、八つ裂きオーウェンスが突っ込んできた。

　すかさず、『魔力漸減サプレツサー』と『魔力漸増ブースター』を駆く使しし、八つ裂きオーウェンスがぶつかった辺りの水量を増ぞう加かさせる。

　突き破ることができなかったか、八つ裂きオーウェンスは再ふたたび後こう退たいした。

「考えましたね、クラウスさん！　さすが、僕の見こんだ人だけあります」

　トピーアが目を輝かがやかせる。

「いや、そんな……」

　少し恥はずかしい。

「さすが、トピィちゃんの見込んだ男だけはあるわねー」

　イルミラが目を細める。

「いや、そんな……」

　かなり怖こわい。

　と、そうこうしているうちに再び八つ裂ざきオーウェンスが水の壁に体当たりをかましてきた。

「しつこいな」

　再び、魔ま力りよくを調節して防ふせぐ。成功するかどうか不安だったが、一いつ旦たん上う手まくいけば後は同じ方法を繰くり返すだけである。

　しかし、クラウスのそんな考えは甘あまかった。

「えっ……」

　水が、かき消えるように消しよう滅めつした。あまりにあっさりと、まるでもともと存そん在ざいしていなかったように。

　その向こう側に、百年前の殺さつ人じん鬼きが悠ゆう然ぜんと立っているのが見えた。

　姿すがたを、初めてはっきりと確かく認にんする。

　背せはそれほど高くない。クラウスと同じくらいか、少し低いくらいである。

　長い手足が目につく。目ま深ぶかにかぶった帽ぼう子しのせいで目が見えず、そのため表情も窺うかがいづらい。

　魔力で構こう成せいされているようには思えなかった。どこからどう見ても、人間である。

　だというのに、これっぽっちも「生命」が感じられない。人形めいた無む機き質しつさだけが、八つ裂きオーウェンスの体から滲にじみ出ている。

　なぜ、『殯の魔霧フユーネラルフオツグ』を使うことが禁きん止しされたのか。その理由が、分かったような気がした。──目の前にいるあれは、存在してはいけないものだ。

「読みが外れました。彼の断魔刀ペインキラーがあれほどの威い力りよくを持っているなんて。……おそらくは名のある刀とう匠しようの手によるものなのでしょうね」

　トピーアが唇くちびるを噛かむ。

「八つ裂きオーウェンスを呼び出した人間を押おさえるしかないようです。多分、どこかで隠かくれているはずなのですが……」

「どこかって、どこに」

　クラウスは周囲を見回した。ごみが散さん乱らんしているが、隠れられそうな場所はない。建物は灯あかりが消えているし、どこに潜ひそんでいるかなど見当もつかない。

　八つ裂きオーウェンスが、またしても結界に刃やいばを突つき立ててきた。

「ちょっと、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

　イルミラが、不安そうに訊たずねる。

「ええ、もうしばらくはもつと思います。ですが、このままだと辛つらいかもしれませんね。……一人だったら、何とかなったんだけどなあ」

　言ってしまってから、トピーアはしまったと口を押さえた。

「ごめんなさい。そんなつもりじゃ……」

　慌あわてて否ひ定ていしようとしている。しかし、さっぱり誤ご魔ま化かせていない。

　申し訳わけなさで胸むねがいっぱいになる。足を引っ張ぱっているばかりである。所しよ詮せん自分は、一いつ般ぱん人じんなのか。

　八つ裂ざきオーウェンスは、攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。今にも破やぶられてしまいそうである。明確な、少し先の時じ間かん軸じくに用意された恐きよう怖ふがクラウスの胸を蝕むしばむ。

　──その時だった。

「……ふむ。妙みような魔力の流れがあったと思ったら、こういうことであったか」

　張り詰つめた場の空気に似につかわしくないほど落ち着いた声が、周囲に響ひびいたのは。

「エルリー!?」

　驚おどろかずにはいられなかった。

　ウェイトレスの制せい服ふくのままで、エルリーが立っていたのだ。

「ふむ。珍めずらしいものがいるな。再結体リユニオンか。なかなか出来が良い」

　まるで散歩の途と中ちゆうで知り合いに出くわしたような自然さである。

「危あぶないです、逃にげて！」

　トピーアが叫さけぶ。

「む？」

　首を傾かしげるエルリーのすぐ後ろに、いつの間にか八つ裂きオーウェンスが回り込こんでいた。

「エルリー！」

　イルミラが悲鳴を上げる。

　言葉も発さず、クラウスは結界を飛び出した。

　エルリーを守ること助けること、それだけしか頭になかった。エルリーを傷きずつけさせるわけだけには、いかない。

「だめ、クラウスさん！」

　トピーアの制せい止しが聞こえてきた。従したがうつもりは毛頭ない。

　八つ裂きオーウェンスが腕うでを振ふり上げる。断魔刀ペインキラーが月のか細い光を反はん射しやする。──どうあがいても、間に合わない。

「やめろ！」

　無む駄だだとは分かっていた。相手は人間でさえない。言葉が通じるはずがない。

　それでも、叫さけばずにはいられなかった。

　八つ裂きオーウェンスの動きが、ひどくゆっくりに見える。刃が、エルリーの肌はだに吸すい込まれる──

「案ずるでない」

　ひどく簡かん単たんにそう言うと、エルリーはほんの僅わずかな動きのみで八つ裂きオーウェンスの断魔刀ペインキラーをかわした。

「えっ……？」

　呆あつ気けにとられる。

　二度、三度。八つ裂きオーウェンスは断魔刀ペインキラーを閃ひらめかせるが、いずれもエルリーはあっさりと回かい避ひする。

「たわいない」

　余よ裕ゆうたっぷりに微笑ほほえむエルリー。

「うそでしょ、なんで……？」

　イルミラが、信じられないといった様子で呟つぶやく。腕に覚えがある自分よりも良い動きをされたのだから、驚くのも無理もないだろう。

「魔力で動いておるからな」

　エルリーが、執しつ拗ように繰くり出される刃は物ものをかわしつつ言った。

「──そういうことか」

　理由が分かった。

　彼女は、ずば抜ぬけて高い魔力分ぶん析せき能のう力りよくを持っているのだ。いつだったか、エルリーがちょっとした魔力を感じただけで遠くにいるイルミラを判はん別べつしたことがあったくらいである。

　だから、魔力が服を着て歩いているような八つ裂きオーウェンスの動きも手に取るように予よ測そくできているのに違ちがいない。

「かわしてばかりではいささか趣おもむきがない。ここはちと反はん撃げきするとしよう」

　あっさりとそう言い放つなり、エルリーは珍ちん妙みような構かまえを取った。

　両手を高く掲かかげてから、手首を下に曲げる。その状じよう態たいのまま、左足を上げて片かた足あしで立つ。一体どういうつもりなのか。

「実はわしは魔ま術じゆつ格かく闘とうの心こころ得えもある。そこの暴ぼう力りよく的看かん板ばん娘むすめの普ふ段だんの動きを見よう見まねで習得したものだ。どこからでもかかってこい」

「……はあ？　それのどこが魔術格闘だっていうのよ！　うちの流りゆう派はにそんな馬ば鹿かっぽい構えないわよ！」



    

  
    
      　イルミラが喚わめく。

「そうか。わしとしては上う手まく再さい現げんできていると──」

　エルリーが喋しやべり終わる前に、八つ裂ざきオーウェンスが斬きりかかった。

「誰だれのお肌はだが荒あれてるですってー」

　普段からは想そう像ぞうもつかないほどに間ま抜ぬけな姿し勢せいを崩くずすことなく、エルリーは八つ裂きオーウェンスをやり過すごす。

「なにそれ！　物もの真ま似ね!?」

　イルミラが激げつ昂こうする。

「あたしだって女の子なんですからねー」

　それまで天高く掲げられていたエルリーの右手が拳こぶしを作り、八つ裂きオーウェンスへと殴なぐりかかる。

　イルミラあたりのそれとは比ひ較かくにならないほど、へなちょこな攻こう撃げきである。だが、その破は壊かい力りよくは絶ぜつ大だいだった。

　八つ裂きオーウェンスは後方へ吹ふっ飛び、周囲の家具を巻まき込みながら倒たおれた。

「あたしそんなこと言った覚えない！　というか今のなに!?　どうやったの!?」

　イルミラの質しつ問もんには答えず、エルリーはクラウスに向かって舌したを出してきた。

「……？」

　意味が今ひとつ分からない仕草である。

　クラウスが戸と惑まどっていると、エルリーはやれやれと言わんばかりに肩かたをすくめた。

「エルリー、気をつけなさい！」

　イルミラが怒ど鳴なる。

「分かっておる」

　言いながら、エルリーは振ふり返りざま回し蹴げりを放った。

「あちょー」

　本気なのかどうか怪あやしいかけ声である。姿勢もいい加か減げんで、素人しろうと丸出しだ。

　それなのに、八つ裂きオーウェンスはまたしても吹っ飛んだ。何か、別の力が作用しているかのようにも見える。

　──別の力。

「……あ、そういうことか」

　ようやく、謎なぞが解とけた。

「まりょくかいほ──」

　言いかけて、慌あわてて口を塞ふさぐ。ここでうっかり口にしてしまっては、エルリーが隠かくしている意味がなくなってしまう。

　しかし、あれで大だい丈じよう夫ぶだろうか。クラウスは不安になる。いくらなんでも、不自然すぎるような気がする。

「すごいですね……まるで、相手の動きが全すべて読めているみたい。組合でのエルリーさんは型の遵じゆん守しゆに気を取られている感がありましたが……」

　トピーアが、感心しきったという口ぶりで呟つぶやく。ばれてはいけない人間にばれていないようなので、問題なさそうである。結けつ構こう世の中甘あまいものらしい。

「組合でのって、それどういう……あああっ、わかった！　最近妙みように外出が多いと思ったら、エルリーあんた仕事さぼってクラウスの行ってるとこに忍しのび込んでたのね！　大方給料前借りしたんでしょ！」

　イルミラが、はたと手を打った。やっぱり世の中甘いものでもないらしい。

「むっ。ばれてしまったか。これは、まずいな」

　エルリーが忌いま々いましそうに言う。

「このままでは向こうから思わぬ攻こう撃げきを受けてしまいかねない。さあ、かかってこんか。その程てい度どか」

　エルリーの挑ちよう発はつに八つ裂きオーウェンスは動きかけたが、すぐに停止した。

「なんだ……？」

　今にもエルリーに飛びかかろうという中ちゆう途と半はん端ぱな姿し勢せいのまま、ぴくりとも動かない。

　やがて、八つ裂きオーウェンスの姿すがたが薄うすくなり、ついには完全にかき消えてしまった。

『血脈の越えつ約やくは我わが中ゆえに、閃せん光こうの原げん鉱こうは性さがなかるべし！　貫つらぬき通す玉の尾おは、鞍くら抜ぬき戻もどす鎌かまの緒おなり！　長ちよう摩ま銀ぎん臨りん、放ほう魔ま心しん琳りん！』

　だというのに、エルリーは詠えい唱しようを組み上げた。その手から、ばちばちと音を立てながら先せん端たん部ぶがくびれた棒ぼう状じようの光が現あらわれる。『光鎌飛槌ボドムリーパー』という詠唱で、闇やみ魔ま術じゆつではなく現げん代だいのものである。

「まったく、それで隠かくれているつもりか。敵かなわぬと見るなり撤てつ退たいを選んだのは評ひよう価かに値あたいするが」

　嘲あざけるようにそう言うと、エルリーは光の棒を空に向かって無む作さく為いに投げ上げる。

　──否いな、それは見み間ま違ちがいだった。エルリーは、明めい確かくな目標を持っていたのだ。

　光の棒の輝かがやきで、近くの建物の屋上が照らされる。

　そこに、何者かがいた。離はなれているので、顔や体たい格かく、性せい別べつさえも判はん別べつできない。

　光の棒は、その誰かの横を通り過ぎて飛んでいった。どうやら、目的は屋上の確かく認にんだったらしい。

　屋上にいる人間は、そのまま動かない。光に目が眩くらんでしまったのだろうか。

「そんなところに！……気づかなかった」

　トピーアが悔くやしそうに言う。

「詠唱の特性上仕方ないが、そういう風にこそこそしているのは好かぬ。灸きゆうを据すえてやることとしよう」

　言いながら、エルリーは右手を軽く振ふった。

　その手の動きに呼こ応おうして、飛び去ったはずの光の棒が戻もどってくる。

　光の棒は、屋上の人間に激げき突とつした。かなりの衝しよう撃げきだったのか、影がふらつく。

　思わぬ反撃に怯ひるんだのだろう、屋上から人影は消えてしまった。

「逃にげるか。まあよい」

　エルリーが鼻で笑う。

「……ってことは、あたしたち助かったの？」

　あまりにあっけなかったせいか、イルミラの口ぶりはやたらと気が抜ぬけている。

「そう、みたいですね。……とほほ、僕ぼくってばまた一いつ般ぱんの方のお世話になっちゃったのかな」

　寂さびしそうなトピーアの声。

「いや、そんなことないよ。トピィがいなかったら、俺おれたち今いま頃ごろ……」

　言いながら振り返ったクラウスの目に飛び込こんできたのは、結界を解といたトピーアの姿だった。

　膝ひざをついている。呼こ吸きゆうが、ひどく荒あらくかつ不定期だ。

「トピィ!?」

　慌あわてて駆かけ寄よる。もしや、どこかを怪け我がしていたのだろうか。

「あ……そんなにびっくりしなくて、いいですよ。魔力使い切っちゃっただけ、ぽいですから」

　トピーアが、無む理り矢や理り作ったことが丸わかりな笑え顔がおを浮うかべる。

「そんな、まさか……」

　あれほど強力で多た機き能のうな結界なら、魔力もそれなりに消しよう耗もうするだろう。しかし、クラウスのような出で来き損そこないならまだしも、トピーアのような一流がそう簡かん単たんに魔力切れを起こすとは思えない。

「すごく、恥はずかしいことなんですけど」

　そう前置きしてから、トピーアは少しずつ言葉を絞しぼり出した。

「僕、魔力が全然なくって。王国詠えい唱しよう士しどころか、一般的な平へい均きんよりもかなり下なんです」

　信じられない。一般的平均よりかなり下となると、クラウスと同等かあるいは下回ってしまう。

「本当に恥ずかしいので、結けつ構こう隠してるんですけどね。試験に通ったとき雑ざつ誌しの取材を受けたりしたんですけど、話しませんでしたし」

　言いながら立ち上がろうとして、トピーアはよろめいた。

「っと……」

「危あぶないよ」

　転びそうになったトピーアをクラウスは反はん射しや的に支ささえようとして、

「大だい丈じよう夫ぶです」

　明めい確かくに拒きよ絶ぜつされた。

「……ごめんなさい。でも、大丈夫なんです」

　杖つえに寄よりかかるようにして立ちながら、トピーアが言う。

「結界の仕し掛かけも、大体分かりました。犯はん人にんは、今日中に絞り込んで見せます」

　はっきりした口調。意思の力で、体の不調をねじ伏ふせているのだろう。

「トピーア……」

　クラウスは衝撃を受ける。

　トピーアは、自分の足でしっかりと立っていた。そこにいるのは、年とし端はもいかない少女ではなく、一人の王国詠唱士だった。

「ご迷めい惑わくを、おかけしました。この責せき任にんは、犯人を検けん挙きよすることでしっかり果たしたいと思います」

　強固な意志と心が、そのまま形となったかのような言葉である。

「あの、トピィ……これを」

　クラウスは、魔精石グラインダーをトピーアの手に握にぎらせた。

　トピーアは驚おどろいたように目を見開いてから、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「ありがとうございます。……そうか、わざわざこれを届とどけるために来てくれたんですね」

　ひどく痛々しくて、しかし決して憐れん憫びんや同情を他者に感じさせない、そんな笑顔で。

「それでは、僕はこれで失礼します」

　トピーアが背中を向けて去っていく。クラウスには、その背中がひどく大きく見えた。

「一人で行かせていいの？　なんか心配なんだけど……」

　イルミラが言う。

「いいんだ。手助けしちゃ、いけない」

　噛かみしめるように、そう答えた。

　頬ほおをはたかれたような気分だった。自分に足りないものがなんだったのか、それを思い知らされたような気がした。

　才さい能のうではない。大事なことは、もっと他ほかにあったのだ。

「のう、クラウス……」

　ちらちらと目を逸そらしながら、エルリーが話しかけてくる。

「その、あれだ。今日は……」

「エルリー。俺、決めたよ」

　エルリーの言葉を遮さえぎり、クラウスはあることを宣せん言げんした。

「お主、本気か？」

「そうよ、何でまた急に……」

　怪け訝げんそうに訊たずねてくる二人に、クラウスははっきりと断だん言げんする。

「もう、決めたんだ」

　風が吹ふき、地面に落ちていた組合のチラシがふわりと宙ちゆうに舞まった。



    

  
    
      　第五章　滅ほろびる怪かい異い　Falling Ghost






　仕事を終えたクラウスが組合に到とう着ちやくした頃ころには、太陽は大分西へと傾かたむいていた。少しだけ、眩まぶしい。

　扉とびらの前に立つ。これまでは入ることを躊ちゆう躇ちよしてばかりいたが、もうそんなことはない。

　一いつ切さい迷まようことなく、クラウスは組合の扉を引き開けた。

　待合室はかなり混こん雑ざつしていた。今日は休日なので、それだけ人が多いのだろう。

　もしかしたら、あの気味が悪いプログレン学がく派はの人間に出くわしてしまわないかと不安に思っていたが、その顔は見あたらない。

　見つからないということは、多分この場にいないということだ。彼の特とく性せいからいって、多少の人ひと混ごみでも紛まぎれてしまうとは考えられない。まるでコップ一杯ぱいの水に垂たらされた油のように、周囲から乖かい離りしてしまうはずだ。

　安心しながら、真っ直すぐ受付へと向かう。

　受付には、組合員が何人も並ならんでいた。用事を済すますには、まだ少し時間がかかるようである。

「おや、こんにちは」

　列の最さい後こう尾びについて突つっ立っていると、後ろから誰だれかに話しかけられた。

「これは、どうも」

　会え釈しやくを返す。

「どうかなさいましたか？　講こう義ぎのことで、何か疑ぎ問もんでも？」

　話しかけてきたのは、ヴァングだった。相も変わらず、重そうな本の束たばを小こ脇わきに抱かかえている。

「いや、そういうわけではないんですが」

　他人と話したせいか、決意が一いつ瞬しゆんだけ萎なえかけた。

　クラウスは慌あわてて自分を鼓こ舞ぶする。ここまで来て、今いま更さら後あと戻もどりはできない。

「では、一体どういうご用事で？」

　重ねて聞いてくるヴァングに、クラウスはポケットから一枚まいの紙を取り出して見せた。

「どれどれ……『組合脱だつ退たい願い』……？　クラウスさん、やめられるのですか!?」

　ヴァングが目を見開く。

「ええ。そのつもりです」

「どうしてですか？」

「それは……」

　逡しゆん巡じゆんする。相手は詠えい唱しよう組合の講こう師しである。本当のことを、言っていいものか。

「実は、ですね」

　結局、話すことにした。わざわざ顔を覚えてくれていたのだし、隠かくしたり誤ご魔ま化かしたりするのは不ふ義ぎ理りというものだろう。

「僕、この組合に来ればそれで大だい丈じよう夫ぶだって思ってたんです。任まかせておけば、きっと詠唱士になれるって」

　トピーアの姿すがたを見るまで、自覚さえしていなかった。自分の力で前へと進む彼女の背せ中なかに、教えられたのだ。

「口では頑がん張ばる頑張るって言ったりもしましたけど、どこかで甘あまえていたんだと思います。だから、組合から離はなれることに決めたんです。僕は意い志しが弱い人間です。もしここに残ったままだったら、きっと──」

　いい加か減げんになってしまうと言いかけて、クラウスは途と中ちゆうでその言葉をのみ込こんだ。少し、語ご弊へいのありすぎる言い方だ。

「なるほど、そういうことだったのですね」

　しかし、ヴァングは深々と頷うなずいてくれた。やはり講師だけあって、人間が出来ているらしい。

「クラウスさんが自分で決められたことなら、こちらから引き留とめることは出来ません。……まだ、詠唱士は目指されるのでしょう」

「はい。大事な人との約束だし、何より──僕の大切な夢ゆめです」

　クラウスは、はっきりと答えた。

「頑張って下さいね」

　ヴァングが、表ひよう情じようを緩ゆるめる。

「では、それをお受け取りしましょう。私の方で手続きいたします」

　そして、服の袖そでで半分隠れた手を差し出してきた。

「え、いいんですか？」

「構かまいませんよ。次の時間は、講義もありませんし。しばらく、そこら辺の椅い子すにかけてお待ち下さいね」

　手を軽く上げると、ヴァングは歩き去った。

　言われたとおり、クラウスは椅子に腰こし掛かける。

　こうしてこの組合で過すごすのも、あと少しなのだ。そう思うと、何となく感かん傷しよう的になってしまう。

　ふと、クラウスはとある人物のことを思い出した。髭ひげ面づらで屈くつ強きようそうな体つきをした、気の良い青年である。

　首を回して、彼のことを探さがしてみる。あれだけ熱心なのだから、毎日でも組合に来ていそうである。

　しかし、彼の姿すがたは見あたらなかった。このまま会えなくなるのかと思うと、少しだけ寂さびしくなる。

「隣となりに座すわっても、よいか」

　と、右横から時代がかった口調の声が聞こえてきた。

「よいであろう。異い議ぎは認みとめぬ。イルミラの奴やつの目を盗ぬすんで出てくるのに苦労したのだ、そのくらいは構かまわないだろう」

　言うまでもなく、エルリーである。

「お主、昨日言っていたことは本気だったのか」

「ああ」

　クラウスが頷くと、エルリーはなぜか困こまったように目を伏ふせた。

「どうしたの？」

「わしが言ったことなら、そう気にしなくてもいいのだぞ。確たしかに、クラウスがここに通うことを反対はしたが、その、なんだ……」

「いや、気にすることはないよ。自分で決めたことだから」

　クラウスは、エルリーに笑ってみせた。

　今思えば、エルリーの言っていたことはやはり正しかったのだ。自分自身より、エルリーの方がクラウスのことを分かっていたということか。苦く笑しようが漏もれてしまう。

「そうか……うむ、それならよいのだ、それならな」

　エルリーが、安心したように微笑ほほえむ。

　それから、二人はしばらく他た愛あいない会話に花を咲さかせた。

　喋しやべっていなかったのはほんの僅わずかな間だったのに、なんだかとても久ひさしぶりなように感じられる。──ひどく、楽しい。

　どれだけ話しただろうか。クラウスは、ふと我われに返った。

「ヴァングさん、まだかな……」

　彼が姿を消してから、もう随ずい分ぶんと時間が経たつ。手続きは、まだ終わらないのだろうか。

「様子見てこようかな。エルリー、ちょっと待ってて」

　クラウスは椅子から立ち上がり、受付へと向かった。

　いつの間にか、受付は空いていた。クラウス以外には誰だれも組合員がいない。

「あの、すいません」

　手近にいた受付嬢じように声をかけてみる。

「……は、はい、いかがなさいましたか！」

　暇ひまでぼんやりしていたのか、返事が微び妙みように遅おそい。

　よく見ると、なかなかの美人である。少し栗くり色いろがかった髪かみを胸むねの前に垂たらしていて、すっと引かれた眉まゆが美しい。

　受付はいわば窓まどであり、外見のよい人間を配置するのは当たり前かもしれないが、ともかく眼がん福ぷくである。

「えーと、組合脱だつ退たいの手続きをヴァング先生にお願いしたのですが、もう終わっていますか？」

　我われながら違い和わ感のある相談内ない容ようだが、まあ事実なのだからどうしようもない。

「お名前をお願いします」

「えと、クラウス・マイネベルグです」

「承うけたまわりました。少々お待ち下さい」

　受付嬢が、奥おくへと姿を消す。

　少しして戻ってきた彼女の顔には、明らかな困こん惑わくが浮うかんでいた。

「お名前はクラウス・マイネベルグさんで間ま違ちがいありませんよね？」

「はい、そうですが……」

「今現げん在ざい、脱退手続き等は確かく認にんされていませんが」

「えっ、本当ですか」

　確たしかにヴァングは引き受けると言っていたのだが、どこかで手違いがあったのだろうか。

「……うーん、それじゃ今ここで手続きします」

　ともかく、済すませてしまうしかないだろう。

「わかりました。では、脱退届とどけはお持ちですか？」

　何ともあっさりした対たい応おうである。まあ、入る人間がいればやめる人間もいるわけで、事じ務む的になってしまうのもやむを得ないのだろう。

「ああ、それが……」

　なんと説明したものか。クラウスが困っていると、

「それでは、こちらで用紙の方をご用意いたしましょうか？」

　察したのか、受付嬢はそうもちかけてきた。

「はい、お願いします」

「では、用紙がこちらになります。書き物はこちらで」

　差し出された羽根ペンを受け取り、クラウスは紙に文字を書き込んだ。名前、住所、年ねん齢れい、脱退理由、今日の日付。一度書いたことばかりなので、さらさらと埋うめることが出来る。

　書き終わり、受付嬢に紙を渡わたす。受付嬢は、一通り目を通してから隅すみに判はんを押おした。

「では、受理され次し第だいご自じ宅たくの方に連れん絡らくが行くと思います」

「わかりました。どうも、ありがとうございました」

　簡かん単たんに手続きは終わってしまった。これまで待っていたのはなんだったのだろう。

　拍ひよう子し抜ぬけしながらエルリーの元に戻もどる。

「……む」

　エルリーは、どうしたことか不ふ機き嫌げんそうである。

「どうしたの、なんか様子が──」

「ふん。女と見ればすぐに鼻の下を伸のばしおって」

「えっうっあはは何のことかな」

「そこまでばればれの反はん応のうを見せられては突つっ込みを入れる気にもならぬ」

　ふくれっ面つらのまま、エルリーは立ち上がった。

「せっかくお主のことを見直したというのに……わからぬ奴やつだ」

　腹はらだたしげにそう吐はき捨すて、すたすたと行ってしまう。

「お、おい。待てよっ」

　クラウスは、慌あわててエルリーの後を追いかけた。誤ご解かいをとかねばならない。いや、誤解でもないのだろうが。

「知らぬ。知らぬ知らぬ知らぬっ」

　振ふり返らず、エルリーは扉とびらを開ける。

　外は、夕日に赤く染そめられていた。





　準じゆん備びは万ばん全ぜんである。

　にやつき笑いを噛かみ殺しながら、ステイムは物もの陰かげに身を潜ひそめた。

　あの男──組合に来ても女といちゃつくことしか考えていない俗ぞく物ぶつに、真の詠えい唱しようというものを教え込んでやるのだ。

　生意気な王国詠唱士の方も性しよう根ねを叩たたき直してやりたいが、実力だけはそれなりにあるようだし、まだ時じ期き尚しよう早そうである。とりあえず、手っ取り早く倒たおせそうなあのクラウスとかいう男を先に潰つぶすべきだろう。

　闇やみ討うちは初めてだが、自信はある。古来の技わざを学んだ自分に、不ふ可か能のうはないはずだ。

「ええい、往おう生じよう際ぎわの悪い奴だ。まだ認みとめぬと言うか」

「そりゃあ確たしかにあの受付の人は美人だったけど、だからって別にでれついたりは……」

　声が聞こえてきた。あの男と、連れの少女のものだ。痴ち話わ喧げん嘩かしているらしい。早くも、ステイムの頭に血が昇のぼる。

「嘘うそをつくでない。お主の目がそう言っておった」

「えっ……いやそんなはずは……っておい、エルリーの位置から俺おれの目は見えないじゃないか」

「今の反はん応のうだけでも状じよう況きよう証しよう拠ことしては十分だ。まんまと引っかかりおって」

　体が小こ刻きざみに震ふるえる。どこまで仲の良さを見せつけるつもりだ。この世に生を受けてから二十六年間、ただの一度も彼女が出来なかった自分を嘲あざけっているのか。きっとそうだ。許ゆるし難がたい。

　声は、どんどん近づいてくる。ここ数日、彼らの行動をしっかり調ちよう査さしておいた甲か斐いがあった。どんぴしゃりである。

　あとは、不意打ちをしかけて打ちのめすだけだ。たっぷりと、屈くつ辱じよくを味わわせてやる。

　ステイムが、いざ詠唱を組み上げたところで、誰だれかに肩かたを叩かれた。

「何だ、今忙いそがしい。後にしてくれ」

　後ろ手に振ふり払はらう。しかし、手はどけられない。

　肩を叩かれていたのではなく、掴つかまれていたのだ。

　驚おどろき振り返ろうとするそれよりも早く、ステイムの首に手が回り込んできた。





「ひどいぞエルリー、騙だましたのか！」

「ええい、お主自分が嘘うそをついていたことを棚たなに上げるつもりか！　なんと面つらの皮の厚あつい！」

　気がつくと追い詰つめられてしまっていた。

「もう知らぬ！　勝手にするがよい！」

　肩を怒いからせて、エルリーが行ってしまう。

「待って、だから、その──」

　くぐもった悲鳴が、クラウスの言葉を中ちゆう断だんさせた。元々輪りん郭かくのない声を無む理り矢や理り押しつぶしたような、無む惨ざんな響ひびきである。

「……なんだ？」

　二人して、足を止める。

「こちらの方からしたようだな」

　エルリーが、脇わき道みちを指し示しめす。

「なんだろう……」

　昨日のことが思い出されて、クラウスの足が鈍にぶる。

「どうする。知らぬ顔をして通り過すぎるか？」

　しかし、エルリーのその言葉にクラウスは首を横に振っていた。

「そうもいかないだろ。言い争う声なんかじゃなさそうだし、病気なのかもしれない」

　クラウスの答えを聞いたエルリーは、嬉うれしそうに表ひよう情じようを緩ゆるめた。

「ふふ。お主ならそう来ると思っていたぞ」

「……ん。ま、それじゃ、行こうか」

　ひどく照れくさくなり、クラウスは早足で路地へと入った。

　悲鳴は、断だん続ぞく的に聞こえてくる。二人の人間がもみ合っているようにも聞こえるが、それにしては声は一つである。

　その異い様ようさに立ちすくんでいると、物もの陰かげから二つの人ひと影かげが出てきた。

「そんな……」

　どちらにも、クラウスは見覚えがあった。詠えい唱しよう士し組合の問題児と、そして──百年前の、殺さつ人じん鬼き。

　ありえない。八つ裂ざきオーウェンスが現あらわれるのは、人のいない深夜なはずだ。どうして、日が沈しずみきる前からいるのか。

　辺りに、いつの間にか霧きりがかかっていた。『殯の魔霧フユーネラルフオツグ』の禍まが々まがしい副作用が、クラウスたちを取り囲む。

「た、すけて……」

　ステイムが、言葉を絞しぼり出した。凄すさまじい力で締しめ上げられているのだろう、顔色がこの世のものではないような色に変化している。

　エルリーの髪かみがふわりと逆さか立だった。魔ま力りよく解かい放ほうの予よ備び動作とも言える状じよう態たいである。

「……くっ」

　しかし、魔力が放出されることはなかった。髪が、力を失ったかのように元の位置に戻もどる。

　なぜ、エルリーが攻こう撃げきしなかったのか。その理由は、すぐに分かった。

　八つ裂きオーウェンスが、もう片かた方ほうの手に断魔刀ペインキラーを持ち、ステイムの首くび筋すじに突つき立てたのだ。

　あてがうなどといった生なま易やさしいものではない。もう少し力を入れれば、たちまちのうちにステイムの首は飛んでしまいかねない。これでは、上う手まく八つ裂きオーウェンスを吹ふっ飛ばせたところで、ステイムが無事でいられる保ほ証しようはない。

　夕日に照らされ、周囲は血の海のように真っ赤である。──うんざりするほど、不ふ吉きつだ。

「一体、何のつもりだ」

　クラウスの口を、疑ぎ問もんがついて出た。確たしかにステイムは組合員であり、狙ねらわれる条じよう件けんは満たしている。

　だが、狙うならば即そく座ざに手にかければいいはずだ。なぜに、まるで人ひと質じちを取るような真ま似ねをするのか。

「それはね」

　ふっと、クラウスたちの前に影が差した。

「君たちが、優ゆう先せん順位においてそこの馬ば鹿かよりもずっと上なんだ」

　ぞっとするほど感かん情じように充みち満ちた声。理り性せいというものが、これっぽっちも感じ取れない。

　振ふり返る。異い常じようなほどに歪ゆがんでいてなお、この声には聞き覚えがあった。

「どうしたんだい、そんなに驚おどろいて」

　ヴァングが、そこにいた。顔をくしゃくしゃにして、笑っている。その手には、先せん端たん部ぶにドクロを象かたどった杖つえが握にぎられていた。

「まず、そこのエルリー・ハンネマンとかいう少女。君は、僕ぼくの右みぎ腕うでに傷きずを付けた。許ゆるし難がたい罪つみだ。痛いたかったんだよ？」

　ヴァングが、袖そでをまくる。そこには、醜みにくく焼けただれた傷きず跡あとがくっきりと刻きざまれていた。

「普ふ段だん袖を下ろしていたからね。怪け訝げんがられて苦労したよ。その面めん倒どうも罪に加えないといけないな」

　ヴァングの声に、苛いら立だちが混まじり始める。

「本来なら、あの王国詠えい唱しよう士しを先に片かた付づけるつもりだった。詠唱士になったくせに、あまっちょろい夢ゆめ物もの語がたりを語っていたあのトピーアとかいう奴やつをね。しかし、そこの小こ娘むすめと──クラウスくん、君たちが一いつ緒しよなら話は別だ」

「なにを……」

「クラウスくん、本当なら君みたいな落ちこぼれを狙うつもりはなかったんだよ」

　だけどね。ヴァングが頬ほおをひくつかせる。

「君は、あろうことか、分をわきまえずに自分の将しよう来らいについて語り出した。許し難い。実に、許し難い」



    

  
    
      　ヴァングはクラウスを睨にらみ付けてきた。

「僕はね、君のように何の才さい能のうもないくせに将来に希望を持ちたがる奴が一番嫌きらいなんだ」

「わけが、分からないよ」

　クラウスは、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。ヴァングが喋しやべっていることが、全く理り解かいできない。

「簡かん単たんなことだ」

　エルリーが、敵てき意いを剥むき出しにして吐はき捨すてる。

「こやつが、通りを騒さわがしている事じ件けんの真しん犯はん人にんということなのだろう」

　ヴァングは何も言わず、ただ笑った。

「そんな、どうして」

「説明する必要はない」

　うっとうしそうな口ぶり。ここに現あらわれてからというもの、ヴァングはどこか危あやうい不安定さを漂ただよわせている。感かん情じようの浮うき沈しずみが、あまりに激はげしすぎるのだ。

「心配しなくても、命までは取らない。コティペルト王国刑けい法ほうに少し目を通せば分かることだけど、詠唱による傷しよう害がいと殺人では罪の重さが全く違ちがうからね。僕の目的は馬鹿を懲こらしめることであって、人を殺すことじゃない──基き本ほん的にはね」

　彼にしか分からない論ろん理りを披ひ露ろうしながら、ヴァングが両手を広げる。

「さあ、始めようか」

　どさり、と音がした。絞しめ落とされたステイムが、地面に放ほうり投げられたのだ。

「邪じや魔まだからね、気き絶ぜつさせておいたよ。後で『眠れる村落スリーピングヴイレツジ』をかけておくから、ここであったことは多分何も覚えちゃいない。まあ、万が一なんらかの記き憶おくが残っていたとしても、彼の証しよう言げんだけでは僕を検けん挙きよすることはできない」

「異な事を言う。奴の記憶を奪うばったところで、わしらが警けい察さつに駆かけ込めばお主の両手は後ろに回るだろう」

　エルリーの指し摘てきに、ヴァングは嬉うれしそうに笑った。

「基本的には、と言っただろう。何も殺さないと言っているわけじゃない。君たちと、あのトピーアとかいう詠唱士は例外だ。命を奪わせてもらう。完かん膚ぷ無なきまでに、想そう像ぞうしうる限かぎりの絶ぜつ対たい的な形で、ね」

　背せ筋すじがぞわりと総そう毛け立だつのを感じた。筋道が立っていない話しぶりにはついていけないが、この男が正気ではないことだけは、はっきりとわかる。

「君たちは、僕を本気で怒おこらせた。こんな不ふ愉ゆ快かいな気分にさせられたのは本当に久ひさしぶりだよ。だから、僕は姿すがたを見せたんだ。君たちには、このヴァング・ヴァーゲルネスに殺害されるという事実を認にん識しきしてもらう。僕の前で、惨みじめに命いのち乞ごいをしてもらうんだ」

　夕日はほとんど沈しずみきったようだ。クラウスたちの間に、薄うすい紫むらさき色いろが垂たれ込こめ始めている。

「愚おろかな。夜遅おそくならいざ知らず、こんな人通りの多い時間帯に騒さわぎを起こせばすぐに足がつくぞ」

　エルリーの言葉に、ヴァングは大げさな動きで肩かたをすくめて見せた。

「そんなことを念頭に置かないで僕が動いていたとでも思っているのかい？　随すい分ぶんと馬鹿にされたものだ」

　続けて、指をぱちんと鳴らす。

「……ぬ、そういうことであったか。不覚を取ったな」

　エルリーが、唇くちびるを噛かむ。

「どうしたの、何があったのさ」

「『砂流の空骸布サンドブラステツドスキン』だ。作動の礎いしずえになったのは──それか」

　エルリーの視し線せんの先には、詠唱教室のチラシがあった。

「ふむ。よく分かったね」

　ヴァングが、感心したように頷うなずく。

『砂流の空骸布サンドブラステツドスキン』。近づく人間が、無む意い識しきのうちにその特定の空間を避さけたくなるように設せつ定ていされた結界である。

「おそらく、そこの魔力の塊かたまりもそのチラシを礎にして組成しおったのだな。……無念だ、今いま頃ごろになって気づくとは」

「ばれないように組成式を織おり込むのは大変だったよ。組合の連中が信じ込んでくれたから、作業に邪じや魔まが入ることはなかったけど」

　そう言って、ヴァングは誇ほこらしげに胸むねを反そらした。

　これで、八つ裂ざきオーウェンス再さい来らいに関する謎なぞがほぼ完全に解とけたわけである。街中にあるチラシが、八つ裂きオーウェンスを呼よび出す鍵かぎとなっていたのだ。

「さあ、ご託たくはこれくらいにしよう。あまり時間を延のばしてしまっては、小うるさい王国詠えい唱しよう士しどもが嗅かぎつけないとも限かぎらない」

　ヴァングが、杖つえを高く掲かかげる。

　それとほぼ同時に、クラウスたちの後ろで気配が移い動どうした。

「そう上う手まくいくと思うでないぞ」

　エルリーの髪かみが、再ふたたび逆さか立だつ。八つ裂きオーウェンスがステイムを手放した今、遠えん慮りよすることはない。

「その台詞せりふは、そのままお返ししてやろう。昨日は手を抜ぬきすぎていた。杖無しではやはり『殯の魔霧フユーネラルフオツグ』の神しん髄ずいを発はつ揮きできないようだ」

　色いろ濃こくなる一方の闇やみに包まれながら、ヴァングが杖を何度も振ふる。

「クラウス、下がっておれ」

　エルリーのその言葉が終わるか終わらないかのうちに、風ふう圧あつが二人の間を駆かけ抜ぬけた。

「……ぬぅ、これが本来の力というわけか」

　焦しよう燥そうが混まじった声。エルリーにしては珍めずらしく、動どう揺ようしているらしい。

「この杖は無む銘めいだけど、開発者であるグリシュ・ニモスが『殯の魔霧フユーネラルフオツグ』のためだけに調整を重ねた逸いつ品ぴんなんだ。手に入れるのは苦労したよ。とある馬ば鹿かな収しゆう集しゆう家かが死し蔵ぞうしていてね、引きずり出すのが面めん倒どうで面倒で」

　手にした杖を、自じ慢まんげにヴァングが見せびらかす。

　八つ裂きオーウェンスの姿すがたは、完全に消えていた。少なくとも、クラウスにはそうとしか見えなかった。

　時折、地面や壁かべがだんだんと音を発する。八つ裂きオーウェンスの着地音だろうか。

「くっ……」

　エルリーが身を伏ふせた。その上を、風が通りすぎる。金色の髪が数本はらはらと舞まう。

「不利だな」

　短くエルリーが呟つぶやく。

「クラウス、逃にげるぞ。対たい抗こうするにはそれなりの準じゆん備びが──」

　その時、冷たい感覚がクラウスの頬ほおを撫なでた。

「クラウス！」

　エルリーの顔が、真っ青に変わる。

「な、どうしたの……？」

　頬ほおに触ふれてみる。温かく、ぬるりとした感かん触しよく。

　指を目の前に持ってきて、クラウスは愕がく然ぜんとした。

「血──？」

　真っ赤に染そまっている。いったい、いつの間に切られたというのか。

「あははは！　何を呆ほうけているんだ、早く逃げないと！　八つ裂きオーウェンスに刻きざまれてしまうよ！」

　ヴァングの哄こう笑しようが、耳をつんざく。

　体が震ふるえる。おそらくはあえて外したのだろう。その気になれば、あっという間にクラウスを血祭りに上げることが出来るに違ちがいない。

「貴き様さま、よくも……」

　エルリーが、体をわななかせた。

『una-mia,nast anit──』

「駄だ目めだっ！」

　必死になって、エルリーを制せいする。

　エルリーが今発動しようとしたのは、闇やみ魔ま術じゆつだ。クラウスが傷きずつけられたことで、怒いかり心頭に発してしまったのだろう。

　だが、それだけはやってはいけない。エルリーの体に大きな負ふ担たんをかける上に、現げん代だいではその使用が厳きびしく禁きんじられている。下へ手たすれば、エルリーは重い罪つみを科せられてしまう。

「しかし、ではどうしろというのだ。これ以外に、奴やつに対たい応おうする手しゆ段だんは……」

「どうしたどうした、仲なか間ま割われかい？」

　ヴァングが愉ゆ快かいそうに言った。いつの間にか、その傍かたわらに八つ裂きオーウェンスが手を地面に垂たらすようにして立っている。

　向こうが仕し掛かけてこない理由は簡かん単たんだ。クラウスたちが動どう揺ようしている様を楽しもうというのだろう。猫ねこが瀕ひん死しの鼠ねずみを突ついては逃がすように、もてあそぶつもりにちがいない。

　完全な窮きゆう地ちである。このままでは、殺されてしまう。

　死にたくない。あまりに理り不ふ尽じんである。どうして、こんなところで殺されなければならないのか。怒りとも怯おびえともつかない感かん情じようが、クラウスの内側で暴あばれる。

　周囲には、もう真っ暗といってもいいほどに夜が支し配はいしている。月明かりがなければ、多分互たがいの顔を認にん知ちすることもおぼつかないだろう。

　──月明かり。クラウスの心に、僅わずかだけ希望が芽生えてきた。

　まだ、手がないわけではない。

「お前みたいな奴が相手なら、何も協力する必要はないからな」

　語ご尾びが震ふるえないよう細心の注意を払はらいながら、クラウスはヴァングを挑ちよう発はつした。乗ってくるか、こないか。全すべてはそこにかかっている。

　しばらく、ヴァングはぴくりとも動かなかった。予想だにしない反はん応のうに驚おどろいてしまったのだろう。

　ややあって、火がついたように笑い出す。

「おいおいおいおいおい、待ってくれよ！　馬ば鹿かだ馬鹿だとは思っていたが、救いようがないほどとはね！」

　クラウスは確かく信しんする。エルリーはともかく、クラウスのことは戦力として見られていない。この前の自作詠唱を見られている以上無理もないのだろうが、これはすなわち好機だ。

「試ためしてみないと、分からないよ」

　挑発を続行する。匙さじ加か減げんが、あまりに難むずかしい。腹はらの中心辺りに、痛いたみともつかえともつかない気持ち悪さがわだかまる。

「不ふ愉ゆ快かいだ」

　笑うのを、ヴァングはぴたりとやめた。

「何の才さい能のうもないくせに調子に乗るとは。それだけで万死に値あたいする。いいか、取り消すなら今のうちだ。そうすれば、普ふ通つうに殺すだけにしておいてやる」

『月神カグヤ、全てを見守り全てを赦ゆるす虚こ空くうの女め神がみよ！　我わが望み、我が願い、我が訴えに耳を貸かしたまえ！』

　ヴァングの言葉には取り合わず、クラウスは詠えい唱しようを始めた。杖つえを構かまえ、高らかに。

「まあ、いいだろう。好きなだけ抵てい抗こうさせてやる」

　思い通りの展てん開かいだ。あれだけクラウスたちをいたぶることに執しゆう念ねんを燃もやしているような発言をしていたヴァングだから、少しつつかれればこういう風に考えてもおかしくはない。

『月の呪じゆ縛ばくを逃のがれんために、陽ようの瀑ばく受じゆを今ここに！』

　詠唱を続ける。ヴァングが気変わりしないこと、それだけを必死で願う。

『月の奏かなでる妙たえなる光、我われその力を借り受けて！　ここに奇き蹟せきを顕あらわせしめん、月神カグヤの名の下に！　月げつ呪じゆ顕けん現げん、想そう呪じゆ具ぐ現げん！』



    

  
    
      　詠唱を、発動させた。月の光の力を借りた、起死回生の一発勝負が幕まくを開ける。

　立ちこめていた霧きりが薄うすくなっていく。徐じよ々じよに、しかし確かく実じつに。

　充じゆう満まんする禍まが々まがしい瘴しよう気きを、月の光が洗あらい流すかのようだった。どこか異い界かいのような空気を発していた路ろ地じ裏うらが、みるみるうちに元の姿すがたへと戻もどっていく。

　実体として光を感じる、そんな錯さつ覚かくをクラウスはおぼえる。

　暖あたたかく包み込まれるかのような。優やさしく撫なでられるかのような。

　神々が二つに分かれて戦った諸神正邪の御戦スタンド・アブレイズの後。神々が去った大地を、燃もえる松明たいまつである太陽は父として、輝かがやくランプである月は母として見守り続けた──そんな神話が、クラウスの脳のう裏りをよぎる。

　確たしかに、月の光からは母ぼ性せいを感じる。全てを包み込んでくれるような、温ぬくもりを。

　おそらくは。クラウスは、ふと場ば違ちがいなことを考える。

　おそらくは、そのことに気づけたからこそ、この詠唱は完成したのかもしれない──

「……なんだ？」

　ヴァングの顔に、微かすかに戸と惑まどいの色が浮うかんだ。気づいてくれるな、必死でそう祈いのる。

　変化は、突とつ然ぜんだった。

　八つ裂ざきオーウェンスが、その場に膝ひざをついたのだ。

「どうした、何があった!?」

　ヴァングの戸惑いは、完全に動転へと姿を変えていた。

　当たり前かもしれないが、八つ裂きオーウェンスから苦く悶もんの色は窺うかがえない。しかし、クラウスの詠唱に影えい響きようを受けているのは間違いなかった。

　魔ま力りよくの塊かたまりであれば、この詠唱が効こう果か的なはずである。その予よ測そくは、当たったらしい。

「くそっ……貴き様さま何をした！」

　ヴァングの怒ど鳴なり声が響ひびいた。

　答える必要はない。意い識しきを保たもつことに、全力を注ぐ。

　以前発動させたときよりも、効果がかなり低い。本来なら、世界最さい高こう峰ほうの詠唱学府であるホフマン魔ま術じゆつ学院の卒業生が発動させた結界を一いつ瞬しゆんにして消し去ることさえ可か能のうなのだ。

　いかに『殯の魔霧フユーネラルフオツグ』が高度な詠唱といっても、強度の面ではあの光の柱には比ひ肩けんすることもできない。それを瞬時に崩くずせないということは、詠唱が十分にその本ほん領りようを発はつ揮きできていないのだ。

　クラウスは空を見上げる。半分以下にまで欠けた月が、建物の陰かげから少しだけその姿を覗のぞかせているのが視し界かいに入った。

　突然できてしまっただけあって、この詠唱はクラウスにとっても半分未知の存そん在ざいである。とりあえず効果程てい度どは理り解かいできているが、その他の特性は分からないに等しい。

　推すい測そくするなら、月の満ち欠けに効果が左右されてしまうというところだろうか。そういえば、以前発動したときは即そく座ざに魔力を使い果たしてしまい、こんなことを考えている余よ裕ゆうさえもなかったような気がする。

「動け、動かないか！　どうして、なぜ言うことをきかないのだ！」

　ヴァングが喚わめき散らす。ほとんど駄だ々だっ子のようだ。

　八つ裂きオーウェンスの姿が霞かすんでいく。影が、光にのみ込こまれるように。

『カヴァ＝デイル！　火か焔えんを統すべる双そう頭とうの蛇へびよ！　紫し深しんの平野を焼き払はらうがごとく、貴き伸しんの明夜を薙なぎ払うべし！　業ごう炎えん垂すい崩ほう、惣そう厳げん槌つい亡ぼう！』

　ヴァングが詠唱した。しかし、杖つえから噴ふき出した炎ほのおはあまりに貧ひん弱じやくで、クラウスの元にさえ届とどかない。

「ふざけるな、どうしてこんな奴やつの詠唱で僕ぼくの『殯の魔霧フユーネラルフオツグ』が封ふうじられないといけないんだ！　ありえない！　ありえてたまるか！」

　もはや、ヴァングは半はん狂きよう乱らんである。

「お主はクラウスを甘あまく見すぎたのだ」

　そんなヴァングに、エルリーが冷たい言葉を浴びせる。

「相手を侮あなどると、痛いたいしっぺ返しを食らうことになる。かく言うわしも、似にたようなことをしでかしてクラウスの世話になったのだがな」

　ヴァングの顔が、醜みにくく歪ゆがんだ。

「偉えらそうに……僕を馬ば鹿かにしたな！　許ゆるさない、許さないぞ！」

　その悲鳴に近い叫さけびとは裏うら腹はらに、八つ裂きオーウェンスはもう目をこらさないと見えないほどに希き薄はくにされ。

　そして、遂ついに跡あと形かたもなく消え去った。

　主あるじを失った断魔刀ペインキラーが地面に落ち、からんと音を立てる。

　あとに、月の光だけが残った。

　クラウスは、魔力の供きよう給きゆうを止めた。結界が解かい除じよされ、同時にどっと疲ひ労ろう感が体にのしかかってくる。

「ふ、ふふ……」

　ヴァングが、小こ刻きざみに体を揺ゆらしている。

「あは、ははっはあは！」

　何かに取り憑つかれたような、けたたましい笑い声。

「ヴァング・ヴァーゲルネス。見苦しい真ま似ねはおやめなさい」

　どこからか、芯しんの通った清せい冽れつとさえ表現できそうな声が聞こえてきた。

「あなたを、クレメンテ通り連続傷しよう害がい事じ件けん及および骨こつ董とう品ひん収しゆう集しゆう家かオリヴァー・ヴァンス・アートマン宅たく強ごう盗とうの罪つみにより捕ほ縛ばくします。また、公共の場で『砂流の空骸布サンドブラステツドスキン』を使用することはコティペルト王国結界管理法に違い反はんしていますので、そちらについても取り調べを受けて頂いただきます。身み柄がらは即そく座ざに王国警けい察さつへ引き渡されるので、そのつもりで」

　トピーアだった。ヴァングを挟はさんでクラウスたちと対称の位置で、仁に王おう立だちしている。

　その姿すがたが、クラウスには実じつ際さいよりもずっと大きく見えた。気き迫はくが、体全体から発散されているのだ。

「な、んだと……」

　同じように感じたのだろう。ヴァングがたじろぐ。

「あなたのことについて、少々調べさせてもらったのですが、その結果大変興きよう味み深ぶかい事実が浮うかび上がってきました」

　トピーアの目は、真っ直すぐヴァングに向けられている。

「あなたは、かつて王国詠えい唱しよう士しを目指して試験を受けていましたね。しかし、三回にわたる挑ちよう戦せんにもかかわらず実力が認みとめられることはなかった。当時の資し料りようを調べると『個こ性せい不足』の評ひよう価かがなされています。

　そして、あなたは王国詠唱士の道を諦あきらめ詠唱士組合の講こう師しへ転進しました。周囲には現げん実じつ的な選せん択たくをとったという風に受け止められていましたが、本当は違ちがう目的があった」

「ああそうさ、その通りだよ！」

　唸うなるように、ヴァングが答える。

「僕ぼくのこの怒いかりを吐はき出す必要があった。何かにぶつける必要があった。僕を軽かろんじた、僕のことを認めようとしなかった、僕のことを完全に無む視しした詠唱士界にどうしても復ふく讐しゆうしなきゃいけなかったんだ！」

　怒ど声せい──否いな、悲鳴だった。暴ぼう走そうする感かん情じようが、ヴァングの口から言葉となってとめどなく流れ出していた。

「僕は成功するはずだった。成功するはずだったんだ！　小さい頃ころから、僕は周りのぐずどもにいつも差をつけていた。何をやっても誰だれにも負けやしなかった！　それがどうだ、詠唱士試験なんていう下らない物差しのせいで何もかもをなくしたんだ！　誇ほこりも、周囲からの敬けい意いも！」

「今回の連続通り魔ま事件の被ひ害がい者しやには、組合員である上にもう一つ共通点があった。それは、いずれも学習面において大変熱心だったということです」

　ヴァングが発する悪あつ鬼きのような雰ふん囲い気きにも全くひるまず、トピーアが言葉を続ける。

「王国警察に連れん絡らくし、組合及びあなたの住じゆう居きよを強きよう制せい捜そう査さしたところ、こんなものが出てきました」

　トピーアが懐ふところから取り出したのは、一冊さつの帳面だった。

「これには、組合員の名前がびっしりと書き付けられています。組合に確かく認にんしたところ、いずれも優ゆう秀しゆうな生徒ばかりだという答えが返ってきました」

　帳面をしまうと、トピーアは再ふたたびヴァングに目を向ける。

「あなたは怒いかりを直ちよく接せつ詠唱士に向けるということをせず、希望を持って努力する人間を標的にした。その屈くつ折せつぶりには正直呆あきれます。

　一生懸けん命めいな人たちを痛いためつけるために組合へ就しゆう職しよくし、自身が得意とした『殯の魔霧フユーネラルフオツグ』を磨みがき上げた上で、チラシの装そう飾しよくを引き受け結界の礎いしずえとなるよう細工した。全すべては計算通りに進んでいましたね、少なくとも僕を狙ねらうまでは。いったいどういうつもりかわかりませんが、僕を狙ったのは明らかに誤ご算さんです。弱い者いじめに慣なれてしまったせいで、自身の分を見み誤あやまったのですね」

　ヴァングは何も言わない。ただ、歯ぎしりの音をぎりぎりと響ひびかせている。

「僕を仕し留とめ損そこなった上に、エルリーさんに手て傷きずまで負わされた。歯車は完全に狂くるいました。焦あせったあなたは、自分を目もく撃げきしたかもしれないそこの二人を消そうと考えた──そんなところですか？」

「違う！　僕は、そんな下らない理由でこいつらを狙ったんじゃない！」

　ヴァングが、クラウスを睨にらみ付けてきた。

「こいつが、この能のう無なしが、ふざけたことをぬかすから、身の程ほどを分からせてやろうと思ったんだ！」

「言っていて恥はずかしくないのか」

　エルリーが、溜ため息いきをついた。

「よいか。理り解かいしたくないのならしっかりと言葉にしてやろう。お主は、これまで嘲あざけってきたクラウスに敗やぶれたのだ」

　ヴァングが絶ぜつ句くする。

「そもそも、今聞いた話が確たしかなら、お主はたった三回の挫ざ折せつで自分の夢ゆめに見切りをつけたのだろう。クラウスはそれ以上の失敗にもめげず、努力を続けているのだ。その時点で、お主の敗北は決定的というものだな」

「う、ああああ！」

　エルリーのつきつけた現実に精せい神しんが耐たえきれなかったのか。ヴァングが絶ぜつ叫きようした。

　おそらく、彼を歪ゆがめてしまったのがこの脆もろさなのだろう。現実とは常つねに過か酷こくなものだ。時として理り不ふ尽じんでさえある。

　そんな現実に立ち向かう力が、彼には足りなかったのだろう。だから、あまりに極きよく端たんすぎる方法で現実を否ひ定ていしたに違いない。

　そういう意味では、哀あわれだと言えないこともない。少しだけ──本当に少しだけ、クラウスは彼に同どう情じようした。その内側に渦うず巻まいているであろう感情が、百分の一だけでも分かるような気がしたからだ。

「お二人とも、到とう着ちやくが遅おくれまして申し訳わけありません。その責せき任にんを取るためにも、ここで僕たち王国詠えい唱しよう士しがこの男を仕留めます」

　トピーアが、ゆっくりと杖を構える。

『去りし命を呼よび戻もどし、ありし仕置きを彫ほり下ろす！　かかる魔ま霧むは澱よどみし呪じゆ宴えん、然しかる狭きよう霧むは挑いどみし綬じゆ片へん！』

　ヴァングの口から詠唱が飛び出す。織おり込まれている単語からみて、おそらく『殯の魔霧フユーネラルフオツグ』だ。性しよう懲こりもなく、また八つ裂ざきオーウェンスを呼び出すつもりらしい。

『固き壁かべにも瑕か瑾きんあり、暗き闇やみにも火か錦きんあり！』

　しかし、ヴァングは詠唱を完成することが出来なかった。

『言の葉奪うばえるその御み魂たま、殊ことの破はとして閃ひらめかす！　破は言ごん蒙もう等とう、些さ言ごん防ぼう孔こう！』

　トピーアが、『言の消犯ロスフアーワーズ』で妨ぼう害がいしたのだ。迸ほとばしる光に口を塞ふさがれ、ヴァングが顔色を変える。

『その身その足その姿すがた、あまさず石と変えしめん。意い志しを奪うばいし真まことの片かた歌うた、菱ひしとなさしめ今晴らしめん。撫ぶ石せき紋もん正せい、宇う易えき御おん衛えい』

　続いて、別の詠唱が流れてくる。男性の声だ。無む機き質しつなほどに、落ち着いている。

　ヴァングの周囲に、白い靄もやがかかった。ヴァングの姿が見えないほどの濃こさである。靄はどんどんと収しゆう束そくし、ヴァングを包んでいく。

　その靄が消えた後に、一つの石せき像ぞうが姿を現あらわした。顔も体型も、ヴァングそのものである。「上う手まくいったな」

　無ぶ愛あい想そな声が、トピーアの後ろから聞こえてきた。

「後は、警けい察さつに引き渡わたすだけか」

　声の主は、岩がん壁ぺきを彷ほう彿ふつとさせるほどに険けわしい顔つきの男だん性せいだった。首からは、『愚者の鎖バスタードチエイン』が下げられている。体つきが立りつ派ぱなこともあって、トピーアがつけているそれより随ずい分ぶんと小さく見える。

「クラウスさん、エルリーさん。もう大だい丈じよう夫ぶですよ。この人の『軛の石塔ストーンタワー』は一度決まれば『再さい誕たんのファラスキ』だって解かい除じよできません」

　トピーアが言う。コティペルト王国史上に残る大詠唱士を引き合いに出すあたり、よほど高い効こう果かと持じ続ぞく性せいを有しているのだろう。

「世辞はいい」

　短くそう言うと、男は石化したヴァングを軽々と肩かたに担かついだ。

「警察に連れて行く。……おい、レミーン。もう済すんだぞ。怪け我が人にんの手当てを」

　全く重さを感じていないような足取りで、男はすたすたと行ってしまう。

「……はっ、はい！　わかりました！」

　通りの方から、怯おびえたような声が聞こえてきた。何事かとクラウスが目を向けると、一人の女性がおっかなびっくりこちらにやってきていた。

　髪かみを後頭部で二つに束たばねている。自信なさげな視し線せんは、ちらちらと彷徨さまよい一点に落ち着かない。

　彼女も首から鎖くさりを下げているところから考え合わせるに王国詠唱士なのだろうが、その風ふう格かくらしきものがまったくない。下手したら、トピーア以上に「らしく」ない。

「えっと、そちらの方は大丈夫ですか？」

　女性が、クラウスに訊たずねてきた。

「ええ、詠唱の使いすぎで、ちょっとくたびれちゃっただけで」

「魔力消耗ステインド、ですか……」

　心配そうにそう言うと、座すわりっぱなしだったクラウスの横に女性はしゃがみ込こんできた。

「ちょっと、失礼しますね」

　女性の手が伸のびてきて、クラウスの額ひたいと首くび筋すじに触ふれた。ひんやりとしていて心地ここちいい。

『響ひびく悲ひ哀あいを慈じ愛あいで包み、続く怒いかりを光でなだむ。内なる流れを開き埋うめ、無知なる鋼はがねを拓ひらき踏ふむ。魔ま流りゆう雄ゆう遊ゆう、阿あ隆りゆう諷ふう風ふう』

　女性が、歌うように言葉を紡つむぐ。治ち癒ゆ詠唱だ。

「……あ、れ？」

　体が、急に軽くなったような気がする。クラウスは目をぱちくりさせた。

「魔力の流れを活性化しました。大分楽になったでしょう？」

「はい、なんか嘘うそみたいだ」

　おそるおそる立ち上がってみる。足元がふらつくこともなく、しっかりと立つことが出来た。

「それはよかったです。次は、こっちの人かな」

　女性は、地面にひっくり返ったままずっとほったらかしにされていたステイムに近づいていった。

「すごいでしょう」

　トピーアが、クラウスの隣となりに並ならんでくる。

「うん、たった一つの治癒詠えい唱しようでこんなに回かい復ふくするなんて……」

「彼女、まだ詠唱士になりたてなんですけど、治癒詠唱に関してはもう一人前なんですよ」

　自じ慢まんげな口調である。自分の仲間が誇ほこらしいのだろう。

「あとは、もう少し王国詠唱士らしい風格というかそういうものが身に付けば──」

「きゃあああ!?」

　突とつ然ぜん、さっきの女性詠唱士の悲鳴が耳に飛び込んできた。

「殺される、嫌いやだー！」

　一いつ緒しよになって、ステイムの声も聞こえる。

　何事かと目をやってみると、二人がもみ合っているのが見えた。いや、恐きよう慌こうをきたしたステイムが女性に抱だきついているといった方が正しいようだ。

「やだっ、離はなして下さい！　もぅ、これだから男の人ってきらいっ！」

「死にたくないよおぉおぉ」

「……やれやれ」

　トピーアは呆あきれたように溜ため息いきをつくと、詠唱を始めた。

『眠ねむれ、眠れ、迷まよえる者よ。踊おどれ、踊れ、仮か借しやくの夢ゆめに。歌え、歌え、忘ぼう却きやくの詩うたを。刻きざめ、刻め、現うつつの眠り。睡すい夢む応おう探たん、唯ゆい無む江こう散さん』

　ステイムがばったり倒たおれ、その場でいびきをかきだす。

「『眠れる村落スリーピングヴイレツジ』をかけておきました。後こう遺い症しようはまぬがれられませんが、まあお仕置きです」

　そう言って鼻を鳴らすトピーアに、女性が泣きながら抱きついた。

「トピィちゃーん怖こわかったよぅ」

「よしよし。もう大だい丈じよう夫ぶですよ」

　なんとも苦く笑しようを誘さそわれる光景である。

「じゃ、僕たちはこれで。もしかしたら、警けい察さつの方から事じ情じよう聴ちよう取しゆがあるかもしれませんので、心の準じゆん備びだけはしておいて下さい」

　女性の頭を撫なでながら、トピーアが言う。

「取り調べかぁ……なんか不安だな」

「あはは。心配要いりませんよ。暗黒時代ブラツクナイトの頃ころならいざしらず、最近の警察は民間人に親切です」

　そこでトピーアは言葉を切り、ふと顎あごに手を当てた。

「……そういえば、八つ裂ざきオーウェンスが消しよう滅めつしたのは、やっぱりクラウスさんが？」

「ん？　まぁ、確たしかにそうといえばそうだけど……」

　トピーアが嬉うれしそうに笑う。

「やっぱり。クラウスさんが本気を出せば、あんな人なんて目じゃないんですよ」

　戸と惑まどうクラウスに背せを向けると、トピーアは女じよ性せいを連れて歩き去る。

「王国詠唱士になったクラウスさんと一緒に戦えるようになる日を、楽しみにしてますよ」

　最後に、そんな言葉を残して。

「参っちゃうな……」

　クラウスは首をかいた。どうにもむずがゆい。

「でれでれしおって。お主が見み境さかい無なしということはよくわかったぞ」

　エルリーが、腕うでを組んで睨にらみ付けてきた。

「いや、それは誤ご解かいで……」

「ぬけぬけと。さっき治ち療りようを受けていたときもだらしない顔をしておったではないか！」

　そんな顔をしていたのだろうか。自覚はないが、もしかしたら表情が弛し緩かんしてしまっていたかもしれない。なにせあの指先は冷たくて気持ちがよかったのだ。

「……さては感かん触しよくを思い出しておるなこの助すけ平べえが！　たわけ！　知らぬ！」

　エルリーが通りに出てしまった。

「待てよ、それはだな……」

「ええい、しつこい男だ」

　追いかけてくるクラウスを一いち瞥べつもせず、エルリーは先へ先へと行ってしまう。





「……まぁ、よいか。とりあえずはこの程てい度どで勘かん弁べんしてやる」

　いきなりエルリーが態たい度どを軟なん化かさせたのは、そろそろ『ハンネマン』に着こうかという頃ころ合あいだった。

「よく頑がん張ばった。ほめてつかわす」

　唐とう突とつすぎてさっぱりついていけない。まったくもって、女心というのはわからないものだ。

「わしの言ったとおりであろう。お主の詠唱の力は、捨すてたものではないのだ」

「そうかなぁ……」

「もっと自信を持て。お主は勝ったのだぞ」

　エルリーが背せ中なかを叩たたいてきた。

「やれやれ。まぁ自信満々のお主というのも気持ち悪いものがあるがな。……では、もうこの辺でよいだろう。送ってくれて感かん謝しやする」

　クラウスにはそんなつもりはなかったのだが、エルリーは送ってくれていたものだと勘かん違ちがいしたらしい。

「あ、うん……」

「気をつけて帰るのだぞ。これからも頑張ることだ。……さて、かなり遅おそくなってしまった。筋きん肉にく女おんなが頭に角を生やしている様子が目に浮うかぶ」

　手を上げると、エルリーは駆かけ去ってしまった。

　一人残され、何をするでもなくクラウスは空を見上げる。

　欠けた月は、随ずい分ぶんと高い位置まで昇のぼっていた。

　エルリーの言葉とトピーアの言葉が、交こう互ごに脳のう裏りに浮かび上がってくる。

　少し前の自分なら、気休めだと心を閉とざし耳を塞ふさいでいただろう。

　しかし、今は違った。素す直なおに受け止めて、素直に嬉しいと思うことができた。

　才さい能のうが全すべてではないということに、気づけたからなのだろう。トピーアのおかげである。

　たとえ基き礎そ魔ま力りよくが低くても、それを補おぎなうことはできるのだ。勇気が、体の底から湧わいてくる。

　ここ最近、自分が過か剰じように評ひよう価かされていると悩なやみ続けていた。だが、そこで悩むのは間違っているのだ。

　他の人が評価してくれる部分に少しでいいから自信を持ち、そこを伸のばすように努力する。それこそが、真に大事なことだったのだ。自分には、自分のいいところがある。今いま更さら──本当に今更、気づくことができた。

「……頑張るか」

　自らにそう言い聞かせながら、クラウスは家へと向かって歩き出した。
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「いやあ、酷ひどい目に遭あいました」

　病室のベッドの上で、髭ひげ面づらの青年は豪ごう快かいに笑った。

「命に別べつ状じようがないようで何よりです、ランジィさん」

　つられてクラウスも笑え顔がおになる。

「お医者様が言うには、自分の生命力は魔ま獣じゆう並なみだそうで。明日には薬物治ち療りようから詠えい唱しよう治療へ移うつしてもらえるそうです」

「それはよかった」

　安あん堵どの溜ため息いきが漏もれる。彼が八つ裂ざきオーウェンスの犠ぎ牲せいになったと聞いたときは気が気でならなかったが、この様子なら大だい丈じよう夫ぶそうである。

「僕ぼくが思うに、ここには美人の助手さんがたくさんいますからね。そのお陰かげでしょう」

　下らないことを言って、ランジィは再ふたたび笑う。とても怪け我が人にんだとは思えない。

「しかし、クラウスさんが組合をやめてしまうとは……驚おどろきです」

　ふと、ランジィが寂さびしそうな表ひよう情じようを作った。

「はい、色々と思う所がありまして。詠唱士になることを諦あきらめたわけではないですよ」

　素す直なおに答える。

「そうなんですか……まあ、そこら辺の考え方は人それぞれですからね」

　そう言いながらも、ランジィの顔色は晴れない。

「定期検けん診しんのお時間ですー」

　その時、一人の助手が病室に入ってきた。なるほど、確たしかに美人である。

「それじゃ、僕はここらへんで失礼します」

　言いながら、クラウスはかけていた椅い子すから立ち上がった。

「わざわざお見み舞まいありがとうございました。退たい院いんしたら、お酒でも一いつ緒しよにどうですか？」

　ランジィが、そんなことを言ってくる。

「ああ、いいですね。僕はあまり飲めませんが、素す敵てきなパブを知ってますよ」

　クラウスの返事に、ランジィはようやく嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「楽しみにしていますよ。地元じゃ底なしの酒さか樽だるなんて言われたもんです」

　何となく、不安を煽あおられる言葉である。酒でおかしくなる人間はクラウスの周りに多い。これ以上増ふえられてはたまったものではない。

「はは、あはは……」

　自分の内心を適てき当とうに笑って誤ご魔ま化かすと、クラウスは病室から出たのだった。





　王国治療院を後にすると、クラウスはこの前金貨を預あずけた骨こつ董とう品ひん屋やへと向かった。さばけたかどうか確かく認にんするためだ。組合をやめたが、金がいらなくなったわけではない。

　その道すがら、クラウスはふと足を止めた。掲けい示じ板ばんが目に入ったのだ。

　コティペルト王国にいくつかある新聞社は、王都のあちこちに無む償しようで掲示板を立てて様々な出来事を伝えている。もちろん、正せい規きの新聞に比くらべると情じよう報ほう量りようが少ないが、金のないクラウスにはありがたい仕組みだ。

　クラウスがいつも利用しているのは、新聞社の中でももっとも大手である『ドラコニアン・タイムズ』の掲示板である。情報に偏かたよりがなく、幅はば広ひろいというのがその理由である。

　掲示板の前には、沢たく山さんの人が群むらがっている。おそらく、新しい内ない容ようが発表されたばかりなのだろう。

　その人ひと混ごみに紛まぎれながら、クラウスは掲示板を見上げた。

『八つ裂ざきオーウェンス、御ご用よう』

　一番目につくところに、そんな見出しがでかでかと記されている。

『私し怨えんから詠唱を悪用し五人の人間に重じゆう傷しようを負わせたとして、王国警けい察さつは七日、傷しよう害がいの疑うたがいで王都ヘールサンキ・テンペスタ通り、詠唱講こう師し、ヴァング・ヴァーゲルネス容よう疑ぎ者しや（二十一）を逮たい捕ほした。ヴァーゲルネス容疑者は取り調べに対し、『馬ば鹿かを懲こらしめるためにやった。今は反省している』などと供きゆう述じゆつしている。ヴァーゲルネス容疑者は先月発生した骨董品収しゆう集しゆう家か宅たく強ごう盗とう事じ件けんの犯はん人にんとも見られており、王国警察は厳きびしく追つい及きゆうする方ほう針しん』

　数日前、クラウスはエルリーやイルミラと一いつ緒しよにルドルフから事件について事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けた。その際さい、他人に話をしないようにと口止めされたのだが、今日になって情報公開することになったらしい。

　事件のことを思い返す。昨日のことのようでもあり、ずっと遠い昔のことのようでもある。

　誰だれかに、面と向かって殺意を明らかにされたのは初めてだった。怒いかりよりも何よりも、ひたすらに怖こわかった。今でも、思い返すたびに薄うすら寒い気持ちになる。

　エルリーやイルミラに被害が出なくて、本当によかった。心から、そう思う。

　一通り目を通してから、次の記事に移うつる。

　なんでも、巡じゆん幸こう中ちゆうの国王が癇かん癪しやくを起こして帰国したらしい。現げん在ざいの国王はもう即そく位いしてから三、四年になるはずなのだが、未いまだに時々こういう騒さわぎを起こす。政せい治じのことはよくわからないが、少々気が滅め入いる話だ。

　その隣となりには、『お手て柄がら王国警察官、空き巣を三日連続で四人逮捕』という見出しとともに軟なん派ぱそうな顔つきの警察官の似に顔がお絵えが描えがかれている。クレメンテ通りの新たな英えい雄ゆうらしい。これまたぐったりさせられる。何かもっと明るい報道はないものか。

　隅すみの方に、小さな記事がある。大体こういう位置にあるのは、高いところに登ってしまった猫ねこが助けられたとか、どこかの家庭で五つ子が生まれたとかいったほのぼのした内容である。少しでも心を和なごまそうとクラウスは目をこらした。

『王都の東に位置するクイーンズライク収しゆう容よう所じよから囚しゆう人じんが脱だつ走そう』

　まったくほのぼのできない。しかも、続く文章にはとんでもない単語が含ふくまれていた。『六日午後、国こく際さい指名手配犯を収しゆう監かんしているクイーンズライク収容所から囚人が脱走した。脱走したのは、ホフマン魔ま術じゆつ学院出身の詠えい唱しよう士しを筆頭とする『サビーネ様と下げ僕ぼくたち』という盗とう賊ぞく団だんであり、王国警察は王国詠唱士の協力を得てその足取りを追つい跡せき中ちゆう』

　少し前に巻まき込こまれた騒そう動どうの一部始終が甦よみがえってくる。その原げん因いんが娑しや婆ばに戻もどってきたとなると、これは大事である。

　クラウスの胸むねに、鈍にぶく重たい塊かたまりが沈ちん殿でんする。こんなことなら、掲示板など見なければよかったかもしれない。

　もうすぐ、大金が手に入る。自分にそう言い聞かせ、クラウスは掲示板の前から離はなれた。何も悩なやむことはない。もうすぐ、幸せになれるのだ。





「……もう一度、お願いできますか？」

　そんな心づもりで向かったものだから、骨董品屋の言葉にクラウスは衝しよう撃げきを受けた。

「何度も言わせないでくれ。ビョーラー金貨の価か値ちは百万分の一まで下落したよ」

　この前とはうって変わって、骨董品屋の口調は横おう柄へいそのものである。

「一昨日おとといにね、リンドクヴィストの方で大量に質しつのいいのが発はつ掘くつされたんだ。商売あがったりだよ」

　骨董品屋は、封ふう筒とうをぱさりとカウンターの上に置いた。どう見ても中身はほとんど入っていない。

「さあ、それを持ってさっさと行ってくれ。掃そう除じの邪じや魔まだ」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくすクラウスを、骨董品屋ははたきで追い払はらう。

　停止した思考のまま、クラウスは言われた通りに店を後にした。





　実感が湧わき上がってきたのは、家にたどり着こうかというころだった。

　最初に残った金は、組合関係でかなり使い込んだもののまだ多少は残っている。すぐさま以前の貧びん乏ぼう生活に戻もどるということはない。

　だが、先は見えている。遠くない将しよう来らい、再ふたたび食うに困こまる事じ態たいはやってくる。確たしか再さ来らい月げつが住じゆう居きよ税ぜいの徴ちよう収しゆうなのだ。あんな家が課税の対象になるとは不ふ条じよう理り極きわまりないが、避さけることはできない。

　どうにかして脱税できないものかと法に背そむいた考えを巡めぐらせていると、

「クラウスさーん！」

　突とつ然ぜん呼び止められた。

「はいっ!?」

　考えていたことがやましいこともあり、必要以上に動転してしまう。

「……どうしました？」

　声をかけてきたのは、トピーアだった。相変わらず、杖つえを重そうに両手で抱かかえ込み肩かたにもたせかけている。

「いやいや、どうもしないよ！」

　相手は、一いち応おう国家機き構こう側の人間である。万が一にも悟さとられてはならない。

「本当ですか……？」

　疑うたがわしそうな顔。つとに思うのだが、どうして自分はこんなに嘘うそをつくのが下へ手たなのだろう。

「トピィこそどうしたの、何か用かな？」

　苦し紛まぎれに話を逸そらそうとしてみたところ、上う手まい具合に急所を突ついたらしい。トピーアの表ひよう情じようがみるみるうちに変化する。

「いや、ちょっと近くを通りがかったもので……」

「近くってここ丘の上だよ。ああこの台詞せりふ前にも言った気がする。いやそれ以前に、どうしてここが俺おれの家だって分かったのさ？」

「え、えーっとぉ……」

　トピーアの挙きよ動どう不ふ審しんさがどんどんと増ましていく。

「そ、それは……つまり！　事件後の様々な悪あく影えい響きようが被ひ害がい者しやに残っていないか調ちよう査さしにきたというわけです！」

　様々な悪影響とはまた漠ばく然ぜんとした内ない容ようである。心しん因いん性せいのものなのか魔力に関する何かなのかさえも分からない。

「さあ、調査です！　おうちへ行きましょう！」

　すたすたと先へ行きかけて、トピーアは自分のローブを力ちから一いつ杯ぱい踏ふんづけて力一杯転んだ。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「……僕ってやっぱり。あーあ」





　庭にたどり着いた途と端たん、トピーアは周囲をきょろきょろと眺ながめ始めた。これも様々な悪影響とやらに関する調査の一いつ環かんなのだろうか。

「うーん、確かに何にもない庭ですねー……ルドルフさんの言ったとおりだな……」

「なに？　ルドルフがどうしたって？」

「どうもしません！　クラウスさんの聞き間ま違ちがいだと思われます！　王国警けい察さつに知り合いはいません！」

「えっ、でも捜そう査さとか協力してるんでしょ？　そもそも俺ルドルフが警官だなんて一言も──」

「あっ、クラウスさん！　あれなんですか!?」

　かなりわざとらしい仕草で、トピーアが庭の隅すみを指差した。

「ん？……ああ、あれは」

　それまでの疑ぎ問もんを忘れてしまうほどの憂ゆう鬱うつが、クラウスをのみ込む。

　トピーアが指差しているのは、ある二人の少女の私し闘とうもしくは死闘により全ぜん壊かいへと追い込まれた家庭農園のなれの果てである。

「あれは……そうだね。ある未来の残ざん骸がい、とでもいうべきかな」

「どうやら家庭農園みたいですねー。察するに、『茫漠の草木デザートプレイン』でも張はり巡めぐらせてたのかな？」

　クラウスの文学的修しゆう辞じを無む視しして、トピーアが的てき確かくな分ぶん析せきを下す。

「うん、まあその通りといえばその通りだけど」

「どれどれー。えらく荒あれてるみたいですが」

　トピーアが、農園に歩み寄よった。興きよう味みを惹ひかれてしまったらしい。仕方ないので、その後ろにクラウスはついていく。

「あらら……これはまた派は手でに壊こわされてますね。野犬にでも荒らされたとか？」

　違うのだが、似にたようなものかもしれない。

「でも、まだ植物は全ぜん滅めつしたわけでもないみたいですね。ほら、あそこを見て下さい。芽が出てますよ」

　トピーアの指の先に目をやってみる。なるほど、植物の芽が出ている。水もやっていないのに、たくましく成長しているようだ。

「それじゃ、もう一度『茫漠の草木デザートプレイン』をかけなおしてみましょうか」

　そう言うと、トピーアが詠えい唱しようする。

『乾かわく大地に根を張る命、騒さわぐ大気に音ねを借る檜ひのき。神の理ことわりの中なかなかに、高々育て保ほ護ごされし種子。恵けい草そう明めい育いく、懸けん叢そう平へい幾いく』

　その詠唱が終わると同時に、植物はにょきにょきと成長を始めた。

「えへん。さっそく効こう果かが出たみたいですね」

　にょきにょき。植物はどんどん成長する。

「これなら、今日中には収しゆう穫かくできちゃったりして」

　にょきにょきにょきにょき。植物はとめどなく成長する。

「……ねえトピィ。『茫漠の草木デザートプレイン』ってここまで効果あったっけ？　なんか、詠唱の効果とかいう範はん疇ちゆうを超ちよう越えつしてるような気がするんだけど」

　エルリーの言葉が、ふと頭をかすめた。確たしか、繋けい詞しに不具合があるとかなんとか。

　具体的に思い返そうとした頃ころには、既すでに手て遅おくれだった。

「え」

　花びらがびゅくびゅくと収しゆう縮しゆくしその内側に無数の牙きばが生えているという食虫植物真っ青の花か弁べんが、よだれとも溶よう解かい液えきともつかない液えき体たいを垂たらしながらクラウスを狙ねらって飛びかかってきた。

「ぎゃああああああ!?」

　なりふり構かまわずクラウスは逃にげ出した。あんなものに食われて死ぬなど、この世でもっともおぞましい死に様に入るはずだ。

「うそ、やだっ、ごめんなさいクラウスさん！　僕ぼくこんなつもりじゃっ!?」

「ごめんじゃすまないと思う！　というかその前に助けて！　ほら見て服が溶とけてる！　あああ、どうして俺こんなついてないんだ!?」

　花には足が生えていた。農園から飛び出し、クラウスを追いかけ回してくる。

「なんだこの不思議植物!?　生命の神しん秘ぴどころじゃないよ！　うわああああ助けてくれえええ！」

　追いかけ回されるクラウスの悲鳴が、丘中に響ひびき渡わたったのだった。



    

  
    
      
　あとがき






　皆みな様さまどうも、尼あま野のゆたかでございます。

　このたびめでたく、「ムーンスペル!!」の続編をお届とどけすることができる運びと相あい成なりました。これもひとえに皆様の応おう援えんのお陰かげ。心から感かん謝しやしております。



　この「ムーンスペル!!　霧の向こうに……」ですが、話の筋は見えているのに肝かん心じんの文章がなかなか書き進めず、大変苦労しました。

　そんな時神に遣つかわされた天使の如ごとく尼野の狭せまい六ろく畳じよう部べ屋やに出現したのが、最近ヴィジュアル系バンドのサポートで忙いそがしいらしい友人・Ｙ内君が「出版祝いをやるからぁ（福ふく井い弁。語尾上がり）」とわざわざ宅たく配はい便びんで送りつけてくれたじゃがりこサラダ味一ケースでした。できればチーズ味がよかったのですが、「わざわざ送ってやったのにおめひってちょれーわ（福井弁）」といった感じで怒られそうなので贅ぜい沢たくを言うのはやめておくことにします。

　ちなみにそのＹ内君からはしきりに同どう棲せいを持ちかけられています。いやーん全まつたく困こまったものだ。午前四時にメッセで「そろそろ寝ねる。いやあ最近生活習しゆう慣かんが規き則そく正しくなってきた」とか意味のわからないことを言ってくる人と一つ屋根の下で暮くらしたら、こっちもダメな感じにダメになってしまいそうです。現時点でも大たい概がいですが。

　そのＹ内君に関しては、「ＰＣ壁かべ紙がみパンチ事件」や「阪はん急きゆう電車淡あわ路じ駅の天使事件」「バイト先のＦマートに現れた天使事件」「真・三さん國ごく無む双そうレベル10武器事件」「ＳＤＰ事件」「シャワーが熱かった事件」「カレーが辛からかった事件」など色々話題があるのですが、いずれもアレな内容である上にもし万が一ばらしたりしたら「おめひってのくてぇわ（福井弁）」とヤンキーそのものの見えているのかいないのかわからないほどに細い目で睨にらみ殺されそうなのでやめておくことにします。



　とまあ散さん々ざんネタにしているわけですが、彼には冒ぼう頭とうのじゃがりこ宅配騒そう動どうを筆ひつ頭とうに色々とお世話になっています。まあ今度飯でも炊たいてやってその恩おんに報むくいることとしましょう。この前の後書きでもちらりと触ふれた五千円は利子無しできっちり返してありますし、上う手まくすれば貸かし借かりが差し引きプラスになるかもしれません。ニヤニヤ。





　そのＹ内君を含ふくめた、周囲の沢たく山さんの人が前作「ムーンスペル!!」をわざわざ買ったり読んだりしてくれた模も様ようで、その感想を聞かせてもらう度たびにえもいえぬこそばゆさを感じました。嬉うれしくて嬉しくて仕方ないのですが、同時にこうなんというか大変照れくそうございまして。



　そうそう嬉しいと言えば、ファンレターや「目め覚ざめよ！　キャンペーン」関係のお葉書にも大変勇気づけられました。顔も見たことのない人が自分の本を手にとって読んでくれて、色々な感想を持ってもらえたという事実がとっても感動的でした。



　皆様の声せい援えんその他もろもろを受けながら、これからも頑がん張ばっていきたいという所しよ存ぞんです。ニヤニヤと見守っていただければ、これ幸いにございます。





　二○○五年四月四日

尼野ゆたか　　



    

  
    
      ムーンスペル!!

霧きりの向むこうに……



尼あま野のゆたか
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